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序

一般国道354号は，群馬県から茨城県鹿島郡大洋村に至る広域的な

道路であり，産業，経済活動を支える主要な路線であります。

近年，霞ケ浦大橋が開通し，土浦市内において，慢性的な交通渋滞

が発生し，その解消を図るためバイパスの整備が強く望まれていると

ころです。その改築工事予定地内に下郷古墳群が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業に

っいて委託を受け，平成9年11月から平成10年3月までの5か月にわ

たる発掘調査を実施いたしました。

本書は，下郷古墳群の調査成果を収録したものであります。本書が，

研究の資料としてはもとより，郷土史の理解を深めると共に，教育，

文化の向上の一助として広く活用されますことを希望します。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である茨城県か

らいただいた多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，土浦市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに対し，衷心より

感謝の意を表します。

平成12年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 口

1本書は，茨城県の委託により財団法人茨城県教育財団が平成9年度に発掘調査を実施した，茨城県土浦市

田村町字中内後に所在する下郷古墳群の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである0

調　査　平成9年11月1日一平成10年3月31日

整　理　平成11年7月1日一平成12年3月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第1課長沼田文夫の指揮のもと，調査第3班長海老澤稔，主任調査員仙波亨，

平石尚和が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理課長川井正一の指揮のもと，主任調査員平石尚和が担当した0

5　本書の作成にあたり，弥生土器については，東茨城郡大洗町立祝町小学校教諭の海老澤稔氏に御教示をい

ただいた。

6　発掘調査及び整理に際し，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋10，020m，Y軸＝＋37，060mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した0

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い・北から南へA，B，C‥・，西から東へ1，2，3

…とし，rAl区」，rB2区」のように呼称した0大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C…j，

西から東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼

称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである0

遺構　住居跡－SI　古墳－TM　土坑－SK　溝－SD　道路跡－SF　掘立柱建物跡－SB　陥し穴－TP

遺物　土器－P　土製品－DP　石器・石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器一TP　その他rY

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである0

炉 繊維土器 黒色処理・粘土

●土器　　○土製品　　□石器・石製品　　△金属製品・古銭

4　土層観察と遣物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである0

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1とし，各遺構の実測図は・60分の1の縮尺で掲載することを基本とした0

（2）遣物は原則として3分の1の縮尺にした0種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，長径方向とし，その軸線が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度

で表示した。（例N－100，E，N－100－W）なお，〔〕を付したものは推定であるO

（4）土器の計測値は，A－口径　B一器高　C一底径　D一高台（脚台）径　E一高台（脚台）高とし，単位は

。mである。なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した0

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，出土位置及びその他必要と思われる事項を記した0
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スクレイパー，剥片

特 記 事 項

旧石器時代から

中世にかけての

所 収遺跡 名 種　 別 主な時代 主 な遣 手

下郷古墳 群 集落跡 旧 石 器

縄　　 文

石器集中地占1か所

竪穴住居跡　 32軒 縄文土器（探鉢），石器（石鉄，石斧，

竪穴状遺構　 3 基

陥し穴　　　 3基

土　 坑　　　 6基

磨石，剥片）

弥生土器（壷），土製品（勾玉，紡錘

車，球状土錘）

土師器（杯，器台，嚢，台付嚢）

須恵器 （杯，趣，嚢）

複合遺跡である。

特に縄文時代前

期の住居跡から

まとまった資料

が確認され注目．

される？

弥　　 生 竪穴住居跡　 7 軒

古　　 墳

J

竪穴住居跡　 5 軒

≠周溝遺構1 基

土 土 墳　　　 5 基

墓　 城 中世以降 土　 坑　 ．15基

集　 石　　 4 か所

石製品（五玲塔，宝筐印塔），古銭

その他 時期不明 掘立柱建物跡 1棟

溝　　　　　 4 条

道路状遺構 1 条

土　 坑　　　 46基

縄文土器片
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

一般国道354号は，群馬県から古河市，土浦市を経て大洋村に至る幹線道路である。霞ケ浦大橋が開通して

から沿線地域の交通量の増加を招き，慢性的な渋滞が生じてきた。この解消を目指して行くには道路網の整備

を図る必要が生じた。そうしたなか，茨城県道路建設局は，土浦市内の一般国道354号道路改築事業を計画した。

工事に先立ち，茨城県土浦土木事務所は，平成7年12月25日に土浦市教育委員会に対し，この予定地内にお

ける埋蔵文化財包蔵地の有無及び取り扱いについて照合した。同年12月26日に土浦市教育委員会は，茨城県教

育委員会に一般国道354号道路改築事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照合

文を進達し，両者で協議を行った。これを受け，茨城県教育委員会は，平成8年7月8酎こ現地踏査を実施し，

同年10月14日に土浦市教育委員会あてに事業地内に下郷古墳群が所在することを回答した0平成9年2月20日，

茨城県土木部と茨城県教育委員会は，埋蔵文化財の剛扱いについて，文化財保護の立場から慎重な協議を重

ねてきた。その結果，茨城県教育委員会は，同年3月17日，下郷古墳群については，記録保存とする旨を茨城

県土木部に回答をし，調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した0

茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約を締結し，平成9年11月1日から下

郷古墳群の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

下郷古墳群（6，520Iのの発掘調査は平成9年11月1日から平成10年3月31日までの5か月間で実施した。

以下，調査の経過について，その概要を記述する。

11月　発掘調査を開始するための諸準備を行う。4日に調査区の現地踏査を行う。5日から方眼杭打ちを行

った。7日から試掘範囲の設定を行う。11日から補助員を投入して試掘を開始し，第1号境の墳丘測量

12月

1月

2月

3月

を行った。試掘の結果，古墳群以外に縄文時代の集落跡の存在を確認した。

1日から第1号境のトレンチ試掘を開始した。15日から重機による表土除去及び遺構確認作業を行う。

桜や杉，樺等の切り株が多く，表土除去も思うように進まなかったが，25日に東側調査区の表土除去を

終了した。

6日から第1号境の盛土の除去を重機で行った。竪穴住居跡44軒，古墳5基が確認され，調査を進め

たが，降雪のため遺構調査は遅れがちであった。21日から竪穴住居跡等の遺構調査と第1号境の調査を

並行して進めた。

2日から第2・10・11・12号境の遺構調査を並行して進めた。21日までに弥生時代及び古墳時代の竪

穴住居跡の調査をほぼ終了する○縄文時代の竪穴住居跡及び土坑の調査を進めた。

2日から西側の重機による表土除去を開始した。9日から第10・12号境の埋葬施設の調査を進めた。

18日には航空写真撮影を実施し，19日から撤収の準備を開始した。19日から補足調査と旧石器の調査を

始めた。26日には遺構調査が終了した。

調査区城内の安全対策を行い，30日には現場事務所を撤収した。

－1－



第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

下郷古墳群は，茨城県土浦市田村町中内後930番地ほかに所在し，J R常磐線土浦駅の北東約3．5kmに位置し

ている。

土浦市は，茨城県南部に位置し，東は新治郡霞ケ浦町に，南は牛久市・稲敷郡阿見町に，西はつくば市・新

治郡新治村に，北は新治郡千代田町に接している。地形的にみると，西茨城郡岩瀬町の鏡池を源に発する桜川

が中央部を南東流して霞ケ浦に注ぐ。この川によって形成された沖積低地は台地を，新治台地と呼ばれる北部

の台地と，筑波稲敷台地と呼ばれる南部の台地に二分している。

土浦市の東部から霞ケ浦町にかけて，霞ケ浦の土浦人と高浜人に挟まれた半島状を成す新治台地は，筑波山

塊の東方に延び，標高25－27mの洪積台地である。新治台地には幾つかの河川とその支谷との浸食作用により

複雑に入り組んだ舌状台地が形成されている。台地上は畑地や山林として利用され，霞ケ浦に面した広大な低

地は蓮田として利用されている。

新治台地の地質は，成田層と呼ばれる海成砂層及び礫層が主体をなし，その上に常総粘土層と呼ばれる灰白

色粘土層，その上に関東ローム層が堆積し，最上部は腐食土層となっている。

当遺跡は，土浦入北岸の新治台地の一角の標高約26mの台地上に立地する。台地の中に小河川によって開析

された樹枝状の谷が入り込んでいる。周辺は，宅地と畑地及び山林として利用されている。

第2節　歴史的環境

茨城県南部，とりわけ霞ケ浦を中心に利根川下流域は，古くから人々の絶好の生活の場であり多くの遺跡が
あんじきたいら　　　　　　　　　　かみたかつ

所在している。なかでも霞ケ浦周辺は，蒜等貰蒜当美浦村），安食平貝塚（1）（霞ケ浦町），上高津貝塚（1）（土浦市）

など著名な遺跡が所在する，縄文時代の遺跡の宝庫である。

論議蒜（3）の存在する台地も，南に霞ケ浦を望み，生活の場として適しており，遺跡の密集した地域であ

る。
てらはた

旧石器時代の遺跡として，荒屋型彫刻刀やガラス質黒色安山岩を中心としたブロックが発見された寺畑遺跡
まえたにひがし　　　　　‘　　　　　　　　かなぎわ

〈2〉，東内野型尖頭器やチャートのブロックが発見された前谷東遺跡〈3〉，焼土跡の発見された金澤遺跡〈4〉，
いしばしみなみ　　　　　すぎょうち　　　　　　　　　　　　　　　　いっぱいしみずにし

塙塙のブロックの発見された石橋南遺跡〈7〉，寿行地遺跡〈8〉，ナイフ形石器の出土した壱杯清水西遺跡〈6〉

などがある。
はらのうち

縄文時代の遺跡は，早期の遺跡として田戸式や茅山式土器の出土しているゴリン山遺跡（4）〈9〉や原ノ内遺跡㈲
まきのうち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながみね

〈12〉，真木ノ内遺跡（4｝〈13〉，夏島式や稲荷台式の撚糸文土器の出土している壱杯清水西遺跡や長峯遺跡（6）〈14〉，
しみず

条痕文土器の出土している金澤遺跡などがある。前期の遺跡としては，浮島式土器の出土している清水遺跡（2）
まえたににし

〈15〉やゴリン山遺跡，黒浜式から浮島式土器の出土している壱杯清水西遺跡や長峯遺跡，前谷西遺跡〈16〉，金
しりかえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみなわ　　　　　かんだつ

澤遺跡，尻替遺跡〈17〉などが挙げられる。中期では，加曽利E式土器の出土している上縄遺跡〈18〉や神立遺跡

〈19〉，下小野式土器の出土した壱杯清水西遺跡や寺畑遺跡，長峯遺跡，阿王台式期の竪穴住居跡の検出した前
はちまんわき

谷西遺跡や前谷東遺跡，加曽利E式期の竪穴住居跡の検出された八幡脇遺跡〈20〉などが挙げられる。後・晩期
ふじつか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぽりひがし

では，富士塚遺跡〈21〉，堀之内式期の土坑の検出された新堀東遺跡〈22〉と安行式土器の出土した壱杯清水西遣
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跡のみである。　　　　ほうしゃく　　ろくじゅうつか　　　　　　　　　へんのうち

弥生時代の遺跡は，集落として宝積遺跡〈23〉や六十塚遺跡〈24〉が確認された程度である。弁ノ内遺跡〈25〉や
いりのうえ

壱杯清水西遺跡，金澤遺跡，入ノ上A・B遺跡（7）〈26〉では住居跡が一軒検出されたのみである。

古墳時代にはいると遺跡数は増加する0前期の遺跡としては，県内で最も古い鍛冶工房跡が検出された八幡
ごとおち

脇遺跡や尻替遺跡，五斗落遺跡（41〈27〉などがあり，方形周溝墓が検出された壱杯清水西遺跡がある。古墳では

王塚古墳（2毎〉や后塚古墳（2）〈29〉，晶等露蒜議蒜‘2－〈31〉が前期古墳と考えられる。中期では寺畑遺跡で住居跡
おおづか　　　　　　　　　　きさきづか

おおまま

が2軒検出されている。後期になると集落として五斗落遺跡や大儀遺跡（4）〈32〉，金澤遺跡，石橋南遺跡，尻替
かしわばら　　　　　ひろつき　　　　　きのうちくぼ　　　　　　　　　　　　　　　　たむらかみごう

遺跡，分布調査から柏原遺跡〈33〉や広月遺跡〈34〉，木ノ内久保遺跡〈35〉などである。古墳では田村上郷古墳
かしわゴらみなみ　　ひがしはら　　　すぎょうち　　　ひがしだいこふんぐん

〈36〉や相原南古墳〈37〉，東原古墳〈38〉，寿行地古墳（5）〈39〉，東台古墳群〈40〉などがある。これらの集落群と古

墳群との対応関係については不明である。

奈良時代以降も台地上に集落が形成されて多数の遺跡が散在している。

本古墳群の位置する土浦市田村町は，『常陸国風土記』によると大化前代には国造制の「茨城国」に属して

ぉり，大化5年（649）評制施行に際しては「茨城評」に編成された。また，律令制下では「常陸国茨城郡大津

郷」に編成されていることが『和名類宋抄』からわかる。
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表1下郷古墳群周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

県

遺

跡

．番
号

旧

石

器

日

縄

文

弥

生

古

墳

代

奈

●

車

鎌

●

室

江

戸

番

号

遺　 跡　 名

．県

虫ヽ　－追

跡

番

号

旧

石

器

時

縄

文

弥

生

古

墳

代

奈

●

平

鎌

●

室

江

戸

○ ○ ○ ○ ○ 21 富 士 塚 遺 跡 5349 ○ ○ ○① 下 郷 古 墳 群 当遺跡

2 寺　 畑　 遺　 跡 15381 ○ ○ ○ ○ ○ 22 ．新 堀 禾 遺 跡 5377 ○

○ ○ 23 宝　 積　 遺　 跡 5299 ○ ○ ○
3 前 谷 東 遺 跡 5383 ○

4 金　 澤　 遺　 跡 5411 ○ ○ ○ ○ 24 六 十 塚 遺 跡 ○

○ 25 ・弁 ノ　内 遺 跡 5345 ○ ○ ○
5 （田村町）向原遺跡 5372

6 壱杯碕水西遺跡 5379 ○ ○ ○ ○ ○ 26 入ノ上A ・B 遺跡 5428・＿9 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 石 橋 南 遺 跡 5413 ○ ○ ○ 27 五 斗 落 遺 跡 5342 ○ ○

○ 28 王　 塚　 古　 墳 1798 ○
8 寿 行 地 遺 跡

○ 29 后　 塚　 古　 墳 1797 ○
9 ゴリ　ン山遺跡 5350

10 三夜原西遺跡 5375 ○ ○ 30 山　 王　 古　 墳 5466 ○

11 三夜慮東遺跡 5376 ○ ○ 31 田村船塚古墳群 ‘1801 ○

12 原　ノ　内 遺 跡 5348 ○ ○ 32 大　 佐　 遺　 跡 3543 ○ ○

13 真木 ノ内遺跡 5468 ○ ○ ○ ○ 33 柏　 原　 遺　 跡 5386 ○

14 長　 峯　 遺　 跡 ○ ○ ○ 34r 広　 月　 遺　 跡 5388 ○ ○

15 清　 水　 遺　 跡 5373 ○ 35 木ノ内久保遺跡 5400 ○

16 前 谷 西 遺 跡 ○ 36 田村上郷古墳 3449 ○

17 尻　 替　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 37 相 原 南 古 墳 5387 ○

18 上　 縄　 遺　 跡 5423 ○ ○ 38 東原古墳（観音塚） 5385′ ○

19 神　 立　 遺　 跡 3998 ○ ○ 39 寿 行 地 古 墳 ○

20 八 幡 脇 遺 跡 5380 ○ ○ 40 東 台 古 墳 群 180軍 ○
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

下郷古墳群は，霞ケ浦を南に臨む土浦市北側の標高約25－27mの新治台地上に位置しており，縄文時代から

古墳時代にかけての集落跡と古卿寺代後期の古墳群からなる複合遺跡である。現況は山林で，調査面積は6，520

㌦である。

今回の調査によって，調査区から旧石器集中地点1か所，縄文時代の竪穴住居跡32軒，弥生時代の竪穴住居

跡7軒，古墳時代の竪穴住居跡5軒，掘立柱建物跡1棟，竪穴状遺構3基，土坑70基・溝4条・古墳5基を確

認した。

遣物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に60箱出土している0縄文時代の遺物は，前期の花積下層式，

黒浜式，浮島式などを中心とした縄文土器（深鉢，小形鉢）及び石製品（凹石，磨石，石斧等）である0弥生

時代の遣物は，屋代式と呼ばれる弥生土器や土製品（勾玉，紡錘車）である。古墳時代の遺物は，土師器（杯，

器台，嚢等），須恵器（杯，嚢，・施）等である。また，金属製品として，鉄鎌及び古銭（半両銭，皇宋通賓）

なども出土している。その他，旧石器の剥片や中世の五輪塔なども出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを設定し，第2図に示すような

土層の堆積状況を確認した。

第1層は，20－30cmの厚さで，黒褐色の耕作土層である0

第2層は，5－30cmの厚さで，褐色をしたソフトローム

層である。

第3層は，30－60cmの厚さで，にぷい褐色をしたソフト

ロームからハードロームへの漸移層である。

第4層は，30－50cmの厚さで，明褐色をしたハードロー

ム層である。

第5層は，25－50cmの厚さで，褐色をしたハードローム

層である。

第6層は，小石をやや含む褐色をしたハードローム層で 第2図　基本土層図

ある。

第7層は，20－40cmの厚さで，褐色をしたハードロームから粘土への漸移層である0

第8層は，15－25。mの厚さで，にぷい褐色の粘土化しつつある層である。

第9層は，20－30。mの厚さで，さらににぷい黄橙色の粘土化の進んだ層である0

第10層は，10－20cmの厚さで，褐色をした砂層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

1　旧石器時代

今回の調査で，石器集中地点1か所が検出された。以下，調査の方法，出土状況等について記載する。

（1）調査の概要と方法

遺構確認時に，調査区東側の確認面から鴫瑠製石刃1

点，黒曜石・トロトロ石の剥片などが出土した。また，

調査が進行するにしたがって，第30号住居跡の覆土中か

ら旧石器時代の石器と思われる安山岩のナイフ形石器1

点と剥片5点が出土した。

そこで，竪穴住居跡等の遺構調査終了後に，最も石器

が出土しており，文化層を確認できると思われる地点に

調査区を設定して（第3図），ローム層を掘り下げた。

調査区は東部（C2j3区－C3a4区）の標高26mの台地

上の平坦部である。

調査の過程で出土した石器は柱状に残したまま原位置

を保持し，旧石器時代の遺構にも注意して掘り下げた。

出土状況の記録は，位置と標高の計測及び写真撮影を行

寸tll
lp．・

b O

った。土層は，調査区の南部にベルトを設定し，観察し　第3図　旧石器調査区設定図

た。

（2）石器集中地点（第4図）

位置　C3a3区を中心に位置している。

出土状況　石器は，南北約4．1m，東西約3．9mの円形状の範囲内に存在し，特にC3a3区に集中している0層

位的には，褐色のソフトローム層からソフトロームとハードロームの漸移層の標高25・182m－25・619mにかけ

て出土している。

煉土跡　C3a3区内から長径24。m，短径12cmの楕円形で明赤褐色の焼土跡が確認された。焼土の厚さは数cmと

薄く，土層断面で観察することができなかった。焼土跡は，標高25．250mの漸移層にあり，石器分布のほぼ中

心に位置していることから，旧石器時代の炉跡と思われる。

遺物　スクレイパー4点，石刃1点，細石刃3点，細石核1点，石核2点，二次加工のある剥片11点，剥片152

点，砕片58点，台石1点の合計233点が出土している。石材は，安山岩217点，硬質頁岩4点，チャート12点で

ある。第5－7図1は安山岩のスクレイパーで，下端からの押圧剥離による刃部加工が施されている。2は安

山岩のスクレイパーで，縦長剥片を素材に両縁部に刃部調整が施されている。6～9は安山岩の剥片で，母岩

を上方からの打撃による荒割り時の剥離片である。10は安山岩の細石核で，縦長剥片を折り取り側線部からの

剥離が施されている。1卜13は，縦長剥片を素材にして側線部に沿って剥離された安山岩の細石刃である014・

35は縦長剥片に整形加工された安山岩の剥片である。15は表裏に打面を持つ安山岩の横長剥片である。16は両

極から打面を持ち，素材剥片と思われる安山岩の縦長剥片である。17－27は，両端部に押庄剥離による二次加
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表 2　 石材 別石器一覧奉　　 ′ 一一＼、、

安 由計 画 質頁彗 チャー ト 合　 計

メス ク　レ　イ　パ　 ー

石　 イ′ニフ　　　　 刃

4 4

1 1

1 t　　ノ
細　　　 石　　　 核

細　　　 石　　　 刃

二次加工のある剥片

1 1

3 3

1 0 1 1 1

脚　　　　 ‘片 1 4 2 2 8 ・1 5 台

右　　　　　　 核 2 2

砕　　　　　　 片 5　6 1 1 5　8

台　　　　　　　 石 1 1

合　　　　　　 計 2 1 7 4 1 2　　　 2 3 3

工のある安山岩と硬質頁岩の剥片である。39は石器制作時に使用されたチャートの台石である。

所見　当集中地点は，安山岩の剥片と砕片が主体である。接合できる遺物は確認されなかった。遺物が漸移層

を中心に出土していることから，同一時期の可能性がある。台石や多量の剥片や砕片の出土状況から，炉を伴

う石器製作跡の可能性が高いと考えられる。

石ロロ観点表（石ロロ集中地占出土）日 石 器 時 代　 石 器 観 祭 表　 し七 番 果 甲 コ狙 息 口 工 ノ‘

図版

番 号

1

器　　 種

計　　 測　　 値
石　 質

出　 土　 地　 点
備　　　　　 考

遺 物

番 号
長 さ （cm）

2 ．8

3 ．3 ‘

幅 （cm）

2 ．0

厚 さ （cm） 重量 （g ．） 出土 地 区 標 高 （m ）

ス ク　レ イ パ ー

ス ク　レ イ パ ー

1．0 4 ．7 安 山 岩 C 3 a4 2 5 ．38 7 Q 174

2 2 ．7 0．9 5 ．4 安 山 岩 C 3 a3 25 ．2 32 Q 178

Q 242
3 エ ンドスクレイパー 4 ．8 4 ．0 1．3 23 ．6 安 山 岩 C 2 j3 25 ．3 64

4 サ イドスクレイパー 5．4 2．6 0．7 5

叫

1 3．5 安 山 岩 C 2 j3 25 ．3 32
両 側 縁 及 び下 端 か ら細 か い 二 次 加 工

調 整 が 加 え ら れ て い る。
Q 183

5 石　　　　　 刃 6．4 2．9 1．6 23 ．5 安 山 岩 C 2 j3 2 5 ．284

上 部 か ら表裏 同 じ打 点 を持 つ 。10 と比

較 す る と細石 核 の素 材 と考 え られ る。

Q 185

Q 243

Q 244
6 剥　　　　　 片 2．9 4 ．3 1．7 18 ．6 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．314 荒割 時 の剥 離 。

荒 割 時 の剥 離 。

荒 割 時 の 剥 離 。

荒 割 時 の 剥 離 。

細 石 刃 を と るた め の 調 整 剥 片 。

7 剥　　　　　 片 4 ．3 3 ．6 1．0 13 ．2 安 山 岩 C 2 j3 2 5 ．24 7

8 剥　　　　　 片 4 ．9 3 ．9 2．0 24 ．0 安 山 岩 C 3 a3 2 5 ．27 9 Q 245

9 剥　　　　　 片 4 ．4 4 ．6 1．2 18 ．4 安 山 岩 C 3 a3 2 5 ．27 2 Q 246

10

1 1

細　　 石　　 核

細　　 石　　 刃

細　　 石 ＿　　 刃

細　　 石　　 刃

剥　　　　　 片

4 ．5 1．9 0．9 8 ．9 安 山 岩 C 3 a3 25 ．37 5 Q 188

3 ．3

2 ．8

3．6

6．4

1．2 0．3 1．0 安 山 岩 C 3 a3 25 ．2 52 Q 177

1 2 1 ．0

0．6

1．8

0．3 0．6 安 山 岩 C 2 j3 25 ．2 82 Q 186

1 3

1 4

0 ．6 1．1 安 山 岩 C 3 a3 25 ．172 Q 187

1 ．3 ‘9．7 安 山 岩 C 2 j 3 2 5 ．2 37 Q 180

4 ．0 安 山 岩 C 2 j3 2 5 ．399 Q 173
1 5 横　 長　 剥　 片

縦　 長　 剥　 片

2．0

5．0

4 ．7

2 ．1

1．1

16 0 ．6 5．0 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．26 7

楔 形 石器 の 可 能性 あ り。

楔 形 石 器 の 可 能性 あ り。

楔 形 石 器 の 可 能 性 あ り。

楔 形 石 器 の 可 能 性 あ り。

楔 形 石 器 の可 能 性 あ り。

楔 形 石 器 の可 能 性 あ り。

楔 形 石 器 の可 能 性 あ り。

楔 形 石 器 の可 能性 あ り。

Q 171

Q 175

Q 176

Q 179

Q 237

Q 239

Q 240

Q 241

Q 247

17 二次加工のある剥片 3 ．5 2 ．3 0．8 5．9 安 山 岩 　C 3 a 3 2 5 ．3 14

18 二次加工のある剥片ノ 2 ．3 2 ．6 0．6 2．5 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．3 14

19 ／ノ二次加工のある剥片 3 ．5 2 ．6 1．1 8 ．6 硬 質 頁 岩 C 2 j3 25 ．2 12

20 二次加工のある剥片 2 ．9 2．4 1．0 5 ．4 安 山 岩 C 3 a3 25 ．3 73

21 二次加工のある剥片 2．8 2．6 0．5 5　－ 3 ．3 安 山 岩 C 3 a3 25 ．3 37

22 二次加工のある剥片 2．4 2．5 0．7 4 ．1 安 山 岩 C 3 a 3 25 ．4 44

23 二次加工のある剥片 2．1 1．9 5 0 ．7 5 2 ．7 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．28 2

24 二次加工のある剥片 2．5 2 ．7 5 0 ．7 4．8 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．25 7

－9－
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○　安山岩製品

●　安山岩剥片

●　安山岩砕片

■　硬質貢岩剥片

●　硬質頁岩砕片

△　チャート台石・石核

▲　チャート剥片

▲　チャート砕片
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第4図　石器集中地点遺物出土分布図
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図 版

番 号
器　　 種

計　　 測　　 値
・石　 質

出　 土　 地　 点
備　　　　　 考

石 刃状 の 剥 片 。 右 側 辺 に微 細 な剥 離

が あ る 。

遺 ‘物

．番 号長 さ （cm ） ・幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ） 出土 地 区 標 高 （m ）

2 5 二次加工のある剥片 3 ．7 ‘2 ．4 0 ．8 7 ．1 安 山 岩 C 3 a3 2 5 ．33 3
Q 190

2 6 二次加工のある剥片 3 ．8 3 ．0 1 ．1 11 ．9 安 山 岩 C 3 a3 25 ．2 71

ス ク レ イパ ー の 可 能 性 あ り。 石 刃 状

の 剥 片 。

Q 184

Q 191
27

28

二次加工のある剥片

剥　　　　　 片

2 ．5 2 ．7 0 ．6 4 ．6 安 山 岩 C 3 a3 25 ．3 22 石 刃 状 の 剥 片 。

5 ．2 2 ．0 1 ．1 6 ．5 安 山 岩 C 3 a3 25 ．3 92
Q 167

Q 168
29 剥　　　　　 片 3 ．5 1 ．9 1 ．1 5 ．3 安 山 岩 C 3 a 3 25 ．3 49

30 剥　　　　　 片 3 ．2 1 ．4 0 ．5 5 1 ．9 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．2 67 9 169

Q 170

Q 172

Q 235

Q 238

Q 181

3 1 剥　　　　　 片 4 ．8 1 ・q 1 ．0 7 ．1 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．33 5

32 剥　　　　　 片 3 ．8 1 ．6 1 ．0 3 ．7 安 山 岩 C 3 a 3 2 5 ．26 8

3 3 剥　　　　　 片 2 ．7 2 ．4 0 ．8 5 ．0 硬 質 頁 岩 C 3 a 3 2 5 ．344

34 剥　　　　　 片 2 ．6 3 ．0 0 ．8 4 ．5 硬 質 頁 岩 C 3 a3 2 5 ．25 2

細 石 刃 を とる た め の調 整 剥 片 。
3 5 剥　　　　　 片 3 ．5 1 ．3 0 ．8 2 ．3 安 山 岩 C 3 a3 2 5 ．40 0

Q 182

Q 189

Q 236

Q 192

3 6 剥　　　　　 片 4 ．8 3 ．1 1 ．0 12 ．0 安 山 岩 C 2 j3 25 ．33 0

3 7 石　　　　　 核 2 ．7 3 ．6 3 ．3 2 1 ．7 チ ャ ー ト C 3 a3 25 ．2 62

3 8 石　　　　　 核 3 ．2 3 ．2 3 ．2 寧7 ・0 チ ャ ー ト C 3 a3 25 ．3 03

39 台　　　　　 石
2d ．0 10 ．6 10 ．2 32 80 ．0 チ ャ ー ト C 3 a3 25 ．2 47

（3）遺構外遺物

石器集中地点以外から出土した石器について，表面採集したものを含めて図示する。第8－10図40は，素材

剥片の端部に押庄剥離で刃部を形成する塙璃製のスクレイパーである。41は，刃部両面調整による安山岩のス

クレイパーである。42は，縁部に刃部調整が施された安山岩のスクレイパーである。43は，刃部片面調整の頁

岩のスクレイパーである。44の石刃は，一方向からの打面による剥離である。石材は，栃木県高原山産の黒曜

石である。51・52・5ト59の剥片も高原山産の黒曜石である。45は一方向からの打面を持つ璃璃製の石刃であ

る。その他安山岩（トロトロ石）の剥片が出土している。

旧石器時代　石器観察表（遺構外出土）

図 版

番 号

4 0

器　　 種

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

遺 物

番 号
長 さ （cm）

3．8

3．9

5 ．0

幅 （cm）

3 ．3

3 ．3

厚 さ （cm） 重量 （g ）

ス ク　レ イ パ ー 1．1 14 ．8 鴫　　 瑠 遺構 外 q 143

41 ス ク　レ イ パ ー

ス ク　レ イ パ ー

1．1 19 ．0 安 山 岩 遺構 外 Q 144

42 3 ・苧 0 ．6 ’10 ．0 安 山 岩 遺構 外 Q 162

遺 構 外
43

44

ス ク　レ イ パ ー

石　　　　　 刃

石　　　　　 刃

2 ．9

3 ．8

7．3

2．5 1．0 6 ．9 頁　　 岩 Q 166

3 ．0 1．1 1 3 ．3 黒 曜 石 第 1 号墳 封 土 中 Q 113

4 5 ． 3．6 1．6 4 1 ．5 鴫　 ‘璃 第 1 号 墳 封 土 中

遺 構 外 両 側 辺 に微 細 の剥 離 あ り。

Q 117

4 6

4 7

二次加工のある剥片

剥　　　　　 片

．2．5 ．

6．4

1．7 0．6 1．5 頁　　 岩 Q 164

3 ．6 1．3 24 ．9 瑠　　 璃 第 1 号 墳 封 土 中

第 1 号 墳 封 土 中

Q 116

4 8 剥　　　　　 片 5．1 5 ．6 3 ．0 74 ．8 トロ トロ石 Q 125

第 1 号 墳 封 土 中
4 9 剥　　　　　 片

剥　　　　　 片

2．2

2．2

2 ．2 0 ．8 3．8 安 山 岩 Q l芋7

50 3 ．3 0 ．6 4 ．4 トロ トロ石 第 1 号 墳 封 土 中 Q 128

第 1 号 墳 封 土 中

第 1 号墳 封 土 中

5 1 剥　　　　　 片 2 ．2 2．8 0．6 3 ．2 黒 曜 石

石 刃 状 の 剥 片 。

Q 129

Q 13052 剥　　　　　 片 2 ．8 3．0 1．3 10 ．3 黒 曜 石

第 1 号 墳 封 土 中

第 1 号 墳 封 土 中

第 1 号 墳 周 溝 覆 土 中

第 1 号 墳 周 溝 覆 土 中

Q 131
5 3 剥　　　　　 片 4 ．4 8．35 1 ．0 7．2 トロトロ石

5 4 剥　　　　　 片 4 ．0 3．4 1．0 7．8 トロトロ石 Q 134

5 5 剥　　　　　 片 5．2 3．5 1．9 21 ．0 トロトロ石 Q 135

56 剥　　　　 一片 4．4 3 ．5 2 ．8 43 ．1 トロ トロ石 Q l生
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第9回　旧石器時代の遺物実測図（5）
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図版

番号

器　　種

計　　測　　値
石　質 出　土　地　点 備　　　　　 考

遺物

番号

Q145

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

57 剥　　　　　 片

剥　　　　　 片

2．9 4．5 2．2 18．2 黒曜石遺構外

58 3．2 4．7 0．65 10．7 黒曜石遺構外 石刃状の剥片。 Q146

Q147

Q151

Q152

Q163

Q165

Q137

59 剥　　　　　 片 5．9 4．6 1．1 22．7 黒曜石遺構外 石刃状の剥片。

60 剥　　　　　 片 3．6 2．2 0，5 2．9 トロトロ石遺構外

61 剥　　　　　 片 3．0 3．1 1．1 12．1 鴫　　璃遁構外

62 剥　　　　　 片 3．0 2．5 0．9 6．4 安山岩遺構外

63 剥　　　　　 片 4．3 2．3 1，5 15．7 トロトロ石遺構外

64 剥　　　　　 片

砕　　　　　 片

3．4 2．8

0．8

1．0 6．3 トロトロ石第11号増刷溝覆土中石刃状の剥片。

65 1．0 0．2 0．2 安山岩遺構外 強い衝撃で飛び散った石片。 Q153

66 砕　　　　　 片 1．0 1．7 0．3 0．4 チャート遠構外 強い衝撃で飛び散った石片。 Q154

2　縄文時代

縄文時代の遺構としては，竪穴住居跡32軒，竪穴状遺構3基，陥し穴3基，土坑6基が検出された。以下，

検出された遺構の特徴や遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第5号住居跡（第11図）

位置　調査区の東部，B3e6区。

重複関係　第3号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い0また，第2号陥し穴を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸3．94m，短軸2．75mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は20－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に硬化した面がある。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは，長径35cm，短径25cmの楕円形で，深さが50cmであるo P2は，長径45cm，
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第11図　第5号住居跡実測図

°　　　　　　　　　　　　　21¶

L∴

短径35cmの楕円形で，深さ38cmである。Pl・P2は位置から主柱穴の可能性が考えられる。

炉中央部からやや北西に位置し，長径80cm・短径68cmの楕円形で7cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床

は，火熱を受けた焼土が薄く，短期間しか使用されなかったと思われる。

誓雲腎色焼土粒子．。－ム粒子少量，炭化粒子微量　　　3褐　色ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　7層からなり，暗褐色土がレンズ状の堆積をしているので自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子少量

遺物　中央部を中心に縄文土器片115点，石器1点，剥片3点，礫14点が出土している。第12・13図2の深鉢

は，北部の床面に散在するように出土している。1の探鉢は，北東部の床面直上につぶされた状態で斜位で出

土している。3の深鉢は，住居跡内全体の覆土下層から床面にかけて散在するように出土している。4と6の

探鉢は，炉上部の覆土上層から出土している。5の探鉢は，北部の床面から出土している。7の小形探鉢は，
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第12回　第5号住居跡出土遺物実測・拓影図（1）
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中央部の床面から出土し，8の小形探鉢は，北部の床面から出土している。9－14は縄文土器片の拓影図で，

いずれも口縁部から胴部片である。9は深鉢のロ縁部片で，口唇部に隆帯貼付け後へラ状工具による刻みが施

され，その下位に粗紐の押圧が巡らされている。口緑部にはヘラ状工具による斜格子状に沈線を施文後，組紐

を2条一組の蕨手状に押圧し，円形刺突文が施されている。2と同一個体と思われる。10・13は，深鉢の口緑

部片で結節羽状縄文が施されている。11は探鉢の口縁部片で，単節RLとLRの縄文を交互に横位に施文し，

羽状構成をとる。12は小形深鉢の□緑部片で貝殻背庄痕文が施させれている。14は探鉢の口縁部片でループ文

が施されている。1－14は胎土に繊維を含む土器である。15の石鉄は南西部の床面から出土している。17の剥

片は中央部南側の床面から出土している。

所見1－14の遺物は本跡に伴うものと考えられる。時期は，出土土器の特徴から，縄文時代前期前半（花積

下層式期）と考えられる。

07
L　一一1一　　」

第13図　第5号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）
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第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 げ　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第12図 探　　 鉢 A 〔3 0．0〕 口縁部か ら胴部 にかけての破片。胴部は外傾 して立 ち上が り，口縁部 は外 石英 ・長石 ・雲母 P 18　　　　 10 ％

1 縄文土器 B （15．8） 反す る。 口唇部 には洗練 を巡 らし，口縁 部か ら胴部 にかけて，単節 R L と にぷ い橙色 北東部床面

L R の縄文が交互 に横位で施 されて，羽状構 成を とる。口縁部下端 に隆帯 普通

を貼 り付け，ヘ ラ状工具 によるキザ ミが施 されている。 内面繊維脱痕 あ り。

2

探　　 鉢 A 〔3 8．8〕 口縁部か ら胴部 にかけての破片。平 口縁 で口唇部 に 1 条の隆帯 を貼 り付 け，石英 ・・長石 P 17　　　　　 5 ％

縄文土器 B （17．0） ヘ ラ状工具で キザ ミが施 され，その下に組紐 状の縄 文を押圧 し巡 らす。口 にぷ い橙色 北東部床面

縁部 には矢羽状沈線文 を施文後，組紐状の縄 文を 2 条一組 として蕨手状 の 普通

押圧が施 されてい る。．その後，竹管に よる円形刺突文が施 されている。口

縁部 と胴部 の境 に 2 条の隆帯 を貼．り付け，ヘ ラ状工具に よるキザ ミが施 さ

れ，隆帯 間に組紐状の縄文の押圧が巡 らされている。胴部 には多条R L と

L R の縄文が交互 に横位で施文 されて，羽状構成 をとる。内面繊維 脱痕 あ

り。

3

探　　 鉢 A 〔35．4〕 口縁部 から胴部下位 にか けての破片。 口縁部は断面三角形 になる。胴部は 石英 ・長石 P 19　　　　 15％

縄文土器 B （17．0）外傾 して立 ち上が り口縁部 はわずか に外反す る。口唇部か ら胴部下位 まで にぷ い橙色 全体の覆土下層

L L の撚 り戻 し縄文 と無節 R の縄文が交互 に横位で施文 され，器 面全体 に 普通

羽状構成 をとる。 内面繊維脱痕あ り。

第13図 探　　 鉢 ．A 〔17．6〕 口縁部 から胴部 にか けての破片。胴部は外傾 して口縁部に至る。口緑部 と 石英 ・雲母 P 20　　　　 10 ％

4 縄文土器 B （10．6）胴部 の境 に隆帯 を貼 り付 け，外面 には単節 L R とR L の縄文が交車に横位 にぷい橙色 炉上覆土下層

で施文 され，羽状構成 をとる。内面繊維脱痕多い。 普通

5

深　　 鉢 A 〔20．0〕 口縁部 から胴部 にかけての破片。胴部 は内攣気味 に立 ち上が り，口縁部は 石英 ・雲母 P 2 1　　　　 5 ％．

縄文土器 B （7．8） わず かに外傾す る。 口縁部 に沈線 を巡 らし，外面 には単節 L R とR L の縄 にぷい樺色 北部床面

文が交互 に横位 で施文 され，羽状構成 をとる。内 ・外面繊維脱痕 あ り。 普通

6

深　　 鉢 B （17 ．5）胴部片。胴部 は内攣気味 に立 ち上が り，上半で外傾す る。外面 には無節 L 石英 ・長石 P 2 2　　　　　 5 ％

縄文土器 とR の縄文が交互 に横位で施文 され ，羽状構 成を とる。内面繊維脱痕多 い。 白色粒子

にぷい赤褐色

普通

炉上覆土上層

7

小形深鉢 B （4 ．8）胴部 か ら底部 にかけての破片。胴部 は底部か ら外傾 して立ち上が る。底部 石英 ・長石 P 2 3　　　　　 5 ％

縄文土器 C 〔4 ．8〕 は上 げ底 になっている。胴部 と底部外面 に貝殻背圧文が施 されてい る。 にぷい赤褐色

普通

中央部床面

8

小形探鉢 A 〔16 ．2〕 口縁部 か ら胴部 にかけでの破片。胴部 は外傾 して立 ち上が り， 口縁部 はわ 石英 ・長石 P 2 4　　　　 10％

縄文土器 B （12 ．2） ずかに内攣 する。外面 には単節 R L とL R の縄 文が交互に横位 で施文 され，黒固色 北部床面

羽状構成 を とる。内 ・外面繊維脱痕多 い。 普通

石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 ・出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

15 石　　 鉄 ． 1．6 1．2 0 ．3 0．4 チ ャー ト 南西部床面 Q 15

16 磨　　 石 5．7 4．3 4 ．8 19 8．9 砂　　 岩 覆土 中 Q 17

17 剥　　 片 1．0 1．9 0 ．3 0．4 チ ャー ト 中央部 南側床面 Q 18

第6号住居跡（第14図）

位置　調査区の東部，B3g7区。

規模と平面形　長径3．68m，短径3．54mの円形である。

壁　壁高は8cmで，なだらかに立ち上がる。

床　東側にわずかに傾斜して，中心部周辺がよく踏み固められている。

ピット　Plは，西壁近くで検出され，長径35cm，短径25cmの楕円形で，深さが25cmである。性格は不明であ

る。

炉　確認されなかった。
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第1咽　第6号住居跡・出土遺物実測・拓影図

覆土　3層からなり，ロームブロックが不均一に混入して堆積しているので人為堆積である。

土層解説
1暗褐色ローム粒子中量，ローム′」、ブロック少量，ローム中ブ　2　黒褐色炭化粒子・ローム粒子少量

ロック微量　　　　　　　　　　　　3　暗褐色ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物縄文土器片15点，土師器片3点，礫10点が出土している0第14図1・2は縄文土器片の拓影図である0

1は深鉢のロ縁部片で，口唇部にキザミが施され，ロ縁部にはヘラ状工具による平行沈線文が施されている0

2は探鉢の胴部片で，ヘラ状工具による縦位の沈線文が施されている。

所見本跡の時期は，出土遣物が少なく限定するのは難しいが，出土土器の特徴から縄文時代前期後半（浮島

I式期）と思われる。

第7号住居跡（第15図）

位置　調査区の東部，B3h3区。

重複関係　第10号土坑に掘り込まれており，第10号土坑より古い0

規模と平面形　長軸2・94m，短軸2・37mの隅丸長方形である0

⑥

・少、h

第15図　第7号住居跡・出土遺物実測・拓影図
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主軸方向　N－380－E

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，軟弱なローム土の床である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径100cm，短径85cmの楕円形で，深さが30cmである。P2は径55cmの円形

で，深さ30cmである。いずれも性格は不明である。

炉　確認できなかった。

覆土　5層からなり，ロームが不均一に堆積しているので人為堆積である。

吉層窯言覧富呂＝票禁譜讐温量，炭化粒子微量　芸悪習富呂＝豊富星焼土中ブロック少量，焼土粒子微量
3褐色ローム粒子多量

遺物土師器片8点，縄文土器片11点が出土しているが，胴部片がほとんどである。第15図1・2は縄文土器

片の拓影図である。1・2は深鉢の胴部片で，外面に太い撚糸文で施文し，内面に横位のヘラミガキが施され

ている。1・2は胎土に繊維を含む土器である0土師器片は後世の撹乱による混入と思われる。

所見　本跡の時期は，少数の出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思われる。

第8号住居跡（第16図）

位置　調査区の東部，B3e9区。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸2・40mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる○

床　ほぼ平坦である。中央部がよく踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径15cmの円形で，深さ16cmである。P2は長径20cm，短径15cmの楕円形で，

深さ15cmである。P3は長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ18cmである。P5は径20cmの円形，深さ12cmであ

る。いずれも主柱穴と思われる○主柱穴を結ぶ線は長方形となる。P4は長径25cm，短径15cmの楕円形，深さ

10cmである。性格は不明である。

（勘　l

第16図　第8号住居跡実測図
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炉　ほぼ中央に位置し，長径50cm，短径35cmの楕円形で，床面を10cm掘りくぼめた地床炉である0炉床は赤変

硬化している。

炉土居解説

1赤褐色焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量・焼　2　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子少量
土中ブロツク微量

覆土　6層からなり，ロームが不均一に堆積しているので人為堆積である0

号誓言‰色焼土粒子．炭化粒子小ム粒子微量　　　　4褐　色ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量　5　暗褐色　ローム粒子中量・ローム小ブロック少量瀾土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　縄文土器片が17点，石器3点，剥片5点，礫2点が出土している0第17図1・2は・縄文土器片の拓影

図である。1は小形探鉢の口縁部片で，単節LRの縄文が施されている。2は深鉢の胴部片で，結節羽状縄文

が施されている。1・2は胎土に繊維を含む土器である。3・5の石赦及び6の剥片は中央部の炉南側の床面

から出土している。4の石鉄は中央部の炉内から出土している0

所見　時期は，出土遺物が少なく特定が難しいが，1・2の出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思わ

れる。

0　　　　　　5cm
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第17図　第8号住居跡出土遺物実測・拓影図

第8号住居跡出土石製品観察表

①亀
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鹿0
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図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第17区13

4

5

石　　 鉄

石　　 鉱

石　　 放

（1．6）

2．1

1．5 0．4 （0．7） チャート 炉南側床面 Q 19

（1．5） 0．5 （0．7） チャート 中央部炉内 Q 20

1．7 1．6 0．4 0．8 チャート 中央部南側床面 Q 21

6 剥　　 片 1．2 1．5 0．4 0．6 チャート 中央部南側床面 Q 22

第9号住居跡（第18図）

位置　調査区の南東部，B3f8区。

規模と平面形　長軸1．95m，短軸1．90mの不整方形である0

主軸方向　N－600－W

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

－24－



床　ほぼ平坦であり，全体的に硬化している。

炉　中央部より西側に位置し，平面形は長径35cm，短径30cmの楕円形の地床炉である0炉床は・中央部が火熱

を受け赤変している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量

覆土　3層からなり，ロームブロックの不均一な混入から人為堆積と思われる0

土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム′トブロック少量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片3点と出土遣物は少ない0第18図1・2は，縄文土器片の拓影図である01は探鉢の口縁部

片で，無文地に半裁竹管による平行線文と連弧文が描かれている。2は深鉢の胴部片で，撚糸文が施されてい

る。

所見　本跡の時期は，1・2の出土土器から縄文時代前期後半（浮島I式期）と思われる0

旦25．2m
l

一中一－
2

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト　　　；　　　！

0　　　　　　　5cm

l　：　！

第18図　第9号住居跡・出土遺物実測・柘影図

第10号住居跡（第19図）

位置　調査区の南部，B3i3区。

重複関係　第27号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3．32mの不整方形である。

主軸方向　N－600－E

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部からやや北寄りにあり，長径50cm，短径25cmの楕円形の地床炉である0炉床は火熱を受け赤変して

いる。

炉土層解説
1極赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土ノトブロック微量
2　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・焼土小ブロック微量

3　褐　　色　ローム粒子多量

一25－
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第19図　第10号住居跡実測図

覆土　3層からなり，暗褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積である。

土層解説
1褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量 2　褐　　色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子多量

2m

［＝「一二七二二二∃

0　　　　　　　　　　　　1m

と＝｛「∃

遺物　縄文土器片48点，弥生土器片3点，土師器片2点，石器1点，剥片3点，礫8点が出土している。縄文

土器片のほとんどが胴部細片で，口縁部・底部片は少量である。第20図1－4は，縄文土器片の拓影図である0

1は探鉢の口縁部片で，直線的な縄の圧痕文が施されている。2は探鉢の胴部片で，縄文を地文に縄の庄痕文

が施されている。3・4は探鉢の胴部片で，結節羽状縄文が施されている。5は礫で，中央部の覆土中から出

土している。6の剥片は，北西部の覆土中から出土している。

所見　本跡から弥生土器片・土師器片が出土しているが，後世の撹乱による混入と思われる。時期は，1～4

の出土土器から縄文時代前期後半（栗島台式期）と思われる。

第20図　第10号住居跡出土遺物実測・拓影図

第10号住居跡出土石製品観察表

‥‾〝、：‾．ト

0　　　　　　5cm

！；！

6

0　　　　2cm

⊆±∃

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cIu） 厚さ（cm）重量（g）

第20図5 礫 4．7 2．6 1．3 15．7 石　　 英 覆土中 Q 24

6 剥　　 片 1．5 2．8 0．6 2．3 チャート 覆土中 Q 25

－26－



第11A号住居跡（第21図）

位置　調査区の南部，C3a5区。

重複関係　第11B号住居跡に掘り込まれており，第11B号住居跡より古い。

規模と平面形　長径（3．00）m，短径（1．40）mの小判形と推定される。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は12－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　Plは径35cmの円形で，深さ16cmである。性格は不明である。

炉　第11B号住居跡に掘り込まれて不明である。

覆土　4層からなる。ロームブロックが不均一に堆積していることから人為堆積であると思われる。

土居解説
5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　　色　ローム小ブロック中量

7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
8　褐　　色　ローム小ブロック少量

遺物　出土遺物は少なく，縄文土器片8点が出土しているのみである。第21図1・2は，縄文土器片の拓影図

である。1は深鉢のロ縁部片で，西壁中央部の床面から出土し，縦位の単節RLの縄文を地文に半裁竹管の刺

突文が二段に施されている。2は探鉢の胴部片で，北東部の床面から出土し，羽状縄文が施されている。1・

2は胎土に繊維を含む土器である。

所見　本跡の時期は，出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思われる。

．宇2
0　　　　　　　5cm

手－　；！

第21図　第11A・11B号住居跡・出土遺物実測・拓影図
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第11B号住居跡（第22図）

位置　調査区の南部，C3a5区。

重複関係　本跡が，第11A号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。南東部は調査区域外へ延びている0

規模と平面形　長径（3．60）m，短径（3．00）mの小判形と推定される。

主軸方向　N－870－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉の北西部が踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは径30。mの円形で，深さ15cmである。P5は径25cmの円形で，深さ15cmであ

る。P6は径20cmの円形で，深さ16cmである。いずれも主柱穴と思われるo P3は長径30cm，短径25cmの楕円形

で，深さ15。mである。出入口施設に伴うピットと考えられる。P2は径20cmの円形で，深さ13cmであるo P4は

径23cmの円形で，深さ13cmである。性格は不明である。

炉　中央部やや東寄りにあり，東西50C。，南北（45）cmで，床面を8cmほど掘りくぼめた地床炉である0炉床は・

赤変硬化している。

炉土層解説
1魔赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，炭　2　極暗赤褐色　炭化粒子中量・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　　色　ローム中ブロック中量・焼土粒子少量

覆土　4層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
2　褐　　色　　ローム粒子少量

3　黒褐色　　焼土粒子極微量
4　褐　　色　　ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片43点，弥生土器片8点，土製品1点，石器4点，剥片8点が出土している0ほとんどが胴部

の細片で，ロ縁部・底部片は極微量である。第22図1・2は，縄文土器片の拓影図である。1は探鉢の口縁部

片で，口唇部に棒状工具による斜位のキザミが施されており，その下位には半裁竹管による平行沈線と円形竹

管による刺突を施している。2は深鉢の胴部片で，貝殻条痕文が施されている04・5の石鉄は北西部の覆土

中層から出土している。6の石鉄は中央部炉北側の覆土中層から出土している07の石鉄は，北壁近くの覆土

中層から出土している。3の球状土錘は，覆土中から出土している。

所見　本跡から，弥生土器片も出土しているが，後世の撹乱による混入と思われる0時期は，出土土器から縄

文時代前期後半（浮島I式期）と考えれる。

く＝⊃ゝ　　　　4

く＞　　5

第22回　第11B号住居跡出土遺物実測・拓影図
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第11B号住居跡出土土製品観察表

図版番号 種　 別

／計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 長 さ （cm） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

第22図 3 球状土錘 2．5 2．4 1 ．1 10．8 覆土 中 D P 2　　　　　　　　　　 100 ％

石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 ． 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

4 石　　 鉄 2 ．2 （1．6） 0 ．4 （0．．9） 安 山 岩 北西部覆土中層 Q 2 6

5 石　　 鉄 2 ．5 （1．6） 0．7 （1．7） 頁　　 岩 北西部覆土中層 Q 2 7

6 石　　 鉄 3．2 1．6 0．4 2 ．0 チ ャー ト 中央部炉北側覆土中層 Q 28

7 石　　 鉄 1．5 （1．3） 0．3 （0 ．3） チ ャー ト 北壁付近覆土中層 Q 29

第15号住居跡（第23図）

位置　調査区の中央部，C2bO区。

重複関係　第14号住居跡，第2号溝に掘り込まれており，本跡が古い。また，第35号土坑を掘り込んでおり，

本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．08m，短軸3．32mの隅丸長方形である。

上26．。m

一一一こ二二二弓言≡＝フ一

第23図　第15号住居跡実測図
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主軸方向　N－620－W

壁　壁高は25－38cmで，わずかに外傾して立ち上がる0

床　ほぼ平坦であるが，炉を中心に硬化した面がある。出入口施設の北部が特に硬い0

ピット　27か所（Pl～P27）。Pl，P3，P4，P8，PlO，P12－P14，P17，P18，P20～P24，P25，P27は長径15

－30cm，短径約15－20cmの楕円形及び円形で，深さ15－31cmである0これらは配列から壁柱穴と思われるo

p5，P6，P9，Pll，P15，P16，P19，P24・P26は長径15－25cm，短径15－20cmの円形及び楕円形で・深さ9－

21cmで，壁柱穴の立て替えたピットと思われるoP2は径30cmの円形で，深さ14cmである0性格は不明である0

炉　2か所。炉Aは，中央からやや東側に位置し，長径80cm，短径60cmの楕円形で，床面を10cm掘りくぼめた

地床炉である。炉床は，火熱を受け赤変している0

炉Bは，長径100cm，短径55cmの楕円形で，床面を15cmほど掘りくぼめた地床炉である0炉床は，火熱を受

け赤変硬化し，長期間使用したと思われる0

炉A土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量
2　赤　褐　色　焼土大ブロック多量

炉B土居解説
1極暗赤褐色　焼土粒子多量
2　赤　褐　色　焼土大ブロック多量，焼土粒子少量

覆土　3層からなり，暗褐色土がレンズ状に堆積するので自然堆積である0

号層雲㌔色。＿ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　3褐　色焼土小ブロック・配粒子少量，炭化断微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

言葉馳轍

鞠転地至蓼
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第24図　第15号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物　縄文土器片40点，弥生土器片3点，石器1点，礫8点が出土している。第24図1・2は縄文土器である。

1の深鉢は，炉B付近の覆土中層から出土している。2の探鉢は，炉B東側の覆土下層から出土している。3・

4は，縄文土器片の拓影図である03は深鉢の口縁部片で，口唇部には棒状工具によるキザミが施され，外面

には縄文が施されている。4は探鉢の胴部片で多条LRとRLの縄文が交互に横位で施文されている。1－4

は胎土に繊維を含む土器である。5は磨石で，炉A南側の覆土下層から出土している0

所見　遺物は，特に中央部から多く出土している○時期は，出土土器から縄文時代前期前半（花積下層式期）と

考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 ．計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 孝

第24図 探　　 鉢 A 〔24 ．4〕 口縁部 から胴部 にかけての破片。胴部 は外傾 して口縁部 は外反す る。 口唇 長石 ・赤色粒子 P 35　　　　　 5 ％

1 縄文土器 B （5 ．8）部 にはヘ ラ状工具 によるキザ ミが施 され， 口縁部外面 は無文 とし，胴部 に 黒褐色 炉 B 南側覆土 中層

は単節 の縄文 が施 されている。胴部上位 に穿孔 あ り。 内 ・外面繊維脱痕多 普通

い。

2

探　　 鉢 ・A 〔29 ．6〕 口縁部 か ら胴部上位 にかけての破 片。胴部 は外傾 し，口縁部 は外反 して立 長石 ・白色粒子 P 36　　　　　 5 ％

縄文土器 B （8 ．6） ち上がる。由縁 部か ら胴部 には結節 羽状縄文 を施 文 している。内面繊維脱 樺色 炉 B 東側覆土下層

痕あ．り。 普通

石製品観察表

図版番号
料　 別

計　　 測　　 値　 －
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

5 磨　　 石 6．4 7．2 4 ．4 307．0 砂　　 岩 炉A 南側覆土下層 Q 45

第16A号住居跡（第25図）

位置　調査区の東部，B3gl区。

重複関係　本跡が，第16B号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径3．76m，短径2．63cmの隅丸長方形である。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は25－30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦なロームで，炉の周囲が踏み固められている。

ピット　確認することができなかった。

炉　ほぼ中央部に位置し，長径85cm，短径55cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめている地床炉である。

炉床は火熱を受け赤変している。中央部に円礫を付設している。

炉土層解説
1黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子極微量

3　赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

覆土11層からなり，焼土やロームブロックを含み不均一に堆積しているので人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子微量
8　褐　　色　焼土粒子・ローム粒子極微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
10　暗褐色　焼土粒子極微量
11褐　　色　ローム小ブロック中量
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第25図　第16A・16B号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」　　　　　　　＿」

遺物　縄文土器片306点，石器4点，剥片34点が出土している〇第26・27図1－8は縄文土器の深鉢である。

1の胴部から口縁部片は，南西部の床面から出土している0　2の口縁部から胴部片は，中央部の床面から出土

している。3・6の口縁部から胴部片は，中央やや南側の床面から散在して出土している。4の胴部片は，南

西部の覆土中層から出土している。5の口縁部片は，南西部の覆土下層から出土している。7の口縁部片と8

の底部片は，南西部の覆土中から出土している。9－12は，縄文土器片の拓影図である。9・10は探鉢の胴部

片で，多条RLとLRの縄文が交互に横位で施され，羽状構成をとる。11は深鉢の胴部片で外面に貝殻圧痕文

が施されている。12は探鉢の胴部片で外面に羽状縄文で内面に貝殻条痕文が施されている01－12は胎土に繊

維を含む土器である。13－18は石鉄である。13は北東部の，15は北壁中央付近の床面から出土している。14，

16－18は覆土中から出土している。19の打製石斧は北東部の覆土下層から出土している。21の砥石は南東部の

覆土中層から出土している。20の石錐は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器の文様などから縄文時代前期前半（花積下層式期）と考えられる。第5号住居跡出土の

土器と合わせて，この時期のまとまった土器の出土は貴重である。

一32－
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第26図　第16A号住居跡出土遺物実測・拓影図用
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第27図　第16A号住居跡出土遺物実測・拓影図（2）

第16A号住居跡出土遺物観察表

I4　　　∠二二ゝ

D

I6

0　　　　　　　　2clu

L l　‥」

10cl¶

L　　　　　含　　　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第26図探　　鉢A〔16．0〕口縁部から胴部にかけての破片。平口緑で，胴部は直立して，ロ緑部はわ石英・長石 P41　　　　40％

1 縄文土器B（10．8）ずかに外傾する。口縁部から胴部にかけて多条LRとRLの縄文が交互に黒褐色 西壁際床面

P42　　　　10％

横位で施文され，羽状構成をとる。内・外面繊維脱痕多い。 普通

2

探　　鉢A〔28．4〕口縁部から胴部にかけての破片。複合口縁で，胴部は直立して，ロ縁部は石英・長石

縄文土器B（15．0）わずかに外傾する。口縁部から胴部上位にかけて無節RとLの縄文，胴部にぷい褐色 中央部床面

下位には多条LRとRLの縄文が交互に横位で施文され，羽状構成をとる。普通

内面繊維脱痕あり。

－34－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図 深　　 鉢 A 〔18 ．8〕 ロ縁部か ら胴部にかけての破片。複 合口緑 で，胴部 か ら外傾 して口縁部 に 石英 ・長石 P 43　　　　 10％

3 縄文土器 B （13．7） 至る。ロ縁部か ら胴部にかけて貝殻背 庄文を施文 している。 内 ・外面繊維 暗赤褐色 中央部南側床面

脱痕多い。 普通

4

探　　 鉢 A 〔23．0〕 口緑部か ら胴部にかけての破片。複合口縁で，胴 部か ら外傾 して口縁部 に 石英 ・長石 P 44　　　　　 5 ％

縄文土器 B （12．5） 至 る。 □縁部か ら胴部 にか けて細い単節 L R と太い単節R L の縄 文が交互 にぷい赤褐色 南東部覆土中層

に横位で施文 され，羽状構成 をとる。内 ・外面繊 維脱痕あ り。 普通

5

探　　 鉢 A 〔28．6〕 口緑部か ら胴部 にかけての破片。平口縁で，胴部か ら外傾 してロ縁 部に至 石英 ・長石 P 45　　　　　 5 ％

縄文土器 B （6．4） る。 口緑下端で稜 を持つ。外面 には太い単節 R L とL R の縄 文が交互に横 にぷ い橙色 南西部覆土下層

位で施文 され，羽状構成 をとる。内面繊維脱痕多い。 普通

6

探　　 鉢 A 〔23．8〕 ロ緑部 から胴部 にか けての破片。 口唇部 を指圧 により小波状 □緑 とし，口 石英 ・長石 ・白色 P 46　　　　　 5 ％

縄文土器 B （8．0）縁部 から胴部 には内 ・外面へ ラ ミガキを施 し，無文である。 粒子 ・赤色粒子

灰赤色　 普通

中央部南側床面

7

小形探鉢 A 〔17．4〕 ロ緑部 か ら胴部 にかけての破片。胴部 には貝殻背庄文，内面 にはヘ ラミガ 石英 ・長石 ・赤色 P 47　　　　　 5 ％

縄文土器 B （4．5） キを施 している。 粒子

にぷい褐色　 普通

覆土 中

8

小形探鉢 B （2 ．2） 胴部 か ら底 部にかけての破 片。胴部 は底部か ら外傾 して立 ち上が る。底部 白色粒子 P 48　　　　　 5 ％

縄文土器 C 〔8 ．4〕 は上げ底である。 内 ・外面繊維脱痕 あ り。 橙色

普通

覆土 中

石製品観察表

図 版 番 号 種　 別

計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm ） 帽 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 2 7図 1 3 石　　 鉄 1 ．9 1 ．3 0 ．4 0 ．6 チ ャ ー ト 北 東 部 床 面 Q 4 6

14 石　　 鍍 2 ．2 （1 ．4 ） 0 ．4 （0 ．6 ） チ ャ ー ト 覆 土 中 Q 48

15 石　　 銀 （1 ．3 ） 1 ．4 0 ．4 （0 ．6 ） チ ャ ー ト 北 壁 中 央 付 近 床 面 Q 49

16 石　　 紋 2 ．0 1 ．4 0 ．4 0 ．9 チ ャ ー ト 覆 土 中 Q 50

17 石　　 鉄 2 ．5 2 ．2 0 ．6 2 ．9 チ ャ ー ト 覆 土 中 Q 53

18 石　　 鉄 2 ．9 2 ．3 1 ．0 4 ．9 チ ャ ー ト 覆 土 中 Q lO 9

19 打 製 石 斧 13 ．3 7 ．1 4 ．1 4 1 1 ．3 フォルン7ェルス 北 東 部 覆 土 下 層 Q 51

20 石　　 錐 （3 ．4 ） （1 ．4 ） 0 ．9 （3 ．9 ） チ ャ ー ト 覆 土 中 Q 52

21 砥　　 石 13 ．6 5 ．7 4 ．5 538 ．3 砂　　 岩 南 東 部 覆 土 中 層 Q 6 1

第16B号住居跡（第25図）

位置　調査区の南部，B3gl区。

重複関係　第16A号住居跡，第31号土坑に掘

り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸2．60mの隅

丸長方形である。

主軸方向　N－330－W

』＝土二二ゴcm　＜二つ　し→」cm

第28図　第16B号住居跡出土遺物実測・拓影図

壁　壁高は15－21cmで，垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は認められなかった。

ピット　確認できなかった。

炉　第16A号住居跡に掘り込まれて不明である。

覆土　3層からなり，褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積である。

土層解説
12　褐　　色
13　褐　　色

ローム粒子微量
ローム粒子極微量

14　暗褐色　ローム小ブロック少量

－35－



遺物縄文土器片8点，石器2点，剥片7点が出土している。第28図22は縄文土器片の拓影図である。探鉢の

口縁部片で，多条LRとRLの縄文が交互に横位で施され，羽状構成をとる。胎土に繊維を含む。23は石鉄で

東壁中央部の覆土下層から出土している。

所見　出土遺物が少なく時期決定は難しいが，第16A号住居跡との重複関係から縄文時代前期前半（花積下層

式期）以前と考えられる。

第 1 6 B 号 住 居 跡 出 土 石 製 品 観 察 表

図版番号 器　 種
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地 ∴点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

チャー ト 南東部覆土下層 Q 47
第28図23 石　　 鉄 2．0 （1．1） 0．4 （0．6）

第17号住居跡（第29図）

位置　調査区の中央部，C3a2区。

重複関係　中央部を東西に第2号溝に，南西部を第12号住居跡，第3号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

第3号陥し穴を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．28m，短軸2・88mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は20－25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた面は確認できなかった。
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第29図　第17号住居跡実測図



ピット　7か所（Pl－P7）。Plは径30cmの円形で，深さ20cmである。P2は長径30cm，短径25cmの楕円形で，

深さが13cmである。P3は径20cmの円形で深さ25cmである。P4は長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さ17cmで

ある。Pl－P4は主柱穴と思われる。P5は直径60cm，短径40cmの楕円形で，深さ18cmである。P6，P7は長径

60。m，短径30cmの不整楕円形で，深さ9－13cmである。いずれも性格は不明である。

炉　2か所。炉Aは中央部からやや北西寄りにあり，平面形は長径52cm，短径40cmの楕円形で，床面を5cm掘

りくぼめた地床炉である。炉床は，火熱を受け赤変している。

炉Bは中央部やや南東寄りにあり，平面形は長径65cm，短径40cmの楕円形で，床面を15cm掘りくぼめた地床

炉である。炉床は，火熱を受け赤変硬化している。

炉A土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・ローム粒子少量

炉B土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微呈
2　褐　　色　焼土粒子・ローム粒子少量

Z　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子極微量

3　褐　　色　焼土粒子少量，ローム粒子極微量
4　褐　　色　ローム粒子中量

覆土　6層からなり，暗褐色土のロームが不均一に堆積しているので，人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子微量

「てこl二二‾二
5　　二°二二
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第30図　第17号住居跡出土遺物実測・妬影図
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遺物縄文土器片85点，剥片6点，礫8点が出土しているが・ほとんどが胴部片で，口縁部，底部片は微量で

ぁる。第30図上4は縄文土器片の拓影図で，深鉢である。1は口縁部片で結節羽状縄文が施されている。2

は口縁部片で，上位に貝殻背圧痕文が施され，下位に横位の単節RLの縄文が施されている。3は胴部片で無

文地にアナダラ属の貝殻腹縁文が施されている。4は胴部片で太めの結節羽状縄文が施されている。卜4は

胎土に繊維を含む土器である05－10は剥片である。6は北東部の覆土下層から，5・7・10は覆土中から，

8・9は南東部の覆土下層から出土している。

所見　卜4の縄文土器片は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土土器から縄文時代前期前半（花積下層

式期）と考えられる。

第17号住居跡出土石製品観察表

図版番号 器　 種

計　 測 ・値
石　 質 出　 土　 地　 点 ． 備 一　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm）

1．9

厚 さ（cm）

0 ．4°

重量 （g ）

第30図 5 剥　　 片 1．7 1．2 安 山 岩 覆土中

北東部覆土下層

Q 62

Q 63
6 ・ 剥　　 片 1．1 2．3 1．0 2 ．5 安 山 ‾岩

3．0 2 ．2 0 ．7 3 ．4 安 山 岩 覆土 中

南東部覆土下層

南東部覆土下層

Q 64

Q 65

7 剥　　 片

8 剥　　 片 3 ．1 3．5 0．9 6 ．1 安 山 岩

9 剥　　 片 2．9 4．3 0．9 9．6 安 山 岩 Q 66

Q 67
10 剥　　 片 6．1 4．0 1 ．9 38．0 安 山 岩 覆土 中

第19号住居跡（第31図）

位置　調査区の中央部，B3f3区。

規模と平面形　長軸3・52m，短軸2・72mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－210－E

壁　壁高は15－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉の周囲にやや硬化した部分がある。

ピット11か所（Pl～Pll）。Pl～P5は長径20～35cm，短径20～30cmの円形や楕円形で，深さが10～18cmで

ぁる。配列からPl～P5は主柱穴と思われる。P6は長径35cm，短径201cmの楕円形で，深さ13cmである。P8は

径35cmの円形で，深さ20cmである。PlOは径25cmの円形で，深さ14cmである。いずれも補助柱穴と思われる。

p7・P9・Pllは径20～35cmで，深さ12－16cmで，性格は不明である。

炉中央部にあり，平面形は長径105cm，短径65cmの楕円形で，床面を5cm掘りくぼめた地床炉である。炉床

は，火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1暗赤褐色焼土粒子・灰少量

覆土　3層からなり，ロームブロックが不均一に堆積しているので，人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐▼　色　ローム小ブロック中量
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遺物　全体から縄文土器片134点，石器1点，剥片12点，礫13点が出土している。第32図1・2は深鉢である。

1は口縁部から底部片で南西部の覆土下層から，2は中央部の覆土下層からそれぞれ散在するように出土して

いる。3－8は縄文土器片の拓影図である。3－5は深鉢の口縁部片である。3は口唇部をナデ・単節RLの

縄文が蕨状に3段施されている04は多条LRとRLの縄文が交互に横位で施され，羽状構成をとる。5は口

唇部を無文とし，羽状縄文を施されている。6－8は探鉢の胴部片である。6は中位に区画の隆帯を貼り付け，

上位に羽状縄文が施され，下位に棒状工具による押し引き刺突文を施している。7は撚糸文が施されている。

8は上位に横位の多条LRの縄文が施され，下位に貝殻腹縁文が施されている。卜8は胎土に繊維を含む土

器である。9は石鉄で，南東部の覆土下層から出土している。10は剥片で炉東側の覆土下層から出土している。

所見　巨8の土器は本跡に伴うものと思われる。時期は出土土器から縄文時代前期前半（花積下層式期）と考

えれる。

第19号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ‾種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴

口縁部か ら底部 にかけての破片○平口縁で ，胴部 は内攣気味 に立 ち上が り，

胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

石英 ・長石 P 50　　　　 35 ％
第32図 深　　 鉢 A 〔20．2〕

1 縄文土器 B （17．8）
口縁部 に至 る。底部上げ底。 口縁部 を無文 とし，胴部には多条 L ‾R とR L 明赤褐色 中央部覆土下層

C 〔6．4〕

A 〔22．6〕

の縄文が交互 に横位で施文 され，羽状構成 をとる。内面繊維脱痕あ り。

口縁部 か ら胴部 にかけての破片0 複合 口縁で，縁部 は胴部か ら外反す る0

普通

2

深　　 鉢
石英 ・長石 P 51 ・　　 10％

縄文土器 B （11．5） 口縁部 か ら胴部 にかけて単節 L R とR L の縄文が交互 に横位で施文 され， にぷい赤 褐色 南西部覆土下層

羽状構 成 をとる。内面繊維脱痕 あ り。 普通

石 製 品 観 察 表

図版番号 種　 別
計　 測　　 値

石 ．．質 出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長さ（。m） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

0 5　　　　 0 7 チャート 南東部覆土下層 Q 70
9 石　　 鉄

剥．　 片10 1．1 2．0 0．4 0．6 チャート 炉東部覆土下層 Q 71

第20A号住居跡（第33図）

位置　調査区の南部，B3e3区。

重複関係　本跡が，第20B号住居跡を掘り込んでおり・本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2・52mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－210－E

壁　壁高は15－’20cmで，外傾して立ち上がる0

床　ほぼ平坦であるが，硬化面を確認することができなかった。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl・P2は径20～25cmの円形で，深さが10cm前後である。Pl・P2は配列から

主柱穴と思われる。P3－P8は径15－40cmの円形，深さ10cm以内の浅いピットである。性格は不明である。

炉　確認することができなかった。

覆土　5層からなり，巨4層は暗褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積である。5層は黒色土の混

大した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　黒色土粒子中量，ローム粒子極微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子・黒色土粒子少量
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第33図　第20A・20B号住居跡実測図
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遺物　全体に縄文土器片23点，礫4点が出土しているが，ほとんどが胴部片である0第34図1は探鉢の底部で，

南東部壁近くの覆土中層から出土している02－5は縄文土器片の拓影図である02は外反する深鉢の口縁部

片で，縄文を地文に2条の結節文が施文されている03－5は深鉢の胴部片である03は上位に撚糸文を施し，

下位に縄文を地文に縄の庄痕文が施されている。4はヘラ削り後，撚糸文が施されている05は縄文を地文に

2条の結節文が施されている。

所見　卜5の遺物は本跡に伴うものと思われる0時期は，出土土器から縄文時代前期後半（栗島台式期）と考

えられる。

第34図　第20A号住居跡出土遺物実測・拓影図

第20A号住居跡出土遺物観察表

夕如Lq
O　　　　　　5cm

［＿；＿二j

図版番号 器　 種 計測値（蝕） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

P 5 3　　　　 5 ％
第 34図 深　　 鉢 B （1．9）胴部下位 から底部 にか けての破片 0 胴部 は外傾 して立 ち上がる 0 外面には 石英 ・長石

1 縄文土器 C 〔9．4〕 ナデが施 されてお り，無文であ る。平底。 にぷ い黄橙色

普通

南東部覆土 中層
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第20B号住居跡（第33図）

位置　調査区の東部，B3e3区。

重複関係　第20A号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸（1．60）m，短軸（1．30）mで隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－72。－E

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，軟弱なローム土である。

ピット　確認することができなかった。

覆土　2層からなり，褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積である。

土居解説
6　黒褐色　黒色土粒子少量
7　褐　　色　ローム小ブロック少量

遺物　第20A号住居跡に掘り込まれているので，北西部から縄文土器片7点が出土しているのみで，ほとんど

が胴部片である。第35図1－4は縄文土器片の拓影図である。1・2は探鉢の口縁部片である。1は口唇部に

貝殻腹縁文を施し，外面には結節羽状縄文が施されている。2は口唇部に縄文を転がし，外面には太めの撚り

戻しRRの縄文が施されている。3・4は深鉢の胴部片である。3は内面に貝殻条痕文が施され，外面に横位

の単節RLの縄文が施されている。4は結節羽状縄文が施されている。1－4は胎土に繊維を含む土器である。

所見1－4の土器は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と考え

られる。

第35図　第20B号住居跡出土遺物実測・拓影図

0　　　　　　　5cm

！；　j

第23号住居跡（第36図）

位置　調査区の東部，B3e2区。

重複関係　本跡が第43号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形．長軸2．58m，短軸2．55mの不整方形である。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，硬化面は確認できない。

ピット　6か所（Pl－P6）。P2は径25cmの円形で，深さ16cmである。P6は長径30cm，短径20cmの楕円形で，

深さが25cmである。P2・P6はピットの深さから主柱穴と思われる。Pl・P3－P5は径15－30cmの円形で，深

さ6－12cmである。いずれも性格は不明である。

炉　中央から南東寄りに位置し，平面形は径40cmの円形で，床面を5cm掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

火熱を受け赤変している。
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第36図　第23号住居跡実測図
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炉土居解説
1暗赤褐色　焼土粒子・ローム小ブロック少量

覆土　6層からなり，ロームが不均一に堆積しているので，人為堆積である0

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子・黒色土粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片60点，石器1点，礫5点が出土している0ほとんどが胴部片で・口縁部，底部片は微量であ

る。第37図1は探鉢で，炉北側の覆土上層から出土している。2－5は縄文土器片の拓影図である02は深鉢

の平口縁部片で，無文である。3－5は深鉢の胴部片である03は横位の単節LRの縄文が施されている04

は無節Lが横位に施文され，結節縄文が2段に施されている05は上位に単節LRの縄文が施され・下位に縦

鳶竜顔纂磋声

第37図　第23号住居跡出土遺物実測・拓影図
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位のミガキが施されている。6は石鉄で，中央部の覆土中から出土している。

所見1－5の土器は本跡に伴うものと思われる。本跡の時期は，出土土器から縄文時代前期後半（粟島台式

期）と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 ．器　 種 計測値（cm） ‘器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 嘩　 考

P 54　　　　 5 ％
第37図 探　　 鉢 A 〔15．2〕 口縁部 か ら胴部 にかけての破片 。胴部 は外傾 し口縁部 に至 る。口唇部 には 石英 ・長石 ・雲母

1 縄文土器 B （5．4） ヘラ状工具 に よる押 圧が施 され，波状 口縁 である。胴部 には結節縄文が施 橙色 炉北側 覆土上層

されている。 普通

石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm ） 重量（壷）

6 石　　 鉄 1．6 （1．2） 0．3 （0．5） チャート 中央部覆土中層 Q 80

第24号住居跡（第38図）

位置　調査区の中央部，C2d8区。

規模と平面形　長軸〔4．80〕m，短軸3・08mの隅丸長方形と推定される。南東部及び北コーナーは撹乱により

不明である。

主軸方向　N－580－W

壁　壁高は20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。硬化面が炉の周りや出入ロピット周辺で確認された。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl・P2は長径35cm，短径25cmの楕円形で，深さが28cmである。Pl・P2は配

列から主柱穴と思われる。P3は径25cmの円形で，深さ13cmである。位置から出入口施設に伴うピットと考え

られる。

炉　中央よりやや南東部で，平面形は長径65cm，短径（35）cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，火熱を受けて赤変している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量

覆土　6層からなり，上層に黒褐色土，下層にロームを含む暗褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積

である。

薫言董蓋≡≡…蓋謹皇品諸芸少量，炭化粒子微量；聖霊蓋≡≡…蓋三菱喜孟芸芸
遺物　縄文土器片10点，弥生土器片1点，陶器片1点，剥片1点，礫3点が出土している。縄文土器はほとん

どが胴部片で微量である。第39図1・2は縄文土器片の拓影図である。1・2は深鉢の胴部片である。1は多

条LRとRLの縄文が交互に横位で施され，羽状構成をとる。2は結節羽状縄文が施されている。1・2は胎

土に繊維を含む土器である。3は剥片で中央部の覆土中から出土している0

所見　弥生土器片や陶器片は南東部の撹乱により混入したものと思われる。遺物が少なく時期決定の資料は乏

しいが，出土土器から縄文時代前期前半（花積下層式期）と思われる。
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第38図　第24号住居跡実測図

0　　　　　　5cm
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第39図　第24号住居跡出土遺物実測・拓影図

第24号住居跡出土石製品観察表

E
cu

d

苛

竿てて千丁＝
∠：：二ゝ　　3

0　　　　2cm

！；；j

図版番号種　別

計　　測　　値
石　質 出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第39図3剥　　片 2．2 2．8 1．0 2．8 チャート覆土中 Q81

第27号住居跡（第40図）

位置　調査区の東部，B3d2区。

規模と平面形　長軸3．02m，短軸2．60mの不整方形である。

主軸方向　N－680－W

壁　壁高は15－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，南側にやや傾斜している。
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第40図　第27号住居跡実測図
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ピット　Plは径45。。の円形で，深さが7cmである。性格は不明である。

炉　確認することができなかった。

覆土　3層からなり，ロームを含む暗褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積である0

土居解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子微量

3　褐　色　ローム′トブロック中量

遺物　縄文土器片36点，剥片4点，礫6点が出土しているが，ほとんどが胴部片で・口縁部，底部片は極微量

である。第41図1は深鉢の平口緑部片で，北東コーナーの床面から出土している。2－5は縄文土器片の拓影

図である。2は探鉢の波状口縁部片で撚糸の押庄文が施されている03－5は探鉢の胴部片である03は，結

節羽状縄文が施されている。4は上位に単節RLの横位の縄文が施され，下位に半裁竹管による平行沈線文が

施されている。5は撚り戻しLLの縄文が横位に施されている01－5は胎土に繊維を含む土器である06の

剥片は，北西部の覆土中から出土している。

∵≠辛－‾‾‾‾∵

第41図　第27号住居跡出土遺物実測・拓影図
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所見　1－5の遺物は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と考え

られる。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 1図 探　　 鉢 A 〔2 5．6〕 口縁部破片。波状 口緑 で外傾 する。 口唇部 に縄文 を施 し， ロ緑部 に 2 条 の 石英 ・長石 ・雲母 P 57　　　　　 5 ％

1 縄文土器 B （5．7） 単節 の押庄縄文が施 され，下位 には単節 L R の縄文が横位 に施 されている。橙色 北東 コーナー部床

内面 には横位 のヘ ラ ミガキが施 されている。 普通 面

石製品観察表

図版 番 号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 重 量 （g ）

6 剥　　 片 2．0 3 ．1 0 ．8 4 ．4 安 山 岩 覆 土 中 Q 82

第28号住居跡（第42図）

位置　調査区の東部，B3h5区。

重複関係　第2号住居跡と第12・13号土坑に掘り込まれているため，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．98m，短軸2．80mの不整方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は14－30cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，小さな凹凸がある。

ピット　7か所（P1－P7）。P2は径34cmの円形で，深さが12cmである。P5は径50cmの円形で，深さ8cmで

ある。主柱穴と思われる。Plは長径80cm，短径42cmの小判形で深さ13cmである。P3は長径38cm，短径30cmの

楕円形，深さ9cmである。P4は径24cmの円形で，深さ10cmである。P6は長径40cm，短径25cmの楕円形で，深

さ13cmである。P7は径20cmの円形で，深さ10cmである。いずれも性格は不明である。

呟）

第42回　第28号住居跡・出土遺物実測・拓影図
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Pl土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム中ブロック微量

炉　確認することができなかった。

覆土　2層からなり，ロームがレンズ状に堆積しているので自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック極微量
2褐色ローム粒子多量，ローム中ブロツク中量

遺物　中央から北部を中心に縄文土器片8点，土師器片20点，土製品1点が出土しているが，ほとんどが胴部

片である。第42図上3は縄文土器片の拓影図である。1は深鉢の胴部片で，貝殻条痕文が施されている。2

は探鉢の口縁部片，3は深鉢の胴部片で，波状貝殻腹縁文が施されている。

所見全体的な遺物の出土状況からみて土師器は混入の可能性が考えられる。時期は・遺構の形態及び出土土

器から判断して縄文時代前期後半（浮島Ⅱ式期）と考えられる。

第29号住居跡（第43図）

位置　調査区の南東部，B3h6区。

重複関係　本跡が，第62号土坑を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．34m，短軸2・28mの不整方形である。

主軸方向　N－270－W

壁　壁高は10－15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦なローム土であるが，硬化面は確認することができなかった。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さが20cmである。P2は径20cmの円形

で，深さ10。mである。Pl・P2は主柱穴と思われる。

炉　確認することができなかった。

覆土　4層からなり，下層にロームブロックを含んでいることから人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子極多量

Z

第43図　第29号住居跡実測図

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・黒色土中ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子多量

0　　　　　　2m

ヒ二二一十‥－∃

－48－



遺物　縄文土器片30点，土師器片9点，礫14点出土しているが，ほとんどが胴部片で，口縁部，底部片は極微

量である。第44図1は探鉢の口縁部片で，北壁付近中央の床面から出土している。2－4は縄文土器片の拓影

図である。2は探鉢の口縁部片で，口唇部に縄文での押圧が施され，外面に結節縄文で横位に施文されている0

3・4は探鉢の胴部片である。3は縄文を地文に縄の直線的庄痕文が施されている。4は結節縄文が横位に施

文されている。

所見1－4の遺物は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土土器から縄文時代前期後半（粟島台式期）と考

えられる。

三一；：、輯尋

第44図　第29号住居跡出土遺物実測・拓影図

第29号住居跡出土遺物観察表

」l三』－

0　　　　　　5cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第44図深　　鉢B（5．0）胴部下位から底部にかけての破片。胴部は底部からわずかに外反して立ち長石・白色粒子 P58　　　　　 5％

1 縄文土器C〔9．6〕上がる。器面は無文で，租くヘラ削りで縦位に整形されている。底部にはにぷい橙色 北壁中央床面

ヘラミガキが施されている。 普通

第30号住居跡（第45図）

位置　調査区の中央部，C3a3区。

重複関係　南西部を第25号土坑に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．48m，短軸3．36mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－18。－W

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，硬化面は確認することができなかった。

ピット　26か所（Pl－P26）。P1－PlOは長径15－30cm，短径15－25cmの円形及び楕円形で，深さが15－48

。mである。配列からP1－PlOは主柱穴と思われる。Pll～P19は長径15－30cm，短径15－25cmの円形及び楕

円形，深さ14－46cmで，位置から補助柱穴と思われる。P20－P26は径10～30cmの円形で，深さ10～82cmであ

る。性格は不明である。

炉　中央からやや北部に位置し，長径80cm，短径70cmの不整楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床は火熱を受け，赤色硬化している。長期間使用されたものと考えられる。

炉土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量

ー49－
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第45図　第30号住居跡実測図

覆土　4層からなり，ロームを含む暗褐色土がレンズ状に堆積しているので自然堆積である0

土居解説
1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子極

微量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，ローム中ブ
ロック極微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片43点，石器2点，剥片18点，礫5点が出土しているが，ほとんどが胴部片で，□縁部，底部

片は微量である。第46図1－4は縄文土器片の拓影図である。1は探鉢のロ縁部片で，単節縄文RLが施され

ている。2は深鉢の波状口縁部片で，結節羽状縄文が施されている。3は探鉢の胴部片で，単節縄文RLが施

されている。4．は小形深鉢の胴部片で，貝殻庄痕文が施されている。4は縄文時代前期（花積下層式期）に比定

されると思われる。1－4は胎土に繊維を含む土器である。5・7の剥片は南壁中央部の覆土中層から，6の

ナイフ形石器は炉内から出土している。8の剥片は北東部の，11の剥片は東壁付近の床面からそれぞれ出土し

ている。9・14の剥片は南東コーナー部の，10の剥片は中央部南寄りの，13の剥片は炉西側の覆土下層からそ

れぞれ出土している。，12の剥片は炉の直上から出土している。

所見1－3の遺物は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と考え

られる。
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第哺図　第別号住居跡出土遺物実測・拓影図

第30号住居跡出土石製品観察表

図 版 番 号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 4 6図 5 剥　　 片 （2 ．7 ） （1 ．6 ） 0 ．7 （3 ．1） 安 山 岩 南 壁 中 央 付 近 覆 土 中 層 Q 83

6 ナイフ形石器 （3 ．3 ） 1 ．7 0 ．6 （2 ．4） 安 山 岩 炉 内 Q 84

7 剥　　 片 2 ．2 1 ．1 0 ．4 0 ．9 チ ャ ー ト 南 壁 中 央 付 近 覆 土 中 層 Q 85

8 剥　　 片 3 ．2 1 ．4 0 ．3 1 ．9 安 山 岩 北 東 部 床 面 Q 86

9 剥　　 片 2 ．1 1 ．9 0 ．8 2 ．6 黒 曜 石 南 東 コ ー ナ ー郡 覆 土 下 層 Q 8 7

10 剥　　 片 2 ．8 1 ．7 0 ．8 2 ．6 チ ャ ー ト 中央 部 南 寄 り覆 土 下 層 Q 8 8

1 1 剥　　 片 3 ．2 1 ．8 0 ．9 3 ．7 安 山 岩 東 壁 付 近 床 面 Q 8 9

12 剥　　 片 2 ．7 1 ．8 0 ．8 3 ．8 安 山 岩 炉 直 上 Q 9 0

13 剥　　 片 3 ．3 2 ．2 0 ．5 3 ．2 安 山 岩 炉 西 側 覆土 下 層 Q 9 1

14 剥　　 片 3 ．4 2 ．1 1 ．4 7 ．3 鴫　　 璃 南東 コ ー ナ ー部 覆 土 下 層 Q 9 2
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第31号住居跡（第47図）

位置　調査区の東部，B3h4区。

規模と平面形　長軸3．94m，短軸2．35mの長方形である。

主軸方向　N－810－W

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，軟弱なローム土で硬化面を確認することができなかった。

ピット　7か所（P1－P7）。P3は径50cmの円形で，深さ16cmである。P4は径30cmの円形で，深さ15cmである。

P3・P4は規模から主柱穴と思われる。Plは長径50cm，短径30cmの楕円形で，深さが4cmである。P2は径40

cmの円形で，深さ10cmである。P5－P7は径20～30cmの円形，深さ7－8cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　2層からなり，ロームが不均一に堆積していることから人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量

二£
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第47図　第31号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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遺物　住居跡内全体から縄文土器片55点，剥片6点，礫15点が出土しているが，胴部片がほとんどである。第

48図1－5は縄文土器片の拓影図である。1は深鉢の口縁部片で，貝殻腹縁文が施されている。2－5は探鉢

の胴部片である。2は単節LRの縄文が施されている。3は単節RLの縄文が施されている。4は木目状撚糸

第48図　第31号住居跡出土遺物実測・拓影図
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文が施されている。5は波状貝殻文が施されている。3・5は縄文時代前期の浮島Ⅱ式期に比定されると思わ

れる。6・7は剥片で覆土中からの出土である。

所見1・2・4の遺物は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土土器から縄文時代前期後半（粟島台式期）

と思われる。

第31号住居跡出土石製品観察表

図版番号 ・種　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

第 48図 6 剥　　 片 1．7 1 ．8 0 ．5 1．2 チャー ト 覆土中 Q 9 3

7 剥　　 片 1．7 2．0 0．7 1．2 チャー ト 覆土中 Q 9 4　 ＿

第32号住居跡（第49図）

位置　調査区の北部，B2d8区。

重複関係　第10号境に掘り込まれており，本跡が古い。北側は撹乱されている。

規模と平面形　長軸2．36m，短軸（1．90）mで隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は16cmで，外傾して立ち上がるが，北壁の一部と西壁は不明である。

床　ほぼ平坦である。

ピット　確認できなかった。

炉　確認することができなかった。

覆土　2層からなり，暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片7点，礫5点が出土しているのみである。第49図1・2は縄文土器片の拓影図で，深鉢の胴

部片である。1・2とも胎土に繊維を含み，外面に貝殻条痕文が施されている。

所見　出土遺物が少なく時期決定が難しいが，出土土器から縄文時代前期後半（黒浜式期）と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－ttl一一一一1－1－1
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第49図　第32号住居跡・出土遺物実測・拓影図

0　　　　　　5cm

「；　－！



第35号住居跡（第50図）

位置　調査区の南部，C2a6区。

規模と平面形　長軸3．20m，短軸1・98mの隅丸長方形である0中央部と南東部は撹乱されている。

主軸方向　N－800－E

壁　壁高は18cmで，なだらかに立ち上がる0

床　ほぼ平坦であるが，西側と北東部でしか確認できなかった0

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径20cmの円形で，深さが18cmであるo P2は長径15cm，短径10cmの楕円形

で深さ10cmである。P3は径18cmの円形で，深さ28cmである0配列から，Pl～P3は主柱穴と思われるo P4は

径16。mの円形で，深さ28cmである。性格は不明である0

炉　中央部が撹乱されていて，確認することができなかった0

覆土　3層からなり，暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である0

土層解説
1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

遺物縄文土器片11点，弥生土器片1点，礫9点が出土しているが，ほとんどが胴部片で，口縁部・底部片は

微量である。第50図1・2は縄文土器片の拓影図である01は探鉢の胴部片で，単節LRの縄文が施されてい

る。2は深鉢胴部片で，結節羽状縄文が施されている01・2は胎土に繊維を含む土器である0

所見本跡は出土遺物が少なく時期を決定するのが難しいが，出土土器から縄文時代前期後半の（黒浜式期）と

考えられる。
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第50回　第35号住居跡・出土遺物実測・拓影図
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第36号住居跡（第51図）

位置　調査区の中央部，C2h3区。

重複関係　第1号境に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．65m，短軸2．92mの隅九長方形である0

主軸方向　N－48。－W

壁　第1号墳に掘り込まれ，範囲を確認したのみである。

－54－



⑥ ＿　享：喜：l三千三

床　ほぼ平坦である。

ピット　確認できない。

炉　中央部で暗赤褐色の長径60cm，短径50cmの楕円形の炉跡の範囲だけを確認する0

覆土　第1号境の盛土で不明である。

遺物　縄文土器片14点が出土している。ほとんどが胴部片で，口縁部片は少量である0第51図1の探鉢の口縁

部は，中央部北西寄りの床面から出土している02－4は縄文土器片の拓影図で，深鉢の胴部片である02は

太い絡条体による縄文が施されている。3は結節羽状縄文が施されている。4は附加条縄文が施されている0

1－4は胎土に繊維を含む土器である。

所見　本跡の時期は，床面から出土している出土土器から縄文時代前期後半（黒浜式期）と思われる。

第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（伽） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 1図 深　　 鉢 A 〔2 5．6〕 口緑部か ら胴部 にかけての破片。胴部か ら内攣 しなが ら立 ち上が り，ロ緑 雲母 P 6 8　　　　　 5 ％

1 縄 文土器 B （4 ．0） 部 に至 る。口縁 部には半裁 竹管に よる楕 円文 と円形竹管 文を施文 している0 にぷい褐色 中央部床面

内面 にはヘ ラ ミガキが施 され ている。内 ・外面繊維脱痕あ り。 普通

第38号住居跡（第52図）

位置　調査区の中央部，B2g6区。

重複関係　中央部を東西に第11号境の周溝に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸〔4．40〕m，短軸〔3．80〕mの不整台形と推定される。

主軸方向　N－700－E

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　確認できる範囲ではほぼ平坦である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径42cm，短径30cmの楕円形で，深さ35cmで，主柱穴と思われるo P2－

p5は長径30－60cm，短径20－45。mの円形や楕円形で，深さが10～40cmである。いずれも性格は不明である0

一55－
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第52図　第38号住居跡実測図

0　　　　　　2m

ヒ＝二　一十二二∃

炉　確認することはできなかった。

覆土　第11号境の周溝の掘り込みで確認することができなかった0

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない○

所見出土遺物がなく，明確な時期を決定することができないが，第11号境との重複関係から古墳時代以前の

縄文時代と思われる。

第39号住居跡（第53図）

位置　調査区の中央部，B2j6区。

重複関係本跡の上に，第11号境による盛土がなされており，本跡が古い。北壁と南壁の一部は撹乱を受けて

いる。

規模と平面形・長軸〔3．35〕m，短軸2・43mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は15－18cmで，わずかに外傾して立ち上がる0

床　ほぼ平坦であるが，炉周辺がわずかにくぼんでいる。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径30cmの円形で，深さ12cmである。P2は長径25cm，短径20cmの楕円形で，

深さ28。mである。配列から主柱穴と思われる。

炉中央より北側に位置し，長径55cm，短径40cmの楕円形で，床面を数cm掘りくぼめた地床炉である。炉床は

赤変硬化している。

－56－



覆土　3層からなり，ローム粒子を含む褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である0

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　撹乱されているが，中央から縄文土器片14点，土師器片1点，剥片4点が出土している。第53図1の探

鉢は東壁中央の覆土下層から出土している。2・3は，縄文土器片の拓影図で，探鉢の胴部片である02は羽

状縄文が施されている。3は単節LRの縄文が施されている0　ト3は胎土に繊維を含む土器である0

所見　本跡の時期は，出土土器から縄文時代前期後半（黒浜式期）と考えられる0

0　　　　　　2m

←言　　一一一二」

第53図　第39号住居跡・出土遺物実測・拓影図

第39号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

l！；　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成

石英・長石

備　　考

P70　　　　　5％
第53図深　　鉢B（2．2）胴部下位から底部にかけての破片。胴部は底部からわずかに外反して立ち

1 縄文土器C〔8．4〕上がる。胴部には複節の縄文を施文している。底部は張り出し気味で上げ橙色
南壁中央覆土下層

底である。底部にはヘラミガキが施されている。内面繊維脱痕あり。 普通

第43号住居跡（第54図）

位置　調査区の東部，B3e3区。

重複関係　第23号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸（3．30）m，短軸2．50mで隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－880－E

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

－57－



ピット　5か所（P1－P5）。Plは径30crnの円形で，深さが15cmである。位置から主柱穴と思われる。P2は

長径35cm，短径25cmの楕円形で，深さ25cmである。P3け長径75cm，短径60cmの楕円形で，深さ55cmである。

P4は径40cmの円形で，深さ15cmである。P5は径55cmの円形で，深さ25cmである。性格は不明である。

炉　確認することができなかった。

覆土　7層からなり，不均一な堆積をしていることから，人為堆積と思われる。

土居解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子中量
4　褐　　色　ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
6　褐　　色　ローム小ブロック少量
7　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片41点が出土しているが，ほとんどが細片である。第54図1－4は縄文土器片の拓影図である。

1は探鉢の平口縁部片で，口唇部は無文で，下位に結節羽状縄文が施されている。2－4は探鉢の胴部片であ

る。2・3は単節RLとLRの縄文を交互に横位で施文し，羽状構成をとる。4は無節LとRの縄文を交互に

横位で施文し，羽状構成をとる。1－4は胎土に繊維を含む土器である。

所見1－4の遺物は本跡に伴うものと思われる。時期は，出土遺物が少なく決定するのが難しいが，出土土

器から縄文時代前期前半の（黒浜式期）と思われる。

軸ふ可

第54図　第43号住居跡・出土遺物実測・拓影図

1「／だ

第44号住居跡（第55図）

位置　調査区の南西部，B3e4区。

重複関係　本跡が，第1号陥し穴を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸2．68mの隅丸長方形である。

－58－
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主軸方向　N－16。－E

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，北東部にやや傾斜している。硬化面は確認できなかった。

ピット　Plは長径36cm，短径28cmの楕円形で，深さ18cmである。主柱穴と思われる。他は確認することがで

きず不明である。

炉　確認することができなかった。

遺物　縄文土器片45点，須恵器片1点，剥片7点が出土している。縄文土器片のほとんどが胴部細片で，口縁

部は少量である。第56図1－4は，縄文土器片の拓影図で，探鉢の胴部片である。1・2は棒状工具による沈

線文が施されている。3は内面に縦位のヘラミガキを施し，外面に横位の単節RLの縄文が施されている。4

は単節LRの縄文が施されている。4は縄文時代前期（黒浜式期）に比定されると思われる。5は剥片で，北西

コーナーの床面から出土し，6の剥片は覆土中から出土している。

所見　床面が露出した状態で確認されたので，覆土の堆積状況は不明である。出土遺物が少なく時期を決定す

ることが難しいが，1－3の土器から縄文時代前期後半（粟島台式期）と思われる。

叫

第55図　第44号住居跡実測図

劇噂
t二二二一　　　　　5

第56図　第44号住居跡出土遺物実測・拓影図

、、83cb

B

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿ニー一一＿＿　J

0　　　　　　　3cm

く＝＝＝⊃　　　　　6　　　　　L＿＿；　！
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第44号住居跡出土石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 帽 （cm） 厚 さ（cm） 重 量（g ）

第 56図 5 剥　　 片 3．1 1．5 0．6 2 ．9 チ ャー ト 北西 コーナー部床面 Q lO3

6 剥　　 片 2．8 1．6 0．5 2 ．1 チ ャー ト 覆土 中 Q lO4

第45号住居跡（第57図）

位置　調査区の南西部，B3f4区。

重複関係　第4号住居跡，第58号土坑に掘り込まれており，本跡が古い0また，本跡が，第46号住居跡を掘り

込んでいる。

規模と平面形　長軸2．55m，短軸（2．10）mで隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－890－W

壁　壁高は15－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，東側にやや傾斜している。

膠
0　　　　　　　3cm

L i　」

第57図　第45・46号住居跡・出土遺物実測・拓影図
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ピット　確認することができなかった。

炉　第4号住居跡に掘り込まれていると思われ，確認できなかった。

覆土　4層からなり，不均一な堆積をしていることから人為堆積であると思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量
4　褐　　色　ローム粒子微量

遺物　出土遺物は少なく，縄文土器片8点，剥片1点が出土しているのみである。第57図1・2は，縄文土器

片の拓影図で，探鉢の胴部片である01は内面を縦位のミガキが，外面に結節縄文が施されている。2は外面

縦位のミガキが施されている。3の剥片は西壁中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく時期を決定することが難しいが，重複関係と1・2の出土土器から縄文時代

前期後半（栗島台式期）と思われる。

第45号住居跡出土石製品観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第57図3 剥　　 片 2．9 1．7 0．9 3．5 チャー．ト 西壁中央部覆土中層 Q lO5

第46号住居跡（第57図）

位置　調査区の南部，B3f5区。

重複関係　第4・45号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸（2．40）m，短軸（1．35）mで，平面形は不明である。

壁　壁高は5cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　確認できなかった。

遺物　遺物は少なく，縄文土器片4点が出土しているのみである○ほとんどが胴部の細片である。第57図4・

5は，縄文土器片の拓影図で，探鉢の胴部片である。4は結節文が施され，縄文時代前期（黒浜式期）に比定さ

れると思われる。5は羽状縄文が施され，縄文時代前期（花積下層式期）に比定されると思われる。4・5は胎

土に繊維を含む土器である。

所見　本跡は，床面がほぼ露出した状態で検出されたため，炉や覆土の堆積状況は不明である。時期は，重複

関係から縄文時代前期前半（黒浜式期）以前と思われる。

第47号住居跡（第58図）

位置　調査区の中央部，C3b3区。

重複関係　第2号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸2．76mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－620－W

壁　壁高は15cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉を中心にやや硬化した面がある。
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ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径25cm，短径20cmの楕円形で，深さ20cmであるo P2は径20cmの円形で，

深さ5cmである。P3は長径35cm，短径25cmの楕円形で，深さ14cmである。配列からいずれむ主柱穴と思われ

る。P4は長径80cm，短径55cmの不整楕円形で，深さ20cmである0性格は不明である0

炉中央からやや北寄りに位置し，径55cmの不整円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地床炉である0炉床は，

火熱を受け赤変している。

炉土居解説
1黒褐色焼土粒子少量

覆土木の根の撹乱を受けているが，2層からなりレンズ状に堆積していることから自然堆積である0

土居解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子極微量

第58図　第47号住居跡実測図

旦26．0m

0　　　　　　　　　　1m
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第59図　第47号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物　縄文土器片16点，土師器片3点，石器1点，礫5点が出土している。胴部の細片がほとんどで口縁部・

底部片は微量である。第59図1の探鉢は，中央部東寄りの床面から出土している。2－4は，縄文土器片の拓

影図である。2は深鉢の口縁部片で，口唇部は無文で，無節Rの縄文が施されている。3・4は探鉢の胴部片

である。3は無節Lの縄文が施されている。4は半裁竹管による楕円区画文と円形竹管文が施されている。5

はナイフ形石器で北部の床面から出土している。

所見　遺物が少なく時期を決定するのは難しいが，出土土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と考えられる。

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第59図 探　　 鉢 B （5．0）胴部下位から底部にかけての破片。胴部は底部からわずかに内攣気味に立 長石・赤色粒子 P71　　　　 5 ％

1 縄文土器 C 〔8．0〕ち上がる。．胴部には半裁竹管による沈線を一施文されている。底部は平底で，明赤褐色 中央部床面

ヘラミガキが施されている。内面にわずかに繊維脱痕あり。 普通

石製品観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点

l

備　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

5 ナイフ形石器 5．2 2．2 1 ．2 9．1 安 山 岩 東部床 面 Q l O6

（2）竪穴状遺構

今回の調査で調査区中央部から3基の竪穴状遺構が確認された。当初，第22・25・26号竪穴住居跡として調

査した遺構については，炉等の内部施設が伴わないことや踏み固められた床面が確認されないことから，住居

を目的とした竪穴住居跡と区別できる。これらの遺構を第1－3号竪穴状遺構と改称した。以下，検出された

遺構の特徴と出土遺物について記載する。

第1号竪穴状遺構（第60図）

位置　調査区の東部，B3f2区。

重複関係　第3号竪穴状遺構に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．35m，短軸2．09mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　7か所（Pl－P7）。Pl－P3は径30－35cmの円形で，深さ16－21cmである。配列から主柱穴と思わ

れる。P4は長径85cm，短径65cmの楕円形で，深さ26cmである。P5－P7は長径35～45cm，短径20～40cmの円

形や楕円形で，深さ20－24cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　3層からなり，ローム混じりの暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
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第60図　第1号竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　2m
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遺物遺物が少なく，縄文土器片25点，剥片2点，礫3点が出土しているのみである0土器はほとんどが胴部

の細片である。第61図上5は，縄文土器片の拓影図である01は深鉢の口緑部片で・口唇部に貝殻条痕文を

施し，口縁部下位に無節Rの2段の庄痕文が施されている02は片口付深鉢の片口部片で，口唇部と外面に縄

文が施文されている。3－5は深鉢の胴部片である。3は太めの無節Lの縄文が縦横位に施されている04は

結節羽状縄文が施されている。いずれも縄文時代前期（黒浜式期）に比定されると思われる。5は単節LRの縄

文が施され，縄文時代前期（粟島台式期）に比定されると思われる06の剥片は覆土中から出土している0

所見　本跡の時期は，重複関係と1－4の遺物から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思われる0

0　　　　　　5cm
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第61図　第1号竪穴状遺構出土遺物実測・拓影図
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第1号竪穴状遺構出土石製品観察表

図版番号　種　別

計　　測　　値
石　質 出　土　地　点 備　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

黒曜石覆土中 QlO8
第61図6剥　　片2．9 2．9 0．9 5．2
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第2号竪穴状遺構（第62図）

位置　調査区の南部，C2e8区。

重複関係　第12号墳に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．26m，短軸2．30mの隅丸長方形である0

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は8cmで，緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径30cmの円形で，深さ36cmである。P2は長径33cm，短径25cmの楕円形で，

深さ24cmである。P3は長径45cm，短径35cmの楕円形で，深さ33cmである0いずれも性格は不明である0

覆土　3層からなり，暗褐色土が下層に堆積していることから人為堆積と思われる。

土居解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロ

ック極微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量

遺物　遺物が少なく，縄文土器片17点，貝片2点が出土しているのみである。土器はほとんどが胴部の細片で

ある。第62図1－3は，縄文土器片の拓影図で，探鉢の胴部片である01・2は単節LRの縄文が施され，3

は羽状縄文が施されている。1－3は胎土に繊維を含む土器である0いずれも縄文時代前期（黒浜式期）に比定

されると思われる。

所見　本跡の時期は，重複関係と1－3の土器から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思われる。

2　　　　　　3
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第62図　第2号竪穴状遺構・出土遺物実測・拓影図
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第3号竪穴状遺構（第63図）

位置　調査区の東部，B3f2区。

重複関係　第1号竪穴状遺構を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　一辺が3．20mの不整方形である。

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　3か所（Pl～P3）。P1－P3は長径30－45cm，短径20－45cmの円形や楕円形で，深さが11－16cmで

ある。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなり，ロームを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である。

土居解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化
粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　縄文土器片55点，土師器片7点，陶器片1点，礫13点が出土している。土器はほとんどが胴部片で，口

縁部，底部片は極微量である。第63図1－4は縄文土器片の柘影図である。1は探鉢の口縁部片で，口唇部に

縄文を施文し，外面に単節LRの縄文が施されている。2－4は深鉢の胴部片である。2－4はヘラ状工具に

より格子目文が施されている。

所見　本跡から土師器片・陶器片が出土しているが，後世の撹乱による混入と思われる。1－4の遺物は本跡

に伴うものと思われる。時期は，出土土器の文様の特徴から縄文時代前期後半（栗島台式期）と考えられる。

㊨
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第63図　第3号竪穴状遺構・出土遺物実測・拓影図
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（3）陥　し穴

第1号陥し穴（第64図）

位置　調査区の東部，B3e4区。

重複関係　第44号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．42m，短径1．24mの楕円形で，深さ116cmである。

長径方向　N－420－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面形は「Ⅴ」字形である0

底面　平坦である。

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子微量，炭化粒子極微量
2　黒　色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
3　黒褐色　ローム粒子極微量

⑥

TPl

第64図　第1・2・3号陥し穴実測図

4　黒褐色　ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム小ブロック微量
6　褐　　色　ローム粒子中量
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遺物　縄文土器片が覆土中から48点が出土している0第65図上5は縄文土器片の拓影図である01は深鉢の

口縁部片で，口唇部にヘラ状工具によってキザミを施し，外面は多条LRとRLの縄文を交互に横位で施文し，

羽状構成をとる。2－5は深鉢の胴部片である02は無節RとLの縄文を交互に横位で施文し，羽状構成をと

る。3は撚糸文が施されている。巨3は胎土に繊維を含み縄文時代前期（黒浜式期）に比定されると思われる0

4はヘラ状工具による洗練を施文している。縄文時代前期の（浮島正式期）に比定されると思われる05は貝殻

条痕文が施文されている。縄文時代早期の（田戸下層式期）に比定されると思われる0

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と思われる0時期は，出土遺物から縄文時代前期後半（粟島台式期）以前

と思われる。

第65図　第1号陥し穴出土遺物実測・拓影図
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第2号陥し穴（第64図）

位置　調査区の東部，B3e5区。

重複関係　第5号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1．68m，短径0．84mの長方形で，深さ106cmである0

長軸方向　N－420－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がるが，長軸方向の断面形は袋状を呈している。

底面　凹凸である。

覆土　6層からなる自然堆積である。

吾層莞説色。＿ム粒子多量，。－ム中プ。ツク中量　　　4黒褐色ローム小ブロック少量・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微　5　暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子中量

車　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見本跡は，遺構の形態から陥し穴と思われる。時期は・重複関係から縄文時代前期前半の（花積下層式期）

以前と思われる。

第3号陥し穴（第64図）

位置　調査区の中央部，C3al区。

重複関係　第2号溝，第12・17号住居跡，第41号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径2．54m，短径0・95mの長楕円形で，深さ98cmである0

長径方向　N－860－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面形は「U」字形である。

底面　平坦である。
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覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブ
ロック微量

遺物　縄文土器片10点が出土しているが，いずれも胎土に繊維を含む土器細片である。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と思われる。時期は，出土遺物から縄文時代前期（黒浜式期）と思われる。

（4）土　　坑

第10号土坑（第66図）

位置　調査区の東部，B3h3区。

重複関係　西側を第7号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長径2．10m，短径1．60mの不整楕円形で，深さ50cmである。

長径方向　N－860－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　凹凸がある。

覆土　9層からなる人為堆積である。

土層解説
1極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量
3　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量
8　褐　　　色　ローム粒子多量
9　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片41点，石器1点が出土している。第67図1－3は縄文土器片の拓影図である。1・2は探鉢

の波状口縁部片で貝殻条痕文が施されている。1・2は同一個体と思われる。3は探鉢の平口縁部片で，口唇

部を無文とし，その下位に縦位の単節RLの縄文を施している。14の打製石斧は覆土中から出土している。

所見　本跡の性格は不明である。時期は，出土遺物から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思われる。

第21号土坑（第66図）

位置　調査区の東部，B3e4区。

規模と平面形　径1．60mのほぼ円形で，深さ13cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる自然堆積である。中央部は木の根による撹乱を受けている。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子多量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片10点が出土しているが，いずれも細片である。第67図4の深鉢の胴部片は，内面は縦位のミ

ガキが施され，外面は縦位の撚糸文を地文に上位に半裁竹管による押引き刺突文が施されている。

所見　本跡の性格は不明である。時期は，出土遺物から縄文時代前期後半（興津式期）と思われる。

一69－



①＼ A25．8m　，

‾ヽ～／一一／‾

SKlO

2

3

KS

SK38

A26．。m

、　　　　　　、　‥・一

SK21

SK53

第66図　第10・21・32・38・47・53号土坑実測図
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第67図　第10・21・32・38・47・53号土坑出土遺物実測・拓影図
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第32号土坑（第66図）

位置　調査区の東部，B2hO区。

規模と平面形　長径2．35m，短径0．74mの楕円形で，深さ45cmである。

長径方向　N－220－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，短径方向の断面形は2段の逆台形である。

底面　2段になっており，低い方は平坦であるが，幅が狭い。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子微量，ローム小ブロック極微　3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中プロツ

2黒褐色昌＿ム粒子少量，。＿ム小プ。ツク微量　　　4暗褐色昌讐粒子喘。－ム小プ。ツク少量

遺物　縄文土器片21点が出土しているが，いずれも細片である0第67図5・6は縄文土器の拓影図で，探鉢の

胴部片である。それぞれ胎土に繊維を含み，太い撚糸文が施されている。

所見　本跡の性格は不明である。時期は，出土遺物から縄文時代前期前半（黒浜式期）と思われる0

第38号土坑（第66図）

位置　調査区の中央部，C2e8区。

重複関係　第12号境の周溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1．21m，短径0．84mの楕円形で，深さ65cmである。

長径方向　N－860－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層からなる自然堆積である。

土居解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ロームノトブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量

3　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ロー　6　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
ム中ブロック極微量
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遺物縄文土器片21点，剥片1点が出土しているが，いずれも細片である。第67図7－9は縄文土器片の拓影

図である。7は深鉢の口縁部から胴部片で，縄文を地文に口縁部には半裁竹管による押引文が2条施されてい

る。8・9は探鉢の胴部片である08は内・外面に貝殻条痕文が施されている。9は太い単節RLの縄文が施

されている。8・9は胎土に繊維を含む土器である015の石匙は覆土中から出土している。

所見　本跡の性格は不明である○時期は，出土遺物から縄文時代前期前半と思われる。

第47号土坑（第66図）

位置　調査区の東部，B2e7区。

規模と平面形　長径2．46m，短径1・04mの長方形で，深さ45cmである。

長軸方向　N－450－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム・大・中・小ブロック・ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
4　黒　　色　ローム粒子少量

5　黒　　色　黒色土粒子中量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
7　黒褐色　ローム小ブロック中量

遺物縄文土器片7点が出土しているが，いずれも細片である。第67図10は縄文土器片の拓影図で，深鉢のq

縁部片である。口唇部にヘラ状工具でキザミが施され，外面に貝殻庄痕文を施文している0

所見　本跡の性格は不明である○時期は，出土遺物から縄文時代前期後半の（浮島Ⅱ式期）と思われる。

第53号土坑（第66図）

位置　調査区の東部，B3g5区。

重複関係　第4号住居跡，第9号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長径1．90m，短径（1・45）mの楕円形と推定され，深さ16cmである。

長径方向　N－360－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム小ブロック微量

遺物縄文土器片34点が出土している。第67図1卜13は縄文土器片の拓影図である。11は深鉢の口縁部片で，

隆帯を貼付け単節LRとRLの縄文を交互に横位で施文し，羽状構成をとる。11は縄文時代前期の（花積下層

式期）に比定されると思われる012は探鉢の口縁部片で，口唇部は外反し波状貝殻文が施されている。12は縄

文時代前期の（浮島Ⅱ．式期）に比定されると思われる。13は深鉢の胴部片で，縄文を地文に結節沈線文が施され

ている。13は縄文時代前期の（粟島台式期）に比定されると思われる。

所見　本跡の性格は不明である○時期は，出土遺物から縄文時代前期の（粟島台式期）以前と思われる。
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縄文時代　土坑出土石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第67図14 打製石斧 （4 ．8） 6．2 2．1 （87．0） 雲母片岩 覆土 中 Q llO

15 石　　 匙 （3．0） 2．4 1．1 （5．8） 黒 曜 石 覆土中 Q ll l

（5）遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わない縄文土器や石器が出土している。ここでは，それらの出土遺物のうち，縄文

土器片については解説し，その他については実測図及び観察表で一括して報告する0

I　縄文時代早期の土器群（第68図11－13）

11・12は探鉢の胴部片で，貝殻条痕文が施されている○縄文時代早期の田戸下層式期に比定される。13は深

鉢の胴部片で，胎土に繊維を含み，内・外面に貝殻条痕文が施されている。縄文時代早期の茅山下層式期に比

定される。

I　縄文時代前期の土器群（第68・69図14－70）

1巨19は探鉢の口縁部片である。14は口縁部に縦位の隆帯を2条貼付け，外面にヘラ状工具による斜格子状

の沈線が施されている。15は多条RLの縄文が横位に施されている。16は多条LRの縄文が横位に施されてい

る。17・18は単節RLの縄文が施されている019は単節LRの縄文が横位に施されている。20～22は深鉢の胴

部片である。20は無節LとRの縄文を交互に横位で施文し，羽状構成をとる。21は外面に多条LRの縄文を横

位に施し，内面に貝殻条痕文が施されている022は外面に多条LRとRLの縄文を交互に横位で施文し，羽状

構成をとる。内面は横位のヘラミガキが施され七いる014－22は胎土に繊維を多量に含み・縄文時代前期前半

の花積下層式期に比定される。

23－27は深鉢の口縁部片である。23は組紐を2条一組として絡条体で施文されている。24・25は縦位の結節
I

羽状縄文が施されている。26は口唇部にヘラ状工具による斜位のキザミを施し，口縁部上位に半裁竹管による

2条の爪形文，下位に沈線文が施されている027は口唇部に斜位のキザミを施し，口縁部に無節Lのループ文

が4段に施されている。28－32は胴部片である028は上位に半裁竹管による爪形文を2条と菱形に沈線文が施

され，下位に単節LRの縄文が横位に施されている。29は口縁部下端に隆帯を貼り付け，下位に無節Rのルー

プ文が2段に施されている。30は無節Rのループ文が2段に施されている。31は口縁部と胴部の境に隆帯を巡

らし，外面に単節RLの縄文が施されている032は結節羽状縄文が施されている。23－32は胎土に繊維を含み，

縄文時代前期前半の開山式期に比定される。

33－39は探鉢の口縁部片である。33は単節RLの縄文が横位に施されている。34は無節Lの縄文が縦位に施

されている。35・36は上位に半裁竹管による結節状沈線文を2条施し，下位に矢羽状沈線文を施文している。

37は縄文を地文に半裁竹管による沈線が施されている038は上位に細い半裁竹管による結節状沈線文と下位に

矢羽状沈線文が施されている。39は4本の集合沈線で山形文が施されている040－44は深鉢の胴部片である。

40は単節LRの縄文が横位に施されている041は半裁竹管による縦位の沈線が施されている。42は4本の集合

沈線で波状文が施されている。43は縄文を地文に，半裁竹管による2本の沈線文を横位に施し，沈線間を磨り

消している。縦位の爪形文が施されている044は中位に隆帯を巡らし，上位に無節Lの縄文を横位に施し，下
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位にヘラ状工具による刺突文が施されている033－44は胎土に繊維を含み，縄文時代前期前半の黒浜式期に比

定される。

45は深鉢のロ縁部片で，貝殻波状文を地文に半裁竹管による沈線を施している046・47は深鉢片の胴部片で，

撚糸文を地文に半裁竹管による木葉状文が施文されている045－47は縄文時代前期後半の浮島I式期に比定さ

れる。

48－50は探鉢のロ縁部片である。48は口唇部にヘラ状工具による押圧を加え，波状口縁としている0外面に

貝殻波状文が施されている。49・50は貝殻波状文が施されている。51・52は探鉢の胴部片である051は貝殻波

状文が施されている。52は洗練文が施されている048－52は縄文時代前期後半の浮島Ⅱ式期に比定される。

53・54は探鉢の口縁部片で，口唇部にヘラ状工具による斜位のキザミ，その下に沈線が施され，下位に隆帯

を貼り付け，キザミが施される。55－59は深鉢の胴部片である055は中位に隆帯を貼り付け，ヘラ状工具でキ

ザミを施し，上位及び下位に沈線が施されている056は横位の平行洗練が施されている。57は縦位の平行沈線

が施されている。58は上位に爪形文，下位に縦位の沈線文を施した後・刺突文が施されている059は木目状撚

糸文が施されている。53－59は縄文時代前期後半の興津式期に比定される。

60－65は探鉢の口縁部片である。60は撚糸文を地文とし，上位に2条の押引き爪形文を施文し，間にキザミ，

下位に木葉文が施文されている。61は縦位の沈線を施した後，上位に横位の平行洗練文・下位に菱形文が施さ

れている。62は縦位の沈線を施した後，上位に平行沈線文が施されている。63は撚糸文を地文に，上位に変形

爪形文，下位に半裁竹管による2条の洗練が施されている064は半裁竹管による押引き爪形文と洗練文が交互

に施文されている。65は押引き爪形文が施されている。66・67は深鉢の胴部片で，撚糸文を地文に半裁竹管に

ょる洗練が施されている。63・66・67は同一個体と思われる060－67は縄文時代前期後半の諸磯a式期に比定

される。

68・69は探鉢の口緑部片である。68は口唇部に棒状工具による押圧を加え，波状口縁としている0外面は結

節羽状縄文が施されている。69は口唇部に隆帯を貼り付け，無節Lの縄文が施され・下位に結節洗練文が施さ

れている。70は深鉢の胴部片で結節沈線文が施されている068－70は縄文時代前期後半の栗島台式期に比定さ

れる。
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Ⅱ　縄文時代中期の土器群（第70図71－81）

71－77は探鉢の口縁部片である。71は斜格子状に沈線が施されている。72は斜格子状に沈線が施され，上位

に穿孔がある。73は複合口縁で，口唇部と口縁部下端にヘラ状工具による斜位のキザミが施されている。74は

縦位のヘラ削りが施され，輪積痕が見られる。75・76は横位のヘラ削りが施されている。77は口唇部に縄文，

外面に撚り戻しRRの縄文が施されている。71－77は縄文時代中期初頭に比定される。

78・79は探鉢の把手部片である。78は竹管による2条の沈線が左右に施されている。79は把手頂部にヘラ状

工具による2本の洗練，外面に半裁竹管による菱形文と押引き爪形文が施されている。79・80は縄文時代中期

前葉に比定される。

80は探鉢の口縁部から胴部片で，口縁部には隆帯と太い沈線によって楕円形に区画し，区画内に多条RLの

縄文を横位に施している。胴部には2本1単位の太い沈線を垂下させ，その間を磨消している。磨消帯間には

多条RLの縄文を縦位に施している。81は探鉢の胴部片で，単節RLの縄文を縦位に施し，2本の沈線間は磨

消帯である。80・81は縄文時代中期後葉の加曽利EⅢ式期に比定される。

Ⅳ　縄文時代後期の土器（第70図82）

82は探鉢の口縁部片で，縄文を地文に，ヘラ状工具による沈線と刺突文が施されている。83は縄文時代後期

前葉の堀之内式期に比定される。

縄文時代　遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第70図 探　　 鉢 B （3．1）胴部 か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。底部 は平底で 雲母 ・赤色粒 子 P 90　　　　　 5 ％

1 縄文土器 C 〔10．0〕 ある。 にぷい橙色

普通

第 1 号墳封 土中

2

探　　 鉢 B （3．2）胴部 か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。底部 は張 り出 石英 ・雲母 P 91　　　　 5 ％

縄 文土器 C 〔8．7〕 し気味 の平底で ある。 にぷい褐色

普通

第1号墳周溝覆土申

3

探　　 鉢 B （4．7） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴 部は外傾 して立ち上がる。平底。内面繊 長石 ・雲母 ・赤色 P 92　　　　　 5 ％

縄文土 器 C 〔13．4〕 維脱痕あ り。 粒子 ・

橙色　　　　 普通

第1 号墳周溝覆土中

（花積下層式期）

4

探　　 鉢

縄文土器

B （1．4）

C　 4 ．5

胴部か ら底部 にかけての破片。胴部は外傾 して立 ち上 がる。平底 。 雲母

明赤褐色

普通

P lO5　　　　 5 ％

表採

5

探　　 鉢

縄文土器

B （1 ．9）

C 〔6 ．0〕

胴部か ら底部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。平底 。 赤色粒子

橙色

普通

P lO6　　　　 5 ・％

表採

6

探　　 鉢 ・B （5．0）胴部 下端 か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。胴部外面 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 96　　　　　 5 ％

縄 文土器 C 〔11．6〕 は縦位 のへラ削 り後，ヘ ラ ミガキが施 されてい る。体部 は張 り出 し気味の 赤色粒子 第10号墳周溝覆土中

平底 である。 橙色　　　　 普通

第68図 探　　 鉢 B （2．1） 胴部下端か ら底部 にか けての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面 に単 長石 P 99　　　　　 5 ％

7 縄文土 器 C 〔11．0〕 節の縄文が施 され てい る。底部 は上げ底で，縄 文が施 されている。内 ・外 明赤褐色 第11号墳周溝覆土中

面繊維脱痕 あ り。 普通 （花積下層式期）

8

小形深 鉢 A 〔10．4〕 口縁部 か ら胴部 にか けての破片。 口縁部 外面 に貝殻背圧文 が施 されてい 長石 ・雲母 P ll1　　　　 5 ％

縄文土器 B （6．7） る。胴部 は外傾 して立 ち上が り，外面に単節 R L の縄 文が施 されている。 灰褐色 第11号墳周溝覆土中

内 ・外面繊維脱痕あ り。 普通 （花環下層式期）

9

探　　 鉢 B （6 ．7）‘胴部下端か ら底部 にかけての破 片。胴部 は外傾 して立ち上 が り，外 面に縄 長石 ・雲母 P lO2　　　　 5 ％

縄文土器 C 〔13 ．6〕 文が施 されている。底部は上げ底である。内 ・外面繊維脱痕 あ り。 橙色

普通

第12号墳周溝覆土中

（花積下層式期）

第70図 探　　 鉢 B （2 ．3） 胴部 下端か ら底部にかけての破 片。胴部 は外傾 して立 ち上 が り，単節 R L 石英 ・長石 ・雲母 ・ P lO3　　　　 5 ％

10 縄 文土器 C 〔8．2〕 の縄 文が施 されている。底部 は平底 である。 白色粒子

橙色　　　　 普通

第12号墳周溝覆土中
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土製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第70図 83 土器片錐 （4 ．8） 5．9 1．5 （芋0 ・8） 遺構外 D P　9

84 土器片錐 5 ．3 3．6 1．1 18 ．5 遺構外 D P lO

8 5 土器片錐 4 ．1 3．4 1．0 13 ．6 遺構外 D P l l

8 6 土器片錐 4 ．1 ，3．7 0．8 （12 ‘1） 遺構外 D P 12

石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第72図 87 石　　 鉄 （1．6） 1．3 0 ．3 （ 0．5） チ ャー ト 遺構外 Q 14 1

8 8 石　　 鉄 2．3 （1．5） 0 ．4 （ 0．9） チ ャー ト 遺構外 Q 14 2

89 石　　 鉄 2．5 （1 ．8） 0 ．7 （ 2．9） 瑠　　 璃 第 2 号 住居跡 中央部 床下 Q　 2　－

第7 0図9 0 ナイフ形石器 6．6 4 ．4 2 ．0 　 3 9．3 率　 璃 第12号住居跡南東部床面 Q　3 0

第7 1図9 1 磨　　 石 （5．6） 6 ．5 革．料 （2 33．5） 閃 緑 岩 第 1 号境南周溝覆土中 Q 12 0　 凹石 ・蔽石兼用

92 磨　　 石 （8 ．1） 8．4 2．9 （2 76．7） 砂　　 岩 第 1 号墳封土中 Q 12 1 凹石 ・蔽石兼用

93 凹　　 石 7 ．1 1 1．1 3．4 1 65 ．9 軽　　 石 第 1 号墳封土中 Q 12 2

94 磨　　 石 11 ．9 8．7 3．6 5 79 ．‾9 安 山 岩 第 1 号墳西側墳丘上 Q 1 23　 凹石兼用

9 5 磨製石斧 （占．2） 4．1 1．5 （13 ．5） 砂　　 岩 遺構外 Q 1 55

9 6 磨　　 石 （4 ．7） （4．2） 2．6 （70 ．1） 砂　　 岩 遺構外　 － Q 1 57

9 7 磨　　 石 （3 ．9） （5．2） 3．6 （9 1．2） 砂　　 岩 遺構外 Q 1 58

9 8 磨　　 石 ． （9 ．0） （5．3） 3．4 （2 15 ．4） 砂　　 岩 遺構外 Q 1 59　 凹石 ・敲石兼用

99 磨　　 石 10 ．6 7．0 ・ 4．9 580 ．4 凝 灰 岩 遺構外 Q 1 60　 凹石 ・蔽石兼用

第72図100 石　　 匙 2 ．3 1二3 0．4 1＿．0 黒 曜 石 遺構外 Q 156

第70図101 剥　　 片 1．2 3．0 0．4 1．6 チ ャー ト 第 3 号住居跡覆土 中 Q　 6

102 剥　　 片 4 ．7 3．0 1 ．3 14 ．6 チ ャー ト 第 3 号住居跡 覆土 中 Q　 8

10 3 剥　　 片 1．7 1．4 0 ．4 0．7 チ ャー ト 第 4 号住居跡 覆土 中 Q　 9

104 剥　　 片 2．1 3．7 0 ．7 3．0 チ ャー ト 第 4 号住居 跡覆土 中 Q l l
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3　弥生時代

弥生時代の遺構としては，竪穴住居跡7軒を検出した○以下，検出した遺構の特徴や遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第73図）

位置　調査区の西部，C2g4区。

重複関係　中央部を第1号境の周溝で南北に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．32m，短軸（2．20）mで不整長方形である。

主軸方向　N－820－W

壁　壁高は28cmで，なだらかに立ち上がる。

床　中央部は第1号境に掘り込まれているが，東・西壁付近は平坦である。

ピット　確認することができなかった。

炉　第1号境の周溝に掘り込まれているため確認することができなかった。

覆土　第1号境の周溝に掘り込まれなかった部分で2層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・黒色土粒子中量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子極微量

遺物　弥生土器片19点，土師器片6点，礫1点が出土しているが，土器は胴部細片が多い。第74図1－4は弥生

土器の壷で，東側中央の床面からまとまって出土している。5・6は，弥生土器片の拓影図である。5は広口

壷の頚部片で，外面に櫛歯状工具による縦区画文が施されている。6は広口壷の胴部片で，附加条一種（附加

2条）の縄文が施されている。7は礫で覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，床面から出土している2・3の器形の特徴・文様が龍ヶ崎市屋代B遺跡の第30・40号住

居跡出土のいわゆる屋代式と呼ばれる土器群に類似していることから弥生時代後期前半と考えられる0

A26．6m

ここさ」
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第73図　第1号住居跡実測図
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第74図　第1号住居跡出土遺物実測・拓影図

第1号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

し”＿－」　　」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成

砂粒・石英・長石

橙色

備　　 考

0％
第74図 広　口壷 B（8．9）頸部下位から胴部にかけての破片0胴部は内攣しながら頚部に至る。頚部 Pl　　　　 l o

東側中央床面

20％

1 弥生土器
は無文とし，胴部との境に6本の柿歯状工具による横走文を巡らし，胴部

は絡条体で施文されている。

胴部下位から底部にかけての破片0胴部は底部から外傾しながら立ち上が

普通

石英・長石・雲母

にぷい褐色
2

広　口壷 B（7．0） P2　　　　　　　 0

東側中央床面弥生土器 C　8．1
る。胴部には絡条体で施文されている0底部は張り出し気味の平底で，木

棄痕を残している。

頚部から底部にかけての破片0胴部は外傾しながら立ち上がり，頸部は外

普通

長石・雲母 P3　　　　 40％

3

広　口壷 B （11．2）

弥生土器 C　7．2
傾する。最大径を胴部下位にもつ0頚部は無文とし，胴部には附加条一種にぷい橙色 東側中央床面

10％

（附加2条）の縄文が施されている0底部は張り出し気味の平底で，木葉痕普通

石英・長石・雲母

を残している。

胴部から底部にかけての破片0胴部は底部から外傾しながら立ち上がる0

4

広　口壷 B（11．3） P4　　　　　　　 0

弥生土器 C　9．6
胴部には附加条一種（附加2条）の縄文が施されている0底部は平底で，木にぷい橙色 東側中央床面

業病を残している。
普通

石 －1品　 察

図版番号 種　別

計　　 測　　 値
石　質 出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

安山岩 覆土中 Q l
7 礫 3．7 4．4 1．2 18．0

一82－



第13号住居跡（第75図）

位置　調査区の中央部，B2j7区。

重複関係　中央部を第4号溝に，東・南部を第11号境の周溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸（5．50）m，短軸（4．26）mで隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，わずかに東側及び南側に傾斜する0

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さが32cmである。P2は長径36cm，短

径30cmの楕円形で，深さが63cmである。P3は径33cmの円形で，深さが62cmである。Pl～P3は配列から主柱

穴と思われる。

炉　中央部からやや南寄りにあり，第3号溝によって西半分が掘り込まれている。平面形は長径65cm，短径

（16）。mの楕円形と推定され，床面を掘りくぼめた地床炉である。

覆土　8層からなり，ロームを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量
2　黒　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロック中量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量
7　黒　　色　ローム粒子中量
8　極暗褐色　ローム粒子中量

皇
訂

l
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第75図　第13号住居跡実測図
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遺物　弥生土器片339点，土師器片19点，縄文土器片160点・土製品4点，石器2点，礫14点が出土している0

第76図1は弥生土器広口壷で，北東部の覆土下層から横位の状態で出土している02・3は弥生土器広口壷で・

中央部の覆土中から出土し，4の広口壷，14の球状土錘は中央部の覆土下層から出土している。5－13は弥生

土器片の柘影図である。5は広口壷の複合口縁部片で附加条一種（附加2条）の縄文が施されている06－8は

広口壷の頸吾附で，6は無文で，7は5本の櫛歯状工具による縦区画文と区画内に波状文が施されている。8

は上位を無文とし下位に附加条一種（附加2条）の縄文が施されている09－11は壷の胴部片で，9・10は附加

条一種（附加2条）の縄文が施され，11は絡条体で施文されている。12は壷の底部片で，外面に附加条一種（附

加2条）の縄文が施され，底部には木葉痕がある013は壷の胴部片で沈線内の縄文を磨り消している013は弥

生時代中期後半のものと思われる015の土製紡錘車，17の土製勾玉は西壁中央付近の覆土下層から，16の土製

紡錘車は南西部の床面から出土している018・19の石鉄は覆土中から出土している020の礫は南西部の覆土下

層から出土している。
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第76図　第13号住居跡出土遺物実測・拓影図
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所見　本跡から出土している縄文土器片・土師器片は，流れ込みと思われる。時期は，規模・平面形及び1の

弥生土器広口壷が龍ヶ崎市屋代B遺跡の第33号住居跡出土のいわゆる屋代式と呼ばれる土器群と類似している
1

ことから，弥生時代後期前半と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第76図 広　 口 壷 A 〔11．－2〕 口緑部 か ら底部 にかけての破片。複合口縁で， 口唇部 と口縁部 下端 に丸棒 石英 ・長石 ・雲母 P 3 1　　　　 7 0％

1 弥生土器 B 15．7 状工具 による押圧が施 されてい る。空賠 机こは 3 本の櫛歯状工具 による波状 黒褐色 北東部覆土下層

C　 7．3 文が巡 らされている。胴部 は絡条体で施文 されている。底部は張 り出 し気 普通

味の平底で，木葉痕 を残 している。

2

広　 口 壷 A 〔18．8〕 口縁部か ら頚部 にか けての破片。複合口縁で，口唇部にはヘ ラ状工具に よ 長石 ・雲母 ‘ P 3 2　　　　 －1 0％

弥生土器 B （3．6） る押圧が施 され， 口縁部中位 と下端に相 互に丸棒 状工 具に よ扇 り突文が施 樺色 覆土 中

されてい る。頸部 は 5 本の櫛歯状 工具に より縦 区画 し，区画内に波状 文を 普通

施 してい る。

3

広　 口　壷 B （5．3） 胴部か ら頸部下端 にかけての破片。頚部 と胴部 の境 に櫛 歯状工具 に よる波 石英 ・長石 P 33　　　　　 5 ％

弥生土 器 状文が施 されてい る。胴部は絡条体 で施文 さ．れている。 褐色

普通

覆土中

4

広　 口 壷 B （2 ．5） 胴部下端か ら底部 にかけての破 片。胴部 は絡条体 で施文 されている。底部 石英 ・長石 P 34　　　　　 5 ％

弥生土 器 C 〔7．2〕 は張 り出 し気味の平底で，木葉痕 を残 している。 灰褐色

普通

中央部覆土下層

土製品観察表

図版 番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地 ・点 備　　　　　 考

径 （cm） 長 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

14 球状土錘 3．3 3．3 0 ．9 2 9．2 中央部覆土下層 D P 3　　　　　　　　　　　　　　　　　 100 ％

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

15 紡 錘 車 5．2 1．7 0．7 4 1．6 西壁中央付近覆土下層 D P 4　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 00 ％

1 6 紡 錘 車 4 ．年 1．8 0．6 60 ．5 南西部床面 D P 5　　　　　　　　　　　　　　　　 1 00 ％

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考 ・

長 さ（cm） 幅 （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

1 7 勾　　 玉 4．1 3 ．0 0．2－0 ．4 16 ．5 西壁 中央付 近覆土下層 D P 6　　　　　　　　　　　　　　　　 1 00 ％

石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（。ふ） 重量 （g ）

18 石 ．鉄 （1．7） 2．0 0 ．5 （1 ．7） チ ャー ト 覆土 中 Q 33

1 9 石　　 鉄 （1．6） （1．5） 0 ．6 （1．3） 石　　 英 覆土 中 Q 34

2 0 礫 5．9 4．8 2 ．5 8 9．7 ・ 石　　 英 南西部 覆土 下層 Q 35

－85－



第14号住居跡（第77図）

位置　調査区の中央部，C2C9区。

重複関係　第2・4号溝に掘り込まれている。また，本跡が第15号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．57m，短軸4．44mの隅丸方形である。

主軸方向　N－580－E

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，全体的に硬化している。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径68cm，短径34cmの楕円形で，深さが23cmである。Plは炉1の廃棄後

に掘り込まれたピットである。P2は直径36cm，短径30cmの楕円形で，深さ37cmである。P3は，径25cmの円形

で，深さ12。mである。P1－P3は性格は不明である。

炉　2か所。炉Aは，中央部から西寄りにあり，平面形は長径118cm，短径53cmの楕円形で，床面を23cm掘り

くぼめた地床炉である。炉床は，中央部が特に火熱を受け著しく赤変し，長期間使用したと思われる。

炉Bは，中央部からやや北寄りにあり，平面形は長径44cm，短径42cmのほぼ円形で，床面を6cmほど掘りく

ぼめた地床炉である。炉床は，火熱を受けて赤変している○

第77図　第14号住居跡実測図

ノくミ孝一
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炉A土層解説
1　時赤褐色　焼土粒子多量，焼土′トブロック中量，ローム粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

炉B土層解説
1　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
2　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
3　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

覆土　4層からなり，ロームを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である。東壁付近が

木の根の撹乱を受けている。

土居解説
1　黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　弥生土器片84点，縄文土器片18点，剥片5点が出土している。第78図1は弥生土器広口壷で，南西部の

床面から横位で出土している。2・3は弥生土器広口壷で北東コーナーの床面から出土している。4は弥生土

毎瀞鶴茄逮一凱わ奴亀塩彿
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第78図　第14号住居跡出土遺物実測・拓影図
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器壷の底部片であり，中央部の東寄りの覆土下層から出土している。5－21は弥生土器片の拓影図である05

－10は広口壷の口縁部片である。5－7は複合口縁で口唇部から口縁部下まで附加条一種附加2条の縄文を施

文し，口縁下端に丸棒状工具による押圧が施されている。8は複合口縁で口唇部に附加条一種附加2条の縄文

を施文し，口縁は無文としている09は口唇部を丸棒状工具で押圧し小波状口縁としている。口縁は無文とし

ている。10は口唇部から口縁にかけ絡条体による撚糸文が施されている。1卜18は広口壷の頸吾附である。11・

12は縦区画の格子目文が施され，区画内に円形竹管文が施されている。11・12は同一個体と思われる。13は4

本の櫛歯状工具による縦区画文と波状文が施されている。14・15は7本の櫛歯状工具による横走文が施され，

下端に附加条一種の縄文が施され，羽状構成をとる。14・15は同一個体と思われる。17は上位を無文とし，下

位に附加条一種の縄文が施され，羽状構成をとる。17は6本の櫛歯状工具による縦区画と区画内に波状文と横

走文を交互に施し，下位に絡条体で施文している。18は櫛歯状工具による縦区画と波状文が施されている019

－21は壷の胴部片である。19は附加条一種の縄文が施され，羽状構成をとる。20・21は附加条一種の縄文が施

されている。22は剥片で覆土中から出土している。

所見縄文土器は流れ込みと思われる〇本跡の時期は，規模・平面形及び床面から出土した卜3土器の器種，

器形の特徴・文様が龍ヶ崎市屋代B遺跡の第30・40号住居跡出土のいわゆる屋代式と呼ばれている土器群と類

似していることから弥生時代後期前半と考えれる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂拉・石英 ・長石 ・

備　　 考

P 37　　　　 70％
第78図 広　 口 壷 A 〔15．0〕 口縁部 一部 欠損。複合 口縁 で， 口唇部 にはヘ ラ状工具 によるキザ ミが施 さ

1 弥生土器 B 19．8
れている。口縁部 か ら頚部 は無文 である。胴部上位 に最木径 を持 ち，外面 雲母 南部 床面

P 38　　　 ．10 ％

C　 7．0 は絡 条体 で施 文 されている。底部 は張 り出 し気味 の平底で・木葉痕 を残 し 褐色

ている。
奮通

砂粒 ・石英 ・長石 ・

2

広　 口 壷 B （3．5） 胴部下位か ら底部にかけての破 片○胴部 は外傾 して立 ち上 が り，外面 には

弥生土器 C 12 ．5 絡条体で施文 されている。底部は張 り出 し気 味の平底 で，木葉痕 を残 して 雲母 北東 コー ナー床面

P 39　　　　 5 ％

いる。 明褐色　　　 普通

長石 ・雲毎 ・白色

3

広 口 壷 A 〔16 ．8〕 口縁部か ら頸部上位にかけての破片0 口縁部 外面に附加条縄 文を施 文後・

弥生土器 B （4 ．6） 口縁下端 に丸棒状工具 による押圧が施 されている。頚部外面は無文で， 5 粒子 北西 コーナー床面

P 40　　　　 5 ％

本の櫛歯状工具 による縦区画文が施 されている。内面にはヘ ラ磨 きが施 さ にぷい赤喝色

れてい る。 普通

石 英 ・長石 ・白色

4

広　 口 壷 B （2．8） 胴部下位か ら底部 にか けての破片○胴部は底部か ら外傾 して立ち上が る。

弥生土器 C　 5．4 外面 に附加条一種 の縄文が施 されてい る○底部 は平底で・木葉痕 を残 して 粒子 中央部東 寄 り覆土

い る。
にぷい黄褐 色

普通

下層

石製品観察表

図版番号 種　 別
計　　 測．　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

Q 43

長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量（g ）

22 剥　　 片 2．9 1．4 1．0 2 ．5 石　　 英 覆土中

第18号住居跡（夢79図）

位置　調査区の西部，C2C4区。

重複関係　第1号溝に掘り込まれてい早。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸（1．66）mで隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－650－E

－88－
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第79図　第18号住居跡実測図
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壁　壁高は12cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，竹の根による撹乱が激しく硬化した面は確認できなかった。

ピット　確認することができなかった。

炉　中央部にあり，長径44cm，短径32cmの楕円形の範囲のみを確認することができた。

覆土　5層からなり，不均一に堆積することから人為堆積と思われる。東側は竹の根による撹乱が激しい0

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子・黒色土小ブロック中量，焼土粒子・ロー

ム小ブロック微量，炭化物極微量

3　極黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土小ブロ
ック・焼土粒子極微量

4　極赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子極微量
5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

遺物　弥生土器片3点，縄文土器片20点，石器1点が出土している。第80図1は弥生土器壷の底部で，西壁中

央付近の覆土下層から出土している。2は弥生土器片の拓影図で，ロ縁部片である。2は折り返しの複合口縁

で，口唇部から口縁部にかけ附加条一種の縄文が施され，頚部には櫛歯状工具による波状文が施されている。

3は磨石で，中央部西寄りの床面から出土している。縄文土器片は細片で流れ込みと思われる。

所見　出土遺物が少なく時期を決定することが難しいが，出土土器が絡条体で施文されているから弥生時代後

期前半と思われる。

瑞脚、〆ガ

第80図　第18号住居跡出土遺物実測・拓影因

－89－

0　　　　　　5cm

L　；：」



第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ．種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

胴部下位 か ら底部 にかけての破片。瀾 部 は底部か らわずか に外反 して立ち 石英 ・長石 P 49　　　　 5 ％
第80図 広　 口 壷 B （2．7）

1 弥生土器 C　 6 ．8 上 がる。胴部 は絡条体 で施文 されてい る○底部 は平底で，木葉痕 を残 して 橙 色 西壁 中央覆土下層

いる。
普通

石製品観察表

図版番号 種 ‘別

計　　 測 ・ 値
石　 質 出 ・土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm）

（3 ．9）

帽 （cm）

（6．1）

厚 さ（cm）

2．7

重量 （g ）

3 磨　　 石 （80 ．3） 安 山 岩 中央部西寄 り床面 Q 68

第21号住居跡（第81図）

位置　調査区の東部　B3el区。

規模と平面形　長軸〔4．82〕m，短軸（2・45）mで隅丸長方形と推定される。北半分は撹乱されている。

主軸方向　N－410－E

壁　壁高は38cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，全体によく踏み固められており，特に炉の周辺は硬化が著しい。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径18cmの円形で，深さ30cmである。P3は長径30cm，短径24cmの楕円形で

深さ6cmである。P4は径20cmの円形で，深さ41cmである。Pl・P3・P4は位置から壁柱穴と思われる。P2

は長径90cm，短径43cmの皿状の楕円形で，深さが24cmである。PZは貯蔵穴と思われる。

炉　中央部に位置し，平面形は長径25cm，短径18cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉である。

炉床は，中央部が火熱を受け赤変している。硬化面が著しいわりに炉床部の火熱の受け方が少なく使用頻度が

少ないように思われる。
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第81図　第21号住居跡実測図
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覆土　8層からなり，上層に黒色土，下層に黒褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である。

土層解説

1黒　色　ローム粒子・焼土粒子極微量
2　黒　　色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子微量

4　黒　　色　ローム粒子極微量

5　黒　色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
6　黒褐色　ローム粒子中量

7　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子極微量

遺物　弥生土器片83点，縄文土器片40点，土製品1点，石器1点，礫19点，剥片3点が出土している0第82図

1－16は弥生土器片の拓影図である。1～5は広口壷の複合口縁部片である01は口唇部には縄文を施し，ロ

縁下端に棒状工具による押圧がみられ，外面には櫛歯状工具による波状文が施されている02は口唇部に附加

て・・、・∴－∴・甘・・・・′．■　　　　　・‥・・・・
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第82図　第21号住居跡出土遺物実測・拓影図
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条一種の縄文が施されている。外面は無文である03・4は口縁下端を丸棒状工具による押庄後，口唇部から

口縁にかけて縄文が施されている。5は口唇部と口縁下端を丸棒状工具による押庄後，附加条一種の縄文を施

している。6－11は広口壷の頚部片である。6－8はヘラ状工具による格子目文が施されている09は3本櫛

歯による横走波状文が施され，下位に絡条体で施文されている。10は3本の櫛歯状工具による横走波状文が2

条施され，下位に附加条一種の縄文が施されている011は頸吾陀無文とし，下位に附加条一種の縄文が施され

ている。12－14は壷の胴部片である。12は網目状の撚糸文が施され，13・14は絡条体で施文されている。15●

16は壷の底部片である。15は底部に木葉痕があり，外面には附加条一種の縄文が施され，16は底部に木葉痕が

あり，外面に絡条体で施文されている。17は土製紡錘車でP2内の覆土上層から出土している。22のナイフ形

石器と18の礫は覆土中から出土している019の礫は北東部の覆土上層から，20の礫はP2内から出土している。

21の石英の敵石はP4付近の床面から，23の砥石は中央部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器が絡条体で施文されていることから弥生時代後期前半と思われる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第82図1－7 紡 錘 車 3．2 1．1 0 ．8 10．5 P 2内覆土上層 D P 7　 両面摩滅　　　　　　　　　 80％

石製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（C甲） 重量 （g ）

18 礫 ， 3．7 4．－8 1．4 20 ．3 石　　 英 覆土 中 Q 72

19 礫 5．8 4．6 2．7 85 ．4 石　　 英 北東部覆土上層 Q 7 3

20 礫 5．3 16 ．4 6．0 4 19．7 石　　 英 P 2内 Q 74 ．

21 蔽　　 石 9．4 14 ．4 8．7 103 3．8 ‘石　　 英 P 4付近床面 Q 7 5

22 ナイフ型石器 （2 ．5） 2．2 0．9 （5．7） チ ャー ト 覆土 中 Q 7 8

23 砥　　 石 12 ．9 1．6 2．3 67 ．0 粘 板 岩 中央部床面 Q 7 9

第34号住居跡（第83図）

位置　調査区の中央部，C2f8区。

重複関係　第12号境の周溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．12m，短軸［2・98］mで隅丸長方形と推定される。中央部と南側は撹乱されている。

主軸方向　N－520－W

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，全体に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径26cm，短径18cmの楕円形で，深さが50cmである。P2は長径（18）cm，

短径16cmの楕円形と推定され，深さ35cmであるo Pl・P2は位置から主柱穴と思われる。他は撹乱によって不

明である。

炉　中央部からやや西寄りに位置し，平面形は長径104cm，短径45cmの長楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉床は，中央部が特に火熱を受け赤変している。
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第84回　第34号住居跡出土遺物実測・拓影図

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土小ブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子少量

3　赤褐色　ローム小ブロック多量
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覆土　5層からなり，ロームブロックが不均一に堆積していることから人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子極微量
5　黒　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3黒褐色焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

遺物弥生土器片36点，縄文土器片20点，土師器片10点，石器1点，礫2点が出土している。土器はほとんど

が胴部・体部片で，口縁部，底部は微量である。第84図1・2は弥生土器広口壷である。1は南壁際の床面か

ら出土している。2は北西部の床面から出土している。3－10は弥生土器片の拓影図である。3は広口壷の口

層吾机から頚部上位の破片である○複合口縁で，口唇部には棒状工具による内・外面から交互の押圧があり，外

面には縄文が施されている○頚部は無文としている。4－6は広口壷の頸部片で，4・5は横位の斜格子目文

帯が施文されている。6は上位が無文で下位に附加条一種の縄文が施されている。7－10は壷の胴部片で，7

－9は附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。10は絡条体で施文されている。11のナイフ形石器は南西

コーナー部の床面から出土している012・13は礫で覆土中から出土している。

所見本跡の時期は，規模・平面形及び床面から出土している広口壷の器形の特徴・文様が美浦村根本遺跡第

18号住居跡出土のいわゆる屋代式と呼ばれる土器群と類似していることから弥生時代後期前半の住居跡と考え

られる。縄文土器片や土師器片は流れ込みと思われる。

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形 ，及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 － 胎土 ・色調 ・焼成

石英 ・長石 ・雲母

備　　 考

P 66　　　 10％
第84図 広　 口 壷 A 〔21．8〕 口縁部か ら頸吾障 かけての破 片○複合 口縁 で，口縁 部外面 に附加条一種 の

1 弥 生土器 B （8．0） 縄文が施文 され，下端 にヘラ状 工具に よる押圧 を施 している。頚部は無文 にぷい黄褐色 南壁際床面

0

であ る。

口縁部か ら頸苦闘こかけての破片○複合 口縁で， 口唇部 に内 ・外面か らヘ ラ

普通

石英 ・長石 ・雲母

2

広　 口 壷 1A 〔15．5〕 rp 67　　　　 5 ％

弥生土器 B （3．6） 状工具 による連続の押圧 を施 し， 口縁下端 はヘ ラ状工具に よる押圧が施 さ 灰黄褐色 北西部床面

れる。頸部 は無文であ る。 普通

Jl

石 製 品 観 察 表

図版番号 種　 別

計 ・ 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ・（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

安 山 岩 南西コーナー部床面 Q 96
11

12

ナイフ形石器

礫

（4．0）

2：8

2．2 0．7 （4．4）

1．2 0．7 1．8 石　　 英 覆土中 Q 97

Q 98
13 礫 2．7 3．9 0．’9 7．4 石　　 英 覆土中

第37号住居跡（第85図）

位置　調査区の西部，C2hl区。

重複関係第1号墳・第1号方形周溝遺構に掘り込まれている。また，狸等の動物による撹乱を縦横に受けて

いる。

規模と平面形　長軸3．75m，短軸3・20mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉を中心に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径20cmの円形で，深さが30cmである。配置からPlは主柱穴と思われる。

他の主柱穴は撹乱により不明であるo P2は長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さ16cmである。配置から出入

－94－
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第85図　第37号住居跡実測図

り口施設に伴うピットと思われる。P3・P4は径15－20cmの円形で，深さ10cmである0いずれも性格は不明で

ある。

炉　ほぼ中央部にあり，平面形は一辺が55cmの隅丸方形で・床面を10cmほど掘り込んだ地床炉である。炉床は

火熱を受けて赤変している。

炉土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

3　暗褐色　焼土粒子少鼠炭化粒子・ローム粒子極微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子極微量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子極微量

覆土　8層からなり，ロームブロックが不均一に堆積していることから人為堆積と思われる0

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極微量

3　黒褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子少量

幽遠

・二 』

さlhi

5　赤褐色　焼土粒子中量

6　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック中量

7　暗褐色　ローム粒子中量

8　褐　　色　ローム粒子少量

◎圏囁ヒ』cm
第86図　第37号住居跡出土遺物実測・拓影図
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遺物　弥生土器片10点，石製品1点，礫1点が出土している。第86図1は弥生土器広口壷で住居内床面全体か

ら出土している。2－7は弥生土器片の拓影図である。2は広口壷の口縁部片で，口唇部には縄文原体による

押圧が施され，外面には6本の櫛歯状工具による縦区画文が施され，区画内は無文としている。3は広口壷の

頸吾附で，櫛歯状工具による縦区画内に櫛歯状工具による波状文と横走文が施されている。4－7は壷の胴部

片で，外面には附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。8は石鉄で炉北側の床面から出土している。一9

の礫は南壁中央の覆土下層から出土している○

所見　時期は，規模・平面形及び出土土器の特徴・文様等が美浦村根本遺跡第31・36号住居跡出土のいわゆる

陣屋敷式と呼ばれる土器群と類似していることから弥生時代後期前半と考えられる0

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

P 69　　　　　 5 ％
第86図 広　 口 壷 B （2．5） 胴部下位か ら底部にかけての破片〇一胴部は底部か らわずかに外反 して立ち 石英 ・長石

1 弥生土器 C 〔7．4〕 上が る。附加条一種の縄文が施文 されてい る。底部は張 り出 し気味の平底 褐色 床全面

で，木葉痕 を残 している。 r普通

石製品観察表

図版番号 種 ．別

　 計　 i月

l

り　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

8 石　　 鉄 2．6 1．2 0．3 0．8 安 山 岩 炉北側床面 Q　 99

9 礫 4．5 4．6 2．1 4 8．7 石　　 英 南壁中央覆土下層 Q lOO

（2）遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わない弥生土器や礫が出土している。ここでは，弥生土器片については解説をし，

その他については実測図及び観察表で一括して報告する。

第87図7－11は弥生時代後期の土器群である。7は広口壷の口縁部から頸吾附で，複合口縁で口唇部と口縁

部に附加条一種の縄文が施され，頸吾瞳無文である。8－10は広口壷の頸吾附である。8は6本の櫛歯状工具

による縦区画文が施されている。9は6本の櫛歯状工具による縦区画文が施され，区画内に横走文が施されて

いる。10は6本の櫛歯状工具による横走文が施されている。11は胴部片で，附加条二種（附加1条）の縄文が

施され，羽状構成をとる。

弥生時代　遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様 －の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

P 93　　　　 5 ％
第87図 広　 口 壷 B （4 ．8） 胴部下位 か ら底部 にかけての破 片。胴部 は外傾 して立ち上 が り，外面 には 石英 ・長石 ・雲母

1 弥生土器 C 〔8 ．4〕 附加条一種 （附加 2 条）が施文 されている。底部は張 り出 し気味 の平底 で， 明赤褐色 第 1 号墳封土 中

P 94　　　　 5 ％

木葉痕 を残 している。 普通

長石 ・雲母

2

広　 口 壷 B （5．5） 胴部下位か ら底部にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，外面 には

弥 生土器 C 〔7・．5〕 附加条一種 （附加 2 条）が施文 されている。底部は張 り出 し気味の平底 で， 黒褐色 第 1 号墳封土 中

P 9 5　　　　 5 ％

木葉痕 を残 して．いる。 普通

石英 ・長石

3

広　 口 壷 B （2．7） 胴部下位か ら底部 にかけての破片0 胴部は外傾 して立ち上が り，外面には

弥生土器 C 〔5．8〕 絡条体が施文 されてい る。底部は張 り出 し気味の平底で，木葉痕を残 して 橙色 第 1 号墳封土 中

い る。 普通
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第87図　弥生時代遺構外出土遺物実測・拓影図
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　及　 び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第87図 広　口壷 B（2．0）胴部下端から底部にかけての破片。胴部は底部から外傾して立ち上がる。石英・長石・雲母 PlO7　　　　 5％

4 弥生土器 C〔7．4〕外面に附加条一種の縄文が施されている。底部は平底で，木葉痕を残して橙色 遺構外

いる。 普通

5

広　口壷 B（1．9）胴部下端から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，外面には石英・長石・雲母 PlO8　　　　 5％

弥生土器 C〔6．4〕附加条一種の縄文が施されている。底部は平底で，木葉痕を残している。橙色

普通

遺構外

6

広　口　壷 B（2．8）胴部下端から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，外面に絡石英・長石 PlOO　　　　 5％

弥生土器 C〔8．7〕条体が施文されている。底部は張り出し気味の平底で，木葉痕を残してい橙色 第12号墳周溝覆土中

る。 普通

土製品観察表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

12 紡 錘 車 3．7 3，2 0．6 4 8．7 遺構外 D P 8　　　　　　　　　　　　　　 1 00％
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石 製 品 観 察 表

図版番号 種　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第87図13

14

穂摘具（が

．礫

7．4 3．9 1．1 4 6．2 雲母片岩 遺構外 Q 16 1

3．1 2．2 1．6 9．2 石　　 英 第 4 号住居跡覆土中 Q 13

15 礫 7．1 7 ．8 ° 4 ．1 27 0．4 石　　 英 ‘第 4 号住居跡覆土中 Q 14

16 礫 6 ．7 3 ．＿5 2 ．5 75．7 石　　 英 第12号住居跡覆土中 Q　31

17 礫 4 ．2 4 ．3 2．7 69．8 石　　 英 ‘第33号住居跡中央部床下 Q　95

18 ‘礫 4 ．5 2 ．4 2．9 25 ．8 石　　 英 遺構外 Q 14 8

4　古墳時代

古墳時代の遺構としては，竪穴住居跡5軒，方形周溝遺構1基，古墳5基を検出した。以下，検出した遺構

の特徴や遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第88図）

位置　調査区の東部，B3i5区。

重複関係　第28号住居跡を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　一辺が3．00mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は8cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉を中心に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径25cmの円形で，深さ16cmである。P2は長径38cm，短径28cmの楕円形で，

深さ22cmである。Pl・P2は主柱穴と思われる○

炉　中央部からやや北西寄りに位置し，平面形は長径85cm，短径65cmの楕円形で，床面を8cmほど掘りくぼめ

た地床炉である。炉床は，中央部が特に火熱を受け赤変硬化している。

誓讐票赤褐色焼土粒子多量，焼土小ブ。ツク中量，炭化粒子少量　3暗赤褐色焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　極暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土粒子・灰少量

貯蔵穴　南東部に位置し，平面形は長径82cm，短径24cmの楕円形で，深さ27cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　占－ム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　4　褐　色　ローム粒子多量

覆土　5層からなり，暗褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量，焼土粒子極微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

遺物　北部を中心に土師器片60点，縄文土器片45点，弥生土器片26点，土製品1点，石器1点，剥片2点が出

土している。第89図1は土師器嚢で，炉を中心に床面から散在して出土している。2・3は土師器嚢で，北東

コーナー部の床面から出土している。4は土師器高杯で，南東部の床面から出土している。5は土師器台付嚢

の台部片で，北東部の覆土中から出土している。6は球状土錘で，北西コーナーの床面から出土している。7
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第88図　第2号住居跡実測図
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は砥石で，東壁中央付近の床面から出土している。

所見　本跡から縄文土器片・弥生土器片が出土しているが，流れ込みと思われる。北西部や南東部で床面から

焼土を確認していることから焼失家屋と思われる○時期は，炉付近の床面からの出土土器の器形の特徴及び文

様等から古墳時代前期（五領式期）と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備、　 考

第89図 襲 A 18．8 体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部から休部外面パケナデ。口縁 石英 ・雲母 ・赤色 P ．5　　　 30 ％

1 土 師 器 B （18．－7） 部は内攣気味に立ち上が り，口縁部

はくの字状に外傾する。

部内面パケナデ。 粒子 ．

橙色　　　　 普通

炉周辺床面

2

嚢． B （5．7．）底部から体部下端にかけての破片。 体部外面パケナデ。底部へラ削り。 石英 ・長石 ・赤色 P 6　　　　 10 ％

土 師 器 C　 7．8 平底。体部は内攣気味に立ち上がり，

口縁部はわずかに外反する。

内面輪積痕あり。 粒子

灰褐色　　　 普通

北東コーナー部床面

3

棄 B （．2．3）底部から体部にかけての破片。底部 体部外面パケナデ。底部へラ削り。 白色粒子 ・赤色粒子 P 7　　　　　 5 ％

土 師 器 C　 7．1 は張 り出し気味の平底。体部は内攣

気味に立ち上がる。

橙色

普通

北東コーナー部床面
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第89図　第2号住居跡出土遺物実測・拓影図

0　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　 種 計測値（印） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成

石英・長石・雲母

備　　 考

P 8　　　　　 5 ％
第89図 高　　 珂こA 〔16．6〕杯部片。土不部は外反して口緑部に至 杯部内・外面パケナデ。

4 土 師 器 B （3．0） る。
にぷい橙色

普通

南東部床面

0

5

台 付 襲

土 師 器

D 〔9．6〕

E （3．の

高台部片。台部はハの字状に開く。 台部内・外面パケナデ。 石英・長石

にぷい褐色

普通

P 9　　　　　 5 ％

覆土中

土製品観察表

図版 番 号 種　 別

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

D P l　　　　　　　　　　　　　 lO O％

径 （cm） 長 さ （cm） 孔 径 （m ） 重 量 （g ）

6 球 状 土 金垂 3．3 3．4 0．7－0 ．8 32 ．7 北 西 コー ナ ー 部 床 面

ー100－



石製品観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石 ‾質 出　 土　 地　 点 ．備　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第89図 7 砥　　 石 （18．8） 11．1 5．3 （1960．0） 砂　　 岩 東壁中央付近床面 Q 5

第3号住居跡（第90図）

位置　調査区の東部，B3d5区。

重複関係　第5号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸4．18mのほぼ方形である。

主軸方向　N－530－W

壁　上部は削平され不明であり，壁高は5cmで，垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，炉の周辺がやや踏み固められている。

ピット　Plは長径32。m，短径25cmの楕円形で，深さ26cmである。位置から主柱穴と思われるが，他は確認で

きなかった。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径55cm，短径45cmの楕円形で，床面を5cm掘りくぼめた地床炉である。

炉床は火熱を受け赤変している。

炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量　　3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

⑥＿l
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第90図　第3号住居跡実測図
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覆土　4層からなり，ローム・焼土を含む黒褐色土がレンズ状に堆積していることから自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　赤褐色　焼土粒子多量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片15点，縄文土器片38点，弥生土器片6点，剥片3点が出土している0土器はいずれも細片であ

る。第91図1は土師器高杯の口緑部片で，炉の中から出土している02の弥生土器広口壷の頸書跡ま，南壁中

央付近の床面から出土している。3－6は，土師器片の拓影図である03は土師器嚢のロ縁部片・4は土師器

嚢の体部片で，いずれも外面にパケ目整形が施されている05・6は土師器台付嚢の台部片で，内面は横位の

パケ目整形が施されている。

所見　本跡から縄文土器片や弥生土器片も出土しているが，いずれも流れ込みと思われる0時期は，出土土器

1・3・5・6の器形から古墳時代前期（五領式期）と考えられる。

第91図　第3号住居跡出土遺物実測・拓影図

藍

第 3 号 住 居 跡 出 土 遺 物 観 察 表

図 版 番 号 券　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴

杯 部 内 ・ 外 面 ナ デ 。 内 ・ 外 面 赤 彩 痕

胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

石 英 ・ 長 石 P l O 　　　　 5 ％
第 9 1 図 高　　 杯 B （ 2 ．8 ） 杯 部 片 。 杯 部 は 外 反 し て 口 縁 部 に 至

1 土 師 器 る 。 あ り 。 橙 色

普 通

炉 内

0

2

広 口 壷 B （ 6 ．0 ） 頚 部 片 。 頚 部 は 外 傾 し な が ら ロ 綾 部 頸 部 内 ・ 外 面 ナ デ 。 頚 部 下 端 に 櫛 歯 石 英 ・ 長 石 ・ 雲 母 P 1 1 　　　　 5 ％

弥 生 土 器 に 至 る 。 状 工 具 に よ る 横 走 文 が 巡 ら さ れ て い

る 。

橙 色

普 通

両 壁 中 央 付 近 床 面

第4号住居跡（第92図）

位置　調査区の東部，B3f4区。

重複関係　第45・46号住居跡，第53号土坑を掘り込んでいるため，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．25m，短軸4・60mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は25－46cmで，外傾して立ち上がる0

床　東壁際及びP6付近を除けばほぼ平坦で・中央部が特に踏み固められている。東壁に沿って長軸2・62m，

短軸1．35mの長方形で，高さ約6cmのベット状に高まった部分が検出された0地山を掘り残している。上面は・

ほぼ平坦で硬化している。

ピット　9か所（Pl～P9）。Plは径35cmの円形で，深さ40cmであるo P2は長径30cm・短径25cmの楕円形で，

深さが49cmである。P3は径50cmの円形で，深さ61cmであるo P4は長径55cm，短径35cmの楕円形で・深さ10cm

である。Pl～P4は配列から主柱穴と思われるo P6は径40cmの円形で言深さ35cmである0周辺の高まりと位
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置から出入り口施設に伴うピットと思われるo P7・P8は長径45cm，短径40cmの円形と楕円形で，深さ9cmと

21。。である。P4の補助柱穴と思われる。他の性格は不明である0

炉　中央から北西部に位置し，平面形は長径95cm，短径45cmの楕円形で，床面を12cmほど掘りくぼめた地床炉

である。炉床は，中央部が特に火熱を受けて赤変硬化していることから，長期間使用されたものと思われる0

炉土層解説

1極暗赤褐色焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子　4　黒　褐　色ローム粒子少量渦土粒子・ローム′トブロック微量

；悪霊蓋至芸芸濃慧言霊呈炭化粒子微量；買ぷい赤褐≡三三三……三，二三恵蓋薫≡‡‡芸子少量
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貯蔵穴　P6の南東部に位置し，平面形は長径70cm，短径55cmの不整楕円形で，深さ45cmである。
貯蔵穴土層解説
1黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　3　極暗褐色　炭化粒子多量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量，　4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

炭化物微量

覆土13層からなり，中層から下層にローム・焼土を含む黒褐色土が不均一に堆積していることから焼失時に

堆積したものと思われ，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　黒　　色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多量

8　黒褐色　ローム小ブロック中量，炭化物少量
9　黒褐色　ローム粒子少量

10　黒褐色　焼土粒子多量
11黒褐色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック中量
12　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒

子少量

7　黒褐色　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　13　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・ローム中・小ブロック中量

遺物　土師器片105点，縄文土器片88点，弥生土器片24点，剥片10点，礫2点出土している。第93図1の土師

器器台は，炉付近の床面から正位の状態で出土している。2の土師器器台は，南東部の床面から横位の状態で

出土している。3の土師器嚢は，東壁付近の床面から出土している。4の土師器嚢は，中央部の床面から横位

の状態で出土している。5の弥生土器広口壷は，北西部の覆土中から出土している。

所見　本跡は，焼土や炭化材・炭化物が覆土中層から床面にかけて遺構全体から検出されたことから焼失家屋

と思われ，焼失後に埋め戻されたものと考えられる。時期は，規模・平面形及び床面からの出土土器の器形の

特徴・文様等から古墳時代前期（五領式期）の4世紀前葉と考えられる。縄文土器片や弥生土器片は流れ込みで

ある。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第93図

1

器　　 台 A　 8．5 脚部一部欠損。脚部 はハの字状 に開 脚部外面縦位 のハゲナデ，内面横位 石英 ・長石 P 1 2　　　　 95％

土 師 器 B　 8．4 く。l器受部 は内攣気味 に外傾 して立 のパケナデ。器受部端部横 ナデ，外 橙色 炉付近床面 ．

D l O．1

E　 5．0

ち上が る。 面縦位 のパケナデ， 内面 ナデ。内 ・

外面赤彩 。

普通 脚部下端二次焼成

2

器　　 台 A　 7．2 器受部 ・脚部一部欠損。‘脚部はハの 脚部外面縦位 のパ ケナデ， 内面横位 石英 ・長石 P 1 3　　　　 85％

土 師 器 B　 8 ．4 字状 に開 く。器受部は内攣気味に外 のパ ケナデ。器受部端部摩滅，外面 にぷ い褐色 南東部床面

D　 8 ．0

E ＿　5 ．2

傾 して立 ち上がる。器受部整形 後，

脚部張 り付け。

縦位 のパ ケナデ， 内面へ ラナデ。 普通

3

棄 A　20 ．5 口縁 部一部欠損 。底部 は張 り出 し気 口縁部外面縦位のパ ケナデ，内面横 石英 ・長石 P 14　　　　 90 ％

土 師 器 B　27 ．2 味の平底 。体部は内攣気 味に立 ち上 位 のパ ケナデ。体部外面横位のパケ にぷい褐色 東壁付近床面

C ・ 8．1 が り，口縁部 は くの字状 に外傾す る。

体部 中央部 に最 大径 を持 つ。

ナデ ，内面へラ磨 き。底部 へラ削 り。 普通

4

台 付 棄 A 〔20．8〕 台部 欠損 。底部 か ら口縁部 にかけて 口縁部か ら体部内 ・外面ナデ。台部 長石 P 15　　　　 70％

土 師 器 B （2 5．8） の破 片。体部 は内攣気味 に立 ち上が

る。 口縁部 は くの字状 に外傾する。

体部 中央部 に最大径 を持つ。

剥離。 にぷい橙色

普通

中央部床面

5

＝量＝．ヨ互 B （3．1） 底部 から胴部下端 にか けての破片。 体部外面に縄 文を施 している。底部 石英 ．二雲母 ・白色 P 1 6　　　　　 5 ％

弥生土器 C　 6．8 体部 は内攣気味 に立 ち上が る。底部

は張 り出 し気味 の平底。

に木葉痕あ り。 粒子

橙色　　　　 普通

覆土 中

第12号住居跡（第94図）

位置　調査区の東部，C3bl区。

重複関係　第17号住居跡，第41号土坑，第3号陥し穴を掘り込んでいる。また，第2号溝跡，第3号土坑に掘

り込まれている。
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規模と平面形　長軸6．22m，短軸5．36mの長方形である。

主軸方向　N－350－．W

壁　壁高は14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁下と東壁下の一部で確認される。上幅15～25cm，下幅5－15cmで，深さ12cmである。断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦であり，炉を中心に南側がよく踏み固められている。

－106－



ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径40cmの円形で，深さ15cmであるo P2は長径45cm，短径38cmの楕円形で，

深さ11cmである。P3は長径65cm，短径40cmの楕円形，深さ9cmである。位置から主柱穴と思われるo P4は長

径35cm，短径28cmの楕円形で，深さ47cmである0出入り口施設に伴うピットと思われる。P5は径25cmの円形

で，深さ7C。である。性格は不明である。

炉　中央部から南側に位置し，平面形は長径92cm，短径66cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉

である。炉床は火熱を受け赤変している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　明赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック炭化粒子少量

4　極暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　灰　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック少量

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積である0

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片45点，弥生土器片9点，石器1点，礫21点出土している0土器はほとんどが胴部片・体部片で，

口縁部，底部片は微量である。第95図1の土師器高杯，2の土師器器台は，南東部の床面から出土している。

3の土師器台付嚢の台部，6の土師器嚢の底部片は北東コーナー部の床面から出土している04の土師器高杯

と5の土師器嚢は，南西コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態及びコーナー部周辺の床面からの出土土器の器形の特徴・文様等から判断し

て古墳時代前期（五領式期）と考えられる。弥生土器片は流れ込みである0

第95図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 　 備　　 考

P 25　　　　 50％第95図 高　　 杯 A 17．9 杯部片。杯部は内攣気味に外傾して 杯部外画料位のヘラ削り，内面横ナ 石英・長石・白色

1 土　師器 B （6．8）立ち上がる。 デ。 粒子

明赤褐色　　 普通

北東部床面

2

器　　 台 D 〔12．2〕脚部片。脚部はハの字状に開く。脚 脚部内・外面ナデ。 石英・長石 P 26　　　　 35％

土 師器 E （7．2）部に穿孔あり。 明赤褐色

普通

北東部床面
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第95図 台 付 棄 D 〔9．6〕 高台部片。台部 はハの字状 に開 く。 台部外 面縦位 のパケナデ，内面斜位 石英 ・長石 P 27　　　　　 5 ％

3 土 師 器 E （5．4） のパケナデ。 橙色

普通

北東 コーナー床面

4

台 付 棄

土 師 器

D 〔13．0〕

E ＿（3．8）

高台部片。台部 はラッパ状 に開 く。 台部外 面縦位 のヘラ磨 き。 石英 ・長石

にぷい橙色

普通

P 28　　　　　 5 ％

南東 コーナー床面

5

襲 B （12 ．9） 体部片。休部 は内攣気味 に立 ち上が 体部外 面縦位 のヘラ磨 き，内面 に輪 石英 ・長石 P 29　　　　 5 ％

土 師 器 る。休部上位 に最大径 を持つ。 積痕 。 にぷい橙色

普通

南東 コーナー床面

6

棄 B （1．6） 体部下端か ら底部 にか けての破片。 休 部外 面縦位 のヘラ削 り。 長石 ・雲母 P 30　　　　　 5 ％

土 師 器 C 〔9．2〕 底部 は張 り出し気味 の平底。体部 拝

外傾 して立 ち上が る。

にぷい赤褐色

普通

北東 コーナー床面

第33号住居跡（第96図）

位置　調査区の北東部，B2b8区。

重複関係　西側を第10号境の周溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸5．82m，短軸（5．10）mで長方形と推定される。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。ピット周辺は貼床である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P5は長径76cm，短径48cmで，深さ72cmと34cmである。P2は径48cmの円形

で深さ42cmである。P3は長径60cm，短径45cmの楕円形で，深さ49cmである。P4は長径55cm，短径45cmの楕円

形で，深さ53cmである。Pl～P4は配列から主柱穴と思われる。P5は位置からPlの補助柱穴と思われる。

P6は長径55。m，短径40cmの楕円形で，深さ55cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

P4土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

5　褐　　色　ローム中ブロック中量

6　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

7　暗褐色　ローム中ブロック少量

炉　2か所。炉Aは中央部からやや北西寄りに位置し，平面形は長径120cm，短径55cmの楕円形で，床面を5

。mほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は火熱を受け赤色硬化している。長期間使用したものと考えられる。

炉Bは中央部からやや南東寄りに位置し，平面形は長径42cm，短径35cmの楕円形で，床面を4cmほど掘りく

ぼめた地床炉である。炉床は火熱を受けやや赤変している。

炉A土層解説
1黒褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土　2　極赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量

大ブロック極微量　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量

炉B土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量　　　2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

貯蔵穴　P6の東部に位置し，平面形は径40cmの不整円形で，深さ46cmである○

貯蔵穴土層解説
1　黒　　色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量

3　褐　　色　ローム小ブロック中量

4　褐　　色　ローム小ブロック多量

覆土　4層からなり，暗褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然堆積である。床下の掘り方は中央部

が平坦で，中央部から壁方向に徐々に掘り込まれ深くなっている○

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子中量

掘り方土層解説
5　暗褐色　ローム粒子中量（床非常に硬化している部分）

6　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量（床硬化部）

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム小ブロック中量（床硬化部）

8　暗褐色　ローム粒子中量（床硬化部）
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第97図　第33号住居跡実測図（2）

遺物土師器片65点，縄文土器片44点，弥生土器片5点，石英片1点出土している0第98図1の土師器高杯，

3・4の土師器器台，7の土師器粗製器台は炉A付近の床面から，2の土師器高杯は南東部の覆土中層から出

土している。5の土師器壷は中央部の覆土下層から出土している06の土師器壷は東壁際の覆土下層から出土

している。

こ－　－　　－　　1
ゝ、

蟄
）も

第98図　第33号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡の時期は，床面から出土している遺物の器形の特徴・文様等から古墳時代前期（五領式期）の4世紀

中葉と考えられる。縄文土器片と弥生土器片は流れ込みである。

第33号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第98図 高　　 杯 A 〔19．2〕 杯部 片。杯部 は外傾 して立 ち上が り，杯部外面斜位 のパ ケ‘ナデ後 ，横 ナデ。 石英 ・長石 P 5 9　　　　　 5 ％

1 土 師 器 B （2．9） 口縁部 に至る。 内面横 ナデ。内部赤彩。 橙色

普通

炉 1 付近床面

2

高　　 年

土 師 器

D 〔12．0〕

E （3．2）

脚部 片。脚部はラ ッパ状 に開 く。 脚部 内面横位 のパ ケナデ。外面摩耗。 砂粒 ・赤色粒子

橙色

普通

P 6 0　　　　　 5 ％

南東部覆土 中層

3

器　　 台 D 11．6 脚部 片。脚部はラ ッパ状 に開 く。脚 脚部外面縦位 のパ ケナデ後，縦位 の 石英 P 6 1　　　　 40％

土 師 器 E （5．1） 部 に 3 孔 。 ヘ ラ磨 き。内面パケナデ。外面赤彩。 にぷ い赤褐色

普通

炉 1 付近床面

4

器 ．　 台 D 〔14．4〕 脚部 片。脚部はラ ッパ状 に開 く。脚 脚部外面縦位 のパ ケナデ。 内面横位 石英 ・長石 ・雲母 P 6 2　　　　 10％

．土 師 器 E （4．3） 部 に穿孔 あ り。 のパ ケナデ後，縦位のノ＼ラ削 り。 橙色

普通

炉 1 付近床面

5

＝土ご∃互 A 〔7．釘 休部 か ら口縁部 にかけての破片。体 口縁部外面縦位のパ ケナデ。体部外 石英 ・雲母 P 63　　　　 10 ％

土 師 器 B （4．8） 部 は内攣気 味に立ち上 が り， 口縁部

はわずかに外傾 する。

面ナデ。 口縁部内面輪積痕。 浅寅橙色

普通

中央部覆土下層

6

士互E A 〔9．2〕 休部 か ら口縁部 にかけての破片。体 口縁部内両横ナデ。 罠石 ・小礫 P 64　　　　 10 ％

土 師 器 B （6．9） 部 は内攣気 味に立ち上 が り口縁部 に

至 る。

明赤褐色

普通

東壁際覆土下層

7

粗製器台 B （4．3） 器受部か ら脚部上位 にかけての破片。 器受部 ・脚部外面へ ラ削 り。 石英 ・長石 ・赤色 P 65　　　　 10 ％

土 師 器 脚部 はハの字状 に開 くと思 われる。 粒子

にぷい橙色　 普通

炉 1 付近床面

（2）方形周溝遺構

第1号方形周溝遺構（第99図）

確認状況　第1号境の墳丘西方下で確認された。南西部は第1号境の周溝で削平されている。

位置　調査区の西部，ClfO区。西に霞ケ浦を望む舌状台地の傾斜部に位置する。

重複関係　第37号住居跡を掘り込んでいる。また，第1号境の盛土下にあり，本跡が古い。

規模　方台部は，東西方向が8．00mで，南北方向は確認できたのが（5．00）mである。平面形は方形と推定され

る。

周溝　上幅1．85－2．40m，下幅0．80－1．35m，深さ0．7mで，断面形は逆台形状である。覆土の堆積状況は下

層は自然堆積であり，上層は第1号境の盛土である。

周溝土層解説
A－A′

1褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭化粒　1暗褐色　ローム小ブロック中量
子微量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中・小ブロ

ック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ロ．－ム粒子少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
6　極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロ

ック・ローム粒子微量

7　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

8　灰褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒

子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子中量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
9　褐　　色　ローム粒子少量
10　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子極微量
11黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量
12　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
13　暗褐色　ローム粒子中量
14　黒褐色　ローム粒子微量



⑥

A26．2m

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L　．；　　　一二」

第99図　第1号方形周溝遺構実測図

遺物　周溝の覆土中から縄文土器片35点が出土している。いずれも小破片であり，図示できるものはない。す

べて流れ込みで，本跡に伴うものでない。

所見　本跡の時期は限定できないが，重複関係から弥生時代後期から古墳時代後期の間と考えられる。埋葬施

設は検出されなかったが，性格的に方形周溝墓と思われる。

（3）古墳

下郷古墳群は12基からなる古墳群とされていた（1）。その内の2基が調査区域内に存在する（2）ため調査を行っ

た。また，調査区中央部で新たに3基の古墳が検出され，今回，合計5基の古墳を調査した。土浦市教育委員

会と協議の結果，調蚕以前から確認されていた2基の古墳を第1号填，第2号墳とし，新たに検出された古墳

は検出順に第10号填，第11号填，第12号墳とし調査した。以下，検出された遺構及び遺物について記載する0

第1号墳（第100－103図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林と竹林であった。墳丘の保存状況は比較的よく，調査以前からその存在
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⑥

第100図　第1号墳実測図（1）

0　　　　　　　　　　　　5nl」

が確認されていた。しかし，調査の過程において周溝及び墳丘が後世の墓壕や抜根によって撹乱されているこ

とが確認された。

位置　調査区西部，C2f2区を中心に検出されている。西に霞ケ浦を望む舌状台地の傾斜部に位置する。本跡

の西に向かって傾斜がみられる。また，約70m北側に第2号境がある。

重複関係　第1号溝，第39・40号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。また，第1・36・37号住居跡を掘り

込んでいる。

墳形及び規模　円墳。西側の周溝は斜面部で4分の1ほどが削りだされている。墳丘の正確な規模は不明であ

るが，南北で約17．8mほどである。
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第101図　第1号墳実測図（2）

墳丘　高さは1．50mで，封土部分の高さは1・25mである0標高26・3－26・4mのところで旧表土と考えられる黒

褐色土が検出された。盛り方は西側の傾斜部を盛りながら水平に盛り土している。下層は，ローム小ブロック

及びローム粒子を含む暗褐色土で，おおむね締まりがある0中層は，黒褐色土・暗褐色土で厚さ10－40cmの層

から構成されており，おおむね締まりがある。上層は，ローム小ブロック及びローム粒子を主体とする10－30

cmの褐色土の層で構成され，締まりは弱い。
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第102図　第1号墳実測図（3）

0　　　　　　　　　　　　3m
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第103区l　第1号墳埋葬施設実測図

醇ミ／

二　／

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿．＿l．＿‥＿」

β。 10cm

」＿＿＿＿⊥＿＿　」

第104図　第1号墳出土遺物実測・拓影図両

周溝　墳丘の4分の3を取り囲むように構築されている0西側は斜面部で削りだされている。規模は，上幅

3．1～4．2m，下幅1．2－2．4m，深さ0・6－1・1mで断面形は逆台形状及びU字状である0覆土の堆積状況は自然

堆積である。下層は墳丘の盛土流失によるローム粒子を多量に含む褐色土が堆積し，中層から焼土及び炭化粒

子を微量に含む黒褐色土が堆積している。
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埋葬施設　墳頂部直下のやや南寄りの部分から検出された。石材が抜き取られているが，箱式石棺と思われる。

正確な規模と平面形は不明であるが，掘り方の平面形は長方形と考えられる。主軸方向はN－100－Wである。

掘り方の断面形は短径方向で逆台形状を呈している。

遺物　土師器片125点，須恵器片110点，縄文土器片1052点，弥生土器片63点，陶磁器片10点，剥片15点，古銭

3点が出土している。墳丘の遺物は，第103・104図1の土師器杯が埋葬施設設置部の東側から正位の状態で出

土している。2・3の土師器杯，5の須恵器薩は，東側の墳丘上から出土している。4の土師器嚢は北東部の

縁辺部から出土している。7の須恵器壷は北東部から出土している。11の石棺片は埋葬施設内から出土してい

る。周溝の遺物は，6・9の須恵器魅と8の須恵器嚢は墳丘東側から周溝底部にかけて散在して出土している。

10の埴輪片は封土中から出土している。

所見　縄文土器片・弥生土器片や剥片は墳丘造築時の盛土の中に含まれていたものである。大阪府陶邑窯MT

15期併行の5の須恵器旗やTK47－MT15期併行の8の須恵器聾が墳丘上に散在していることから，本跡の時

期は，古墳時代後期（6世紀前葉）と考えられる。

⊂二二⊃　‖
第105図　第1号填出土遺物実測・拓影図（2）
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墳丘土層解説

A－A′

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

4　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・黒色土小ブロッ
ク少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・黒色土粒子少量

7　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

9　黒褐色　黒色土小ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒

子少量
0　1　2　3　4　5　6　7　8　9　0　1　2　3　4　5　61　1　1　1　1　1　1　1　1　1　2　2　2　2　2　2　2

7　8　9　0　1　2　3　4　5　6　72　2　2　3　3　3　3　3　3　3　3

褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

暗褐色
黒褐色
褐　　色

黒褐色
暗褐色
黒褐色

黒
褐
暗
暗
暗
暗
暗
暗
褐

褐色

ローム粒子多量

炭化粒子多量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム粒子・黒色土粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色土粒子少量

炭化粒子多量，ローム粒子少量

炭化粒子極多量，ローム粒子少量
色　ローム粒子多量

褐色　ローム粒子多量

褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

褐　　色

黒褐色
黒褐色
黒褐色

閥
褐
閥
褐

褐
極
暗
極
暗

炭化粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

一
一

ロ
　
ロ

ム粒子中量，ローム小ブロック少量

ム粒子中量，炭化粒子少量

黒色土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ

ロック微量

炭化粒子・ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

炭化粒子・ローム粒子中量

炭化粒子多量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子極微量

色
色
色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色土粒子少量

黒色土小ブロック中量，ローム粒子・黒色土粒子少量

ローム粒子多量，

黒褐色　黒色土粒子多量，

暗褐色　ローム粒子中量，

暗褐色　ローム粒子中量，

微量

38　暗褐色　ローム粒子中量，

39　暗褐色　ローム粒子中量，

ローム小ブロック中量

ローム粒子少量

黒色土粒子少量

黒色土粒子少量，黒色土中ブロック

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量

D－D′

1褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・砂極微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，砂極微量

3　褐　色　ローム粒子中量，黒色土粒子少量，ローム小ブロック

微量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，黒色土中ブロッ

ク・黒色土粒子少量

5　暗褐色　黒色土粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム粒子

少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，黒色土粒子

微量

7　暗褐色　ローム粒子多量

8　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量

9　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブ
ロック微量

0　1　2　3　4　5　6　71　1　1　1　　1　1　1　　1

暗
褐
褐
黒

褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
色　ローム粒子多量，

色　ローム粒子多量

褐色　ローム粒子少量，

褐　　色　ローム粒子多量，

暗褐色　ローム粒子中量，

暗褐色　ローム粒子多量，

褐　　色　ローム粒子多量

砂微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック微量

砂少量

B－B′

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色
4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

14　暗　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

17　黒　褐　色

18　暗　褐　色

19　暗　褐　色
20　暗　褐　色

21褐　　　色

22　褐　　　色

23　褐　　　色

ローム小ブロック少量

ローム粒子中量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック少量

ローム中・小ブロック中量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム小ブロック少量

ローム粒子少量
ローム小ブロック中量

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量
ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量

ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量　（18層より粘性が強い）

ローム粒子少量，黒色土粒子極微量

黒色土中ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子少量

黒色土粒子中量

C－C′

1褐　　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量
5　褐　　　色　ローム中ブロック少量
6　暗　褐　色　黒色土大ブロック中量
7　褐　　　色　ローム粒子少量
8　褐　　　色　ローム粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量
10　暗　褐　色　ローム小ブロック微量
11褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
12　明　褐　色　ローム粒子少量
13　褐　　　色　ローム小ブロック少量
14　にぷい褐色　ローム大・中ブロック少量
15　明　褐　色　ローム小ブロック少量

E－E′

1暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，黒色土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子中量，黒色土粒子少量
5　極暗褐色　黒色土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　黒色土粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
8　黒　褐　色　黒色土粒子多量，黒色土小ブロック中量，ローム粒

子少量
910111213141516171819202122232425262728293031

－119－

褐　　　色　ローム粒子多量
暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色土粒子少量
極暗褐色　ローム粒子・黒色土粒子中量，ローム小ブロック微量

褐暗
褐

色 ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
色　ローム粒子中量

褐　　　色　ローム粒子少量
暗　褐　色　ローム粒子少量

褐　　　色　黒色土小ブロック少量
暗　褐　色　ローム粒子少量
暗　褐　色　ローム粒子少量，黒色土中ブロック微量
褐　　　色　ローム粒子少量
暗　褐　色　ローム小ブロック少量

暗　褐　色　ローム粒子少量
褐　　　色　ローム粒子少量
暗　褐　色　ローム粒子微量
黒　褐　色　黒色土小ブロック少量
褐　　　色　ローム小ブロック少量
褐　　　色　ローム中ブロック少量
暗　褐　色　ローム粒子少量
褐　　　色　ローム粒子少量
暗　褐　色　ローム小ブロック中量
褐　　　色　ローム粒子少量
褐　　　色　ローム小ブロック少量



F－F′

1　黒褐色　炭化粒子極微少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子・黒色土中ブロック中量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子中量（5層よりしまりが強い）
7　褐　　色　ローム小ブロック少量
8　暗褐色　ローム中ブロック少量
9　褐　　色　ローム小ブロック中量，黒色土中ブロック少量

埋葬施設士層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　褐　　色
4　極暗褐色
5　暗褐色
6　黒褐色
7　暗褐色

ローム粒子多量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量
ローム粒子中量
ローム粒子多量，焼土粒子極微量
ローム粒子中量
ローム粒子多量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック極微量
9　褐　　色　ローム粒子多量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック極微量
11黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
12　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
13　暗褐色　ローム粒子多量
14　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量
15　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
16　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
17　褐　　色　ローム粒子多量
18　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

第1号墳出土遺物観察表

G－G′

1　褐　　色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック少量

3　褐　　色　黒色土粒子中量

4　褐　　色　黒色土中ブロック中量

5　褐　　色　ローム粒子微量

6　暗褐色　黒色土粒子微量

H

 

l

H

褐　　色　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量

3　褐　　色　ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム小ブロック・黒色土中ブロック・黒色土粒子中量

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第1 04図 ゴ不 A 14 ．3 口縁部 一部 欠損 。丸底。帯部は内攣 口縁部 内 ・外面横 ナデ。底 ・体部外 石英 ・長石 P 7 5　　　　 9 5％

1 土 師 器 B　 4 ．8 気 味に立ち上が り，口縁 部は軽 く内

傾 する。

面へ ラ削 り， 内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

埋葬施設東側

2

杯 B （2 ．2） 底部 か ら体 部にかけての破片。平底。 体部外面斜位 の手持 ちへ ラ削 り。底 石英 ・長石 ． P 76　　　　 1 0％

土 師 器 C ・7 ．0 体部 は外傾 しなが ら立ち上がる。 部手持 ちへ ラ削 り。内面黒色処理。 にぷい橙色

普通

墳丘上東側

3

杯 A 〔14．0〕 体部 か ら口縁 部にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナ デ。体部外面横 石英 ・長石 ・白色 P 77　　　　　 5 ％

土 師 器 B （4．7） 部 は内攣 しなが ら立ち上 が り，口縁

部 との境 に稜 を持 つ。口縁 部は外 反

する。

ナデ後，ヘ ラ ミガキ。内 ・外面赤 彩。 粒子

にぷい褐色

普通

墳丘上東側

4

謹
：瓦

B （13．3） 休部 から頸部 にかけての破 片。体部 体部 内 ・横 ナデ。内 ・外面 に輪積 痕。 石英・長石・赤色粒子 ・P 79　　　　 1 0％

土 師 ．器 は内攣 しながら頚部 に至 る。 外面摩滅。 にぷい橙色

普通

墳丘上東側

5

施 由（11．3） 底部 から頚部 にかけての破 片。丸底。 頚部 に櫛歯状工具‘による波状文。体 長石 P 86　　　　 2 0％

須 恵 器 休部 は内攣 しなが ら頸部 に至 る。頸 部 にも同 じもの による押 し引 き刺突 外面　 黒色 墳丘上北東部

部 はくの字状 に外 反する。体部上位 文が施 され てい る。底部外面へ ラ削 内面　 褐灰色

に円孔 を穿 つ。 り後， ナデ。 良好

6

施 B （8．1） 底部 から体部 にかけての破 片。丸底。 休部 に櫛歯状工具 による波状文が施 長石 P 87　　　　 2 0％

須 恵 器 内部 は内暫 しなが ら立 ち上 がる。 され ている。底部外面へ ラ削 り後，

ナデ。

褐灰色

普通

墳丘上東側

7

・＝l＝．雲互 B （1 0．9） 底部 から体部 にかけての破 片。丸底。 体部外面縦位の平行叩 き後，下位横 長石 P 88　　　　　 5 ％

須 恵 器 休部 は内攣 して立 ち上が る。 ナデ。 内面横 ナデ。 灰色

普通

墳丘上北東側

第 10 5図

8

棄 A 〔2 8．4〕 底部 から口縁部 にかけての破片 。丸 口唇部断面三角形で内 ・外面横 ナデ。長 石 P 89　　　　 5 5％

須 恵 器 B　5 7．8 底。体部 は内攣 して立 ち上 がる。頸 口縁部下位 に櫛歯状工具 による波状 灰色 墳丘上東側 か ら周

部 は くの字状 に外 反 し，口縁部 に至 文が施 され る。頸部内 ・外面 ログロ 普通 溝底部

る。 口縁部 と頚部 に 2 条 の稜 を巡 ら ナデ。体部か ら底部外面縦位の平行

している。 叩 き， 内面 同心円の当て具痕。

第 1 04図 施‘ A 〔10．6〕 口縁部 か ら頸部 にかけての破片。頸 口縁部 内 ・外面 ロクロナデ。頸苦闘こ 長石 P 1 12　　　　 5 ％

9 須 恵 器 B （2 ．8） 部 は外傾 して，ロ縁 部に至 る。口廟 櫛歯状工具 による波状文が施 されて オリー ブ黒色 墳丘上東側 か ら周

部 と頚部 に稜 を持 つ。 いる。 普通 溝底部



土製品観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 形 態 ・調 整 技 法 等　 の　特 ‾徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第104図

10

円筒埴輪 B （7．1）外面縦パケ。内面へラナデ。内面に輪積痕。パケ目－1．2cm 内に7本。 長石・雲母・赤色粒子

橙色

普通

D P 13　　　　 5 ％

南東部封土中

石製品観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石 ・質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第105図11 石 棺 材 （10．2） （10．1） （3 ．3） （293．3） 雲母片岩 埋葬施設内 Q 124

第2号墳（第106図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林であった。墳丘の遺存状況は比較的よく，調査以前からその存在が確認

されていた。しかし，古墳の大部分が調査区城外にあり，調査の過程において周溝の一部が確認されたのみで

ある。

位置　調査区北西部，B2el区を中心に検出されている。西に霞ケ浦を望む舌状台地の傾斜部に位置する。ま

た，約70m南側に第1号境がある。

墳形及び規模　円墳。墳丘の高さは1．25mである。径は〔12．0〕mと推定される。

墳丘　墳丘は残存しているが調査区域外である。

周溝　墳丘を取り囲むように円形に構築されていると思われるが，南側の一部を調査したのみである。調査区

内での規模は上幅（2．2）m，下幅（1．7）m，深さ0．4mで断面形はU字状である。覆土の堆積状況は自然堆積で

ある。

周溝土層解説

1暗褐色　黒色土中ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色土中ブロッ

ク少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブ

ロック少量

5　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期を決定することができないが，古墳群の構成から古墳時代後期と考えられる。

第10号墳（第107図）

現況と確認状況　第2号境の東側約20mのところに板石10枚以上が積み重ねられ，その上に「建徳院殿」「明

治40年」と銘のある石両が示巳ってあった（1X2ニ昭和55年当時，林道を敷設する際に破壊されてしまった。調査

前の現況は林道で分割された山林であった。墳丘は植林によって削平されていた。調査によって周溝及び主

体部の一部が確認された。

位置　調査区北部，B2e6区を中心に検出されている。舌状台地の平坦部に位置する。

重複関係　北西部の一部が調査区城外に延びており，中央を南北に林道が通っている。第33・34号住居跡を掘

り込んでおり，本跡が新しい。また，本跡が第3号溝，第11号境の周溝に掘り込まれており，本跡が古い。

墳形及び規模　前方後円墳。全長26．4m，後円部径16．0m，前方部最大幅13．5mである。墳丘は削平されてい

るため不明である。

墳丘主軸方向　N－480－E

－121－
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第106図　第2号墳実測図
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第107図　第10号墳実測図

去、こ∴　i
10　　　　　　　　　4

周溝　墳丘を取り囲むように構築されていたと考えられるが，北西方向に削平されている。規模は前方部にお

いては上幅1．4～1．6m，後円部においては上幅2・4－4・1mである。下幅0・8－1・8m，深さ0・3－0・8mで断面形

は逆台形状及びU字状である。覆土の堆積状況は自然堆積である。下層は墳丘の盛土流失によるローム粒子を

含む暗褐色土が堆積し，中層から焼土粒子を微量に含む黒褐色土が堆積している。

－123－



周溝土層解説
1　黒褐色
2　黒　　色

3　黒褐色
4　黒　　色

5　黒褐色
6　極暗褐色
7　暗褐色

ローム粒子微量，焼土粒子極微量
黒色土小ブロック多量，ローム粒子少量
ローム粒子中量
ローム粒子中量，黒色小ブロック少量
ローム粒子少量
ローム粒子中量
ローム粒子少量

8　黒褐色
9　暗褐色
10　黒褐色
11黒　　色
12　暗褐色
13　暗褐色

ローム粒子少量，黒色土粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子微量，焼土粒子極微量
黒色土中ブロック中量，ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム粒子・黒色土小ブロック少量，焼土粒子・ロー
ム小ブロック微量

埋葬施設　前方部の中央北東寄りから検出された。石材は抜き取られているが底部に雲母片岩片が散在し，北

東部に粘土塊が認められた。箱式石棺と思われる。北西部が林道にかかり調査区域外であるが，主軸方向は

N－400－Eである。上面は削平を受けているため，正確な規模と平面形は不明であるが，掘り方の平面形は

隅丸長方形と考えられる。掘り方の断面形は短径方向で逆台形状を呈している。

埋葬施設士層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，黒色土粒子少量

第108図　第10号墳埋葬施設実測図

ヽ′

0　　　　　　　　　　　　　2m」

遺物　土師器片3点，縄文土器片115点，弥生土器片5点，土師質土器片1点が出土している。縄文土器片や

弥生土器片は流れ込みである。遺構に伴う遺物は出土していない。

今回の調査では，埋葬施設からは石棺の破片と思われる雲母片岩が出土したのみである。過去に埋葬施設か

ら直刀・刀子・鉄鉱等が出土したと言われる（3）が，詳細については不明である○

所見　本跡は，墳形及び規模，埋葬施設から出土したと言われる遺物から古墳時代後期（6世紀前葉）と考えら

れる。

第11号墳（第109図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林であった。墳丘は林道敷設によって削平されており，調査以前には存在

が確認されてい’なかった。調査によって周溝のみ確認された。

位置　調査区中央部，B2j6区を中心に検出されている。舌状台地の平坦部に位置する。本跡の北側に第10号

噴，南側に第12号境がある。

重複関係　中央を南北に林道が通っている。第10号填，第13・35・38・39号住居跡を掘り込んでいる。また，

第3号溝に掘り込まれている。所々植林により撹乱を受けている。

墳形及び規模　円墳。墳丘は削平されていて不明であるが，規模は径約18．0mと考えられる。

周溝　墳丘を取り囲むように円形に構築されている。林道で分割されるが，仝周している。規模は上幅2・1－

3．9m，下幅0．5－1．7m，深さ0．5－1．1mで断面形は逆台形状である。覆土の堆積状況は自然堆積である。下

層は墳丘の盛土流失によるローム粒子や小石含む暗褐色土，中層から腐植土を含む黒褐色土が堆積している。
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第109図　第11号墳・出土遺物実測・拓影図
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周溝土層解説

1　黒　　色

2　黒褐色

3　極暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　極暗褐色

ローム粒子微量，焼土粒子極微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，小石微量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

黒色土中ブロック少量，ローム粒子極微量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

8　黒褐色　ローム粒子中量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小プロシク・黒色土中ブロッ

ク微量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

埋葬施設　確認することができなかった。

遺物　土師器片5点，縄文土器片80点，弥生土器片4点が出土している。いずれも周港内からの出土である。

第109図1の土師器高杯は周溝の覆土中から出土している。2は土師器嚢の頚部片の拓影図で，内・外面パケ

ナデである。遺物はいずれも流れ込みである。

所見　本跡は，第10号境との重複関係から古墳時代後期の6世紀前葉以降と考えられる。

第11号墳出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

P lO 1　　 10％
第1 09図 高 ．　 杯 B （3．3） 脚部片。脚部 はハの字状 に開 く。杯 脚部内 ・外面縦位のヘ ラ削 り。杯部 石英 ・長石 ・白色

1 土 師 器 E （2．1） 部 は内攣気味に外傾 して立ち上がる。 内面 に指圧痕。 粒子 ・赤色粒子

にぷい橙色　 普通

周溝覆土中

第12号墳（第110図）

現況と確認状況　調査前の現況は山林及び竹林であった。墳丘は林道敷設によって削平されており，調査前は

その存在が確認されていなかった。調査によって周溝及び主体部が確認された。

位置　調査区西部，C2d6区を中心に検出されている。舌状台地の平坦部に位置する。本跡の西側に第1号填，

北側に第11号境がある。

重複関係　第34号住居跡，第2号竪穴遺構，第38・67号土坑，第1号道路状遺構を掘り込んでいる。植林によ

る撹乱を受けている。

墳形及び規模　方墳。周溝の北側と南側が撹乱されているため正確な規模は不明であるが，東西約13・Om，南

北約〔13．2〕mと考えられる。墳丘は削平されていて不明である。

周溝　墳丘部を取り囲むように方形に構築されている。南部及び北部が撹乱されているが，仝周していたと考

ぇられる。規模は上幅0．9－1．5m，下幅0・4－0・9m，深さ0・2mで断面形はU字状である。覆土の堆積状況は

自然堆積である。

周溝土層解説

A－A′

1極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，砂微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

B－B′

1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量，焼土粒子極

微量

4　暗褐色黒色土小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　3　極暗褐色　ローム粒子・黒色土小ブロック少量

埋葬施設　中央部の北寄りで検出された箱式石棺である。主軸方向はN－200－Wである。石棺の規模は掘り

方から長軸2．64m，短軸1．02mの長方形であったと推測できるが，林道造成時に石棺は抜き取られ，削平され

ている。掘り方の平面形は長方形である○全体に石棺材として使用されたと考えられる雲母片岩の破片が散在

し，その下から白色粘土が検出された。
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第110図　第12号墳実測図

51¶」

2m

仁一．　L　＿二二∃

埋葬施設士層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・白色粘土ブロック少量，炭化粒子微量　5　暗　褐　色　ローム粒子・雲母細片少量

2　暗褐　色　炭化粒子・ローム粒子・白色粘土ブロック・砂粒少量　6　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　7　にぷい褐色　ローム粒子・白色粘土ブロック・山砂中量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，砂粒少量　　8　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，雲母細片中量

遺物　土師器片2点，須恵器片1点，縄文土器片30点，弥生土器片1点が出土している。縄文土器片と弥生土

器片は流れ込みと思われる。第112図1の土師器抑ま周港内から出土している。埋葬施設の遺物は，2－4の

石棺材の破片だけである。

所見1の出土土器は本跡に伴うものと考えられる。古墳時代後期の6世紀前半と考えられる。
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D

d叫

第111図　第12号墳埋葬施設実測図

篭司

C二二二＞12
第112図　第12号墳出土遺物実測図

第12号墳出土遺物観察表

彗挙ミ≧≧

二、、／シ：：

⊂二二二⊃　4

0　　　　　　2m

ヒ「一一十一一二∃

0　　　　　　　　　　　　　10cln

L　＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」

⊂二二二フ
0　　　　　　　　　10cm

「　…l　　」

図版番号器　種計測値（cm） 詩　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴

ロ緑部横ナデ。体部外面横位のヘラ

胎土・色調・焼成備　　考

石英・雲母 PlO4　　　10％

周溝覆土中
第112図珂こA〔13．2〕底部から□緑部の破片。丸底。休部

1 土師器B（3．6）は内攣して立ち上がり，口緑部に至

る。

削り。内面横位のヘラ磨き。 橙色

普通

石製品観察表

図版番号種　別

計　　測　　値
石　質 出　土　地　点 備　　考

長さ（m）

（14．4）

（11．8）

（15．1）

幅（cm）

（12．1）

厚さ（cm）

3．3

重量（g）

第112図2

3

4

石棺材

石棺材

石棺材

（575．9）雲母片岩埋葬施設内 Q138

（8．0）

（13．4）

1．7 （266．6）雲母片岩埋葬施設内 Q139

2．2 （581．9）雲母片岩埋葬施設内 Q140
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註

1土浦市教育委員会　『土浦の遺跡』1984・3

2　土浦市教育委員会　『下郷古墳発掘調査報告』1981・3

3　土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場　関口満氏より資料を賜る。

（4）遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わない土師器が出土している。これらの出土遺物については実測図及び観察表で一

括して報告する。

二　心」ク2　』cm
第113図　古墳時代遺構外出土遺物実測図

古墳時代　遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 r種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ・ 手　 法　 の 一　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

P l O9　　　 40％
第11 3図 ゴ不 A 〔1 5．2〕 底部か ら口縁部 にか けての破片。九 口縁部 外面横 ナデ後 ，ヘラ磨 き。体 石英 ・雲母

1 土 師 器 B （5．7） 底。休部 は．内攣 して立 ち上が り， 口

縁部 との境 に稜 を持つ。 口縁部 は外

反す る。

部外面横位 のヘラ削 り，内面剥離 。 樟 色

普通

遺構外

2

惑臣
瓦

B （2．0） 休部下端 か ら底部 にかけての破片。 体部外面縦位のヘ ラ磨 き，内面 ナデ。 石英 ・長石 ・小礫 P 97　　　　 5 ％

土 師 器 C 〔10．6〕 平底 。体 部は外 反 して立ち上 がる。 底部手持 ちへ ラ肖画 。 橙色

普通

第10号墳 周溝覆土

中

5　奈良・平安時代

（1）遺構外出土遺物

今回の調査で，奈良・平安時代に伴う遺構は検出されていないが，当該期の遺物が若干出土しているので，

実測図及び観察表で一括して記載する。

第114図7は須恵器嚢の口縁部片，第12号境の周溝の覆土中から出土したものである。外面は斜位のヘラ削

り後，横ナデが施されている。
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第114図　奈良・平安時代遺構外出土遺物実測・拓影図

奈良・平安時代　遺構外出土遺物観察表

図 版 番 号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

P 8 0　　　　 10％
第 1 14図 杯 B （1．9） 底 部 か ら体 部 に か け て の破 片。平 底 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ。 底 部 手 持 石 英 ・長 石 ・雲 母

1 須 恵 器 C 〔6．8〕 休 部 は 外傾 して 立 ち 上 が る。 ちヘ ラ削 り。 黄 灰 色

普 通

第 1号 墳 撹 乱 内

2

高 台 付 杯 A 〔15．6〕 高 台 部 か ら口 縁 部 に か け て の破 片。 ロ緑 部 か ら体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 長 石・白色粒子 ・小礫 P 81　　　　 30 ％

須 恵 器 B　 5．5 体 部 は 下 位 に稜 を有 し， 外傾 して 立 休 部 下 端 回転 へ ラ削 り。 底 部 回転 へ 黄 灰 色 第 1 号 墳 撹 乱 内

D 〔10．0〕

E　 l．2

ち上 が り， 口緑 部 は わ ず か に 外 反 す

る。 高 台 は ハ の 字 状 に 開 く。

ラ削 り後 ，高 台 貼 り付 け。 普 通 （8 世紀 前 葉 ）

3

高 台 付 杯 B （4 ．2） 高 台 部 か ら休 部 にか け て の 破 片 。体 体 部 内 ・外面 ロ クロ ナ デ。 底 部 外 周 石 英 ・長 石 P 82　　　　 20 ％

須 恵 器 D 〔10 ．9〕 部 は 下 位 に稜 を有 し， 外 傾 して 立 ち 回転 へ ラ 削 り。 高 台貼 り付 け 。 灰 色 第 1 号 墳 撹 乱 内

E　 l．1

B （2 ．1）

上 が る。 高 台 はハ の 字 状 に開 く。

高 台 部 か ら底 部 にか けて の 破 片 。 高

良 好 （8 世 紀 前 葉 ）

4

高 台 付 杯
底 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 底 部 回 転 長 石 ・雲 母 P 8 3　　　　 5 ％

須 恵 器 D 〔8 ．8〕

E　 O ．6

台 は ハ の 字 状 に開 く。 ヘ ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 。 黄 灰 色

普 通

第 1 号 墳 撹 乱 内

5

蓋 A 〔1 9．0〕 ロ縁 部 片 。 頂 都 は平 坦 で ， ロ緑 部 内 口 縁 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 石 英 ・長 石 P 8 4　　　　 5 ％

須 恵 器 B （2．1） 側 に短 い か え りが 付 く。 灰 色

普 通

第 1号 墳 撹 乱 内

6

鉢 B （1 0．9） 底 部 か ら休 部 に か け て の破 片 。 体 部 休 部 外 面 横 位 の ヘ ラ削 り。内 面 ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 8 5　　　　 10％

須 恵 器 C 〔1 4．4〕 は外 傾 して 立 ち上 が る。 にぷ い 黄 色

普 通

第 1 号墳 撹 乱 内

金属製品観察表

回版番号 器　 種

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

M l　　　　　　　　　　　　　　　 lO ％

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

8 鎌 （5．3） （5 ．2） （0．3） （48．3） 第 1 号墳 墳丘上撹乱内

6　中世以降

中世以降の遺構としては，腐植土を含む黒色土や黒褐色土の覆土状況や形状，主軸方向のまとまりから墓壕

と思われる（い土坑15基，五輪塔集石跡4か所を検出した0以下，検出した遺構の特徴や遺物について記載する0
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（1）土坑

第9号土坑（第115図）

位置　調査区の東部，B3g5区。

重複関係　第53号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸1．94m，短軸0．75mの隅丸長方形で，深さ34cmである。

長軸方向　N－600－E

壁面　短軸方向はほぼ垂直に立ち上がり，．長軸方向は外傾して立ち上がる。

底面　南西方向にわずかに傾斜している。

ピット　Plは南西部に位置し，長径35cm，短径24cmの楕円形で，深さ16cmである。性格は不明である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　炭化粒子多量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子多量

2　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量　　4　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　形状及び覆土上層に炭化粒子や焼土粒子を含む黒色土が堆積していることから墓壕と思われる。本跡の

明確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

第17号土坑（第115図）

位置　調査区の南部，C3a3区。

規模と平面形　長軸2．62m，短軸1．40mの隅丸長方形で，深さ65cmである。

長軸方向　N－380－W

壁面　短軸方向は底面から中段にかけてはほぼ垂直に立ち上がり，中段からなだらかに立ち上がる。長軸方向

は外傾して立ち上がる。

底面　2段になっており，低いほうの底面は平坦である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　炭化粒子中量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片17点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土の堆積していることから墓場と思われる。本跡の明確

な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

第19号土坑（第115図）

位置　調査区の南部，B3j3区。

重複関係　第78号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．04m，短軸1．15mの隅丸長方形で，深さ85cmである。

長軸方向　N－560－W

壁面　短軸方向は下段で内攣しながらに立ち上がり，中段から外傾して立ち上がる。長軸方向は外傾して立ち

上がる。

底面　2段になっており，低いほうの底面は南東方向にわずかに傾斜している。
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覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，黒色土小ブロッ

ク少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブ

ロック微量

遺物　縄文土器片5点，弥生土器片2点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒褐色土が堆積していることから墓壕と思われる。本跡の明

確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

第24号土坑（第115図）

位置　調査区の南部，C3b3区。

規模と平面形　長軸1．80m，短軸1．00mの隅丸長方形で，深さ60cmである。

長軸方向　N－860－W

壁面　短軸方向は中段までほぼ垂直に立ち上がり，中段から内攣気味に立ち上がる。長軸方向は外傾して立ち

上がる。

底面　2段になっており，低いほうの底面は平坦で幅が狭い。

覆土10層からなる人為堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子多量，黒色土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・黒色土粒子少量

6　黒褐色　ローム粒子中量，黒色土粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，黒色土粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子・黒色土粒子微量
9　極暗褐色　ローム粒子中量
10　褐　　色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片1点，縄文土器片4点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土及び黒褐色土が堆積していることから墓境と思われる。

本跡の明確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

第27号土坑（第115図）

位置　調査区の東部，B3i2区。

重複関係　第10号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．10m，短軸0．62mの隅丸長方形で，深さ35cmである。

長軸方向　N－360－W

壁面　短軸方向は中段までなだらかに立ち上がり，中段からほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向は外傾して立ち

上がる。

底面　2段になっており，下のほうは平坦で幅が狭い。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック極微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片2点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒褐色土が堆積していることから墓境と思われる。本跡の明

確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。
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第29号土坑（第115図）

位置　調査区の東部，B3jl区。

規模と平面形　南半分が調査区城外に延びており，確認できたのは長軸（1・40）m，短軸（0・70）mで，隅丸長方

形と推定される。深さは70cmである。

長軸方向　N－500－W

壁面　長軸方向は外傾して立ち上がり，短軸方向の断面形は2段の逆台形である0

底面　2段になっており，低いほうの底面は平坦である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土居解説

1黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量

2　灰褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　形状及び覆土上層に腐植土を含む黒褐色土が堆積していることから墓場と思われる。本跡の明確な時期

は不明であるが，中世以降と思われる。

第30号土坑（第117図）

位置　調査区の中央部，B2jO区。

重複関係　第1号掘立柱建物跡のP3を掘り込んでおり，本跡が新しい0

規模と平面形　長軸2．28m，短軸0．85mの隅丸長方形で，深さ45cmである0

長軸方向　N－490－W

壁面　短軸方向はほぼ垂直に立ち上がり，長軸方向は外傾して立ち上がる0

底面　平坦である。

ピット　Plは中央部北西寄りに位置し，長径30cm，短径25cmの楕円形で，

0　　　　　　5clu

－」
第116図　第30号土坑出土

遺物実測拓影図

深さ14cmである。性格は不明であ

る。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色黒色土小ブロック中量．ローム粒子少量▼炭化粒子微量　4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・黒色土小ブロック中量

2　極暗褐色　ローム粒子・黒色土小ブロック少量，ローム小プロツ　5　褐　色　ローム粒子多量

ク微量

3　黒褐色　黒色土ノトブロック中量，ローム粒子少量，ローム小ブ

ロツク極微量

遺物　縄文土器片24点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる0第116図1は縄文土器片の拓影

図である。探鉢の胴部片で外面に貝殻腹緑文が施されている0胎土に繊維を含み縄文時代前期前半（花積下層式

期）に比定されるものと思われる。

所見　覆土上層から中層に黒色土小ブロックを含む黒褐色土の堆積が見られる0本跡の時期は不明である0

第31号土坑（第117図）

位置　調査区の東部，B3gl区。

重複関係　第16B号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい0

規模と平面形　長軸2．64m，短軸1．08mの隅丸長方形で，深さ38cmである0

長軸方向　N－90－W
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壁面　なだらかに立ち上がる。

底面　凹凸している。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説
1里　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，、ローム大ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片13点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土の堆積が見られる。本跡の時期は不明である。

第39号土坑（第117図）

位置　調査区の西部，C2h4区。

重複関係　第1号境を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸（1．48）m，短軸1．30mで隅丸長方形と推定される。深さは20cmである。

長軸方向　N－800－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　黒　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化物極微量

3　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量

5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロッ

ク微量

7　褐　　色　ローム中ブロック多量

遺物　縄文土器片6点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土の堆積と覆土中に焼土や炭化物が含まれていることから火葬施

設と思われる。本跡の時期は，重複関係から古墳時代以降と思われる。

第40号土坑（第117図）

位置　調査区の西部，C2h5区。

重複関係　第1号境を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸1．84m，短軸1．14mの不整長方形で，深さ70cmである。

長軸方向　N－450－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　9層からなる人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック黒色土小ブロック

少量
3　黒褐色　ローム粒子・黒色土小ブロック中量，ローム小ブロッ

ク少量，ローム中ブロック極微量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒

子・炭化物極微量
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褐
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6
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8
　
9

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック・山砂少量

・ローム粒子中量

ローム中ブロック・黒色土小プロツ

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は覆土の堆積状況から墓壕と思われる○時期は，第1号境との重複関係から古墳時代以降と思われ

る。
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第41号土坑（第117図）

位置　調査区の中央部，C3al区。

重複関係　第12号住居跡，第2号溝，第3号陥し穴を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2．42m，短軸1．20mの隅丸長方形で，深さ56cmである○

長軸方向　N－780－W

壁面　中段まで内攣気味に立ち上がり，中段から外傾して立ち上がる○

底面　2段になっており，低いほうは平坦である。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説
1黒　　色　黒色土粒子多量，ローム粒子微量 3　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒　色　黒色土粒子多量，黒色土小ブロック中量，ローム粒子　4　暗褐色　ローム粒子中量・ローム大ブロック極微量
少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片1点が出土しているが，細片で流れ込みと思われる。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土が堆積していることから墓境と思われる。本跡の時期

は第1号境との重複関係から古墳時代以降と思われる。

第52号土坑（第117図）

位置　調査区の中央部，B3g2区。

規模と平面形　長軸1．55m，短軸0．65mの隅丸長方形で，深さ20～45cmである○

長軸方向　N－280－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　南東方向に傾斜して凹凸がある。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム中ブロック中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土が堆積していることから墓壕と思われる。本跡の明確

な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

第54号土坑（第117図）

位置　調査区の中央部，C3cl区。

規模と平面形　長軸1．42m，短軸0．55mの隅丸長方形で，深さ24－35cmである。

長軸方向　N－400－W

壁面　短軸方向はほぼ垂直に立ち上がり，長軸方向は外傾して立ち上がる。

底面　北西方向にわずかに傾斜している。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，黒色土中ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　形状及び覆土上層から中層に腐植土を含む黒褐色土が堆積していることから墓壕と思われる。本跡の明

確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。
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第63号土坑（第117図）

位置　調査区の中央部，C2f9区。

規模と平面形　南端が調査区域外に延びており，確認できたのは長軸（1．60）m，短軸0・80mで長方形と推定さ

れる。深さ25cmである。

長軸方向　N－10－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　色　炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・ローム大ブロック極微量

2　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片10点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　形状と覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土及び黒褐色土が堆積していることから墓壕と思われる。

本跡の明確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

第66号土坑（第118図）

位置　調査区の西部，B2i2区。

規模と平面形　長軸2．98m，短軸1．55mの長方形で，深さ40cmである。

長軸方向　N－840－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　炭化粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片2点が出土しているが，いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　形状と覆土上層から中層に腐植土を含む黒色土及び黒褐色土が堆積していることから墓壕と思われる。

本跡の明確な時期は不明であるが，中世以降と思われる。

叫

第118図　第66号土坑実測図
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註

1茨城県教育財団　「一般国道50号下館バイパス改築工事地内埋蔵文化財発掘調査報告書　八丁台遺跡」『茨

城県教育財団文化財調査報告』第138集1998．6

参考文献

（1）茨城県教育財団　「永国地区住宅団地建設予定地内埋蔵文化財調査報告書　寺家ノ後A遺跡　寺家ノ後B遺

跡十三塚A遺跡　十三塚B遺跡　永国十三塚遺跡　旧鎌倉街道」『茨城県教育財団文化財調査報告』第60集

1990．3

（2）茨城県教育財団　「一般国道125号道路改良工事地内埋蔵文化財発掘調査報告書　田宮古墳群」『茨城県教育

財団文化財調査報告』第57集1990．3

（2）集石

調査区西部（C2i5－D2a2区）から集石4か所が検出された。以下，集石について記載する。

第1号集石（第119図）

位置　調査区の西部，C2i5区。

規模　東西1．9m，南北1．6m内に集中している。

確認面　ローム層の上面で確認された。

遺物　五輪塔片32点，宝筐印塔片3点，石室材片2点が出土している。第120－125図14・19は五輪塔空風輪，

1・7・9・11・17・21は五輪塔火輪，2・3・6・18・20は五輪塔水輪，4・10・12・13・16は五輪塔地輪，

15・22は宝匪印塔相輪片，5・8は石室材片である。

所見　第1号境の墳丘上及びその周辺にあった石を，植林等の土地利用時に集められたものと考えられる。時

期は中世以降と思われる。
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第120図　集石出土遺物実測図（1）
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第121図　集石出土遺物実測図（2）
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第122図　集石出土遺物実測図（3）
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第123図　集石出土遺物実測図（4）
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第124図　集石出土遺物実測図（5）
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第125図　集石出土遺物実測図（6）
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第126図　集石出土遺物実測図（7）
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第127図　集石出土遺物実測図（8）
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第2号集石（第119図）

位置　調査区の西部，C2j2区。

規模　東西1．0m，南北1．1m内に散在している。

確認面　ローム層の上面で確認された。

遺物　五輪塔片8点が出土している。第123・124図23は五輪塔空風輪，24は五輪塔空輸片である。

所見　第1号集石と同じように，第1号境の墳丘上及びその周辺にあった石を，植林等の土地利用時に集めら

れたものと考えられる。時期は中世以降と思われる。

第3号集石（第119図）

位置　調査区の西部，C2jl区。

規模　東西1．7m，南北2．1m内に散在している。

確認面　ローム層の上面で確認された。

遺物　五輪塔片17点が出土している。第125－127図26・27は五輪塔空風輪，25・31は五輪塔火輪，29・30・32

は五輪塔水輪，28は五輪塔地輪である。

所見　第1号集石と同じように，第1号境の墳丘上及びその周辺にあった石を，植林等の土地利用時に集めら

れたものと考えられる。時期は中世以降と思われる。

第4号集石（第119図）

位置　調査区の西部，D2a2区。

規模　東西0．6m，南北0．7m内に散在している。

確認面　ローム層の上面で確認された。

遺物　五輪塔片5点が出土している。第127図33は五輪塔空風輪である。

所見　第1号集石と同じように，第1号項の墳丘上及びその周辺にあった石を，植林等の土地利用時に集めら

れたものと考えられる。時期は中世以降と思われる。

集石出土石製品観察表

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土 ．地　 点 備　　　　　 考

幅 （cm ） 奥行 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （kg）

第120図 1 五輪塔 （火　 輪） （24 ．2） （18 ．9） 12 ．4 （6．88） 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 193　　　 1 5世紀代

2 五輪塔 （水　 輪） 20 ．9 20 ．6 1 3．3 6．80 一日－　l．．1」　　LUイ巳　岡　石 第 1 号集石 Q 194　　　 1 5世紀代

3 五輪塔 （水　 輪） 21 ．5 1 22 ．4 1 3．2 8．30 ー●－　l．．1J　　L⊥■イ巳　岡　石 第 1 号集石 Q 19 5 ・　 1 5世紀代

第12 1図 4 五輪塔 （地　 輪） 20 ．3 21 ．0 16 ．1 1 2．46 JH－　l．．⊥J　l」＿Jイ巳　岡　石 第 1 号集石 Q 196　　　 1 5世紀代

5 石　　 棺　　 材 （34 ．9） （24 ．4） 6 ．6 ． （6．76） 雲母 片岩 第 1 号集石 Q 197

第 120図 6 五輪塔 （水　 輪） 25 ．6 24 ．3 1 5．0 1 3．72 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 198　　　 1 5世紀代

第122図 7 五輪塔 （水　 輪） 26 ．2 26 ．5 13 ．2 14 ．9 6 ・花 崗 岩 第 1 号集石 Q 199　　　 1 5世紀代

第12 1図 8 石　　 棺　　 材 （27 ．9） （4 8 ．5） 8 ．0 （r1 2．82） 雲母片岩 第 1 号集石 Q 2 00

第 122図 9 五輪塔 （火　 輪） 26 ．8 27．1 1 1．6 1 1．04 」l4－　　L⊥J　　LUイ巳　岡 ・石 第 1 号集石 Q 2 0 1　　　 1－5世紀代

10 五輪塔 （地　 輪） 22．6 （21．8） 16 ．3 （1 2．74） 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 2 02　　　 1 5世紀代

1 1 五輪塔 （火　 輪） 26．6 25．5 （14 ．0） （1 3．62） 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 2 03 ＿　　　 1 5世紀代

第123図12 五輪塔 （地　 輪） 23．3 （22．7） 16 ．9 （1 5．80） 一日一・　l．．⊥」　　LLJイ巳　岡　石 第 1 号集石 Q 2 04　　　 1 5世紀代

13 五輪塔 （地　 輪） 27．0 2 5．7 18 ．4 2 5．00 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 2 05　　　 1 5世紀代
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図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

9 20 6　　 15世紀代

幅 （cm） 奥行 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （kg）

第123図14

第124図15

1 6

五輪塔 （空風輪）

宝匪印塔 （相輪）

五輪塔 （地 ・‘輪）

17．6 （15．9） （22．5） （7．98） 花 崗 岩 第 1 号集石

（16．0） （11．8） （15．8） （2．34） 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 20 7　　　 15世紀代

25．7 2 5．6 17－．7 20 ．00 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 208　　　 15世紀代

Q 209　　　 15世紀代
17

第125図18

第123図19

第125図20

21

第124図22

第123図23

第124図24

第126図25

26

2 7

第125図28

第127図29

3 0

第126図31

第127図32

3 3

五輪塔 （火　 輪）

五輪塔 （水　 輪）

五輪塔 （空風輪）

五輪塔 （水　 輪）

五輪塔 （火　 輪）

宝匪印塔 （相輪 ）

五輪塔 （空風輪）

五輪塔 （空　 輸）

五輪塔 （火　 輪）

五輪塔 （空風輪）

五輪塔 （空風輪）

五輪塔 （地　 輪）

五輪塔 （水　 輪）

五輪塔 （水　 輪）

五輪塔 （火　 輪）

五輪塔 （水　 輪）

五輪塔 （空風輪）

21．6 （21．6） 12 ．1 （7 ．32） ＿◆－　　ト⊥」　l＿Uイ巳　岡　石 第 1 号集石

21．7 20．7 12 ．6 7 ．56 花 崗 岩 第 1 号集石 Q 21 0　　　 15世紀代

16 ．8 16．8 23 ．0 9．64 ＿◆－　　山　　LLlイ巳　岡 ．石 第 1 号集石 Q 21 1　　 15世紀代

（20 ．8）

24 ．7

（19 ．3） （11．5） （4」74） JH－　　lJJ　　l＿Uイ巳　岡　石 第 1 号集石 Q 212　　　 15世紀代

24 ．3 1 2．3 10．82 花 崗 岩 夢 1 号集石 Q 213　　　 15世紀代

15．0 （9 ．6） （13．8） （2．10） 一日－　　L▲J　　LLIイ巳　岡　 石 第 1 号集石 Q 214　　　 15世紀 代

13．4． 13．9 1 9．8 4．54 ．一寸ー　　LU　　LUイ巳　岡　石 第 2 号集石 Q 215　　　 15世紀代

17．1 （15．6） （13．8） （4 ．22） 一日－　　LLJ　　LUイ巳　岡　石 第 2 号集石 Q 216　　　 15世紀代

31．5 3 1．7 15．7 22 ．40 花 崗 岩 第 3 号 集石 Q 217　　　 15世紀代

（16．8） （13．9） 22．3 （5 ．54） 一日一・　■．．LJ　l＿Uイ巳　岡　石 ・第 3 号 集石 Q 218　　　 15世紀代

19．9 19．2 24．6 1 1．68 花 崗 岩 第 3 号 集石 Q 219　　　 15世紀代

25．5 2 3．5 18．2 18 ．35 花 崗 岩 第 3 号集石 Q 220　　　 15世紀代

22 ．6 21．5 13 ．8 18 ．10 一日－　1」LJ　l＿上Jイ巳　岡　石 第 3 号集石 Q 22 1　　 15世紀代

25 ．4 24．7 15 ．2 14 ．18 ＿トト一　　I．．1」　lJJイ巳　岡　石 第 3 号集右 Q 222　　　 15世紀代

（21 ．6） （23 ．6） 11．1 （16．30） 花 崗 岩 第 3 号集石 Q 22 3　　　 15世紀代

23 ．7 24 ．3 14 ．1 12．04 花 崗 岩 第 3 号集石 Q 224　　　 15世紀代

15 ．7 1 5．8 1 9．8 5．82 花 崗 岩 第 4 号集石 Q ．22 5　　 15世紀代

（3）遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わない土師質土器や鉄製品などが出土している。これらの出土遺物については実測

図及び観察表で一括して報告する。

中 世 以 降　 遺 構 外 出 土 遺 物 観 察 表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

石英・長石・赤色粒子

備　　 考

P llO　　　　 90 ％第128図 小　　 皿 A　 8．2 口縁部一部欠損。平底。体部は外反 口縁部から体部内・外面ロクロナデ。

1 土師質土器 B　 2．0

C　 5．9

しセロ縁部に至る。 底部回転糸切り。底部内面ナデ。 にぷい橙色

普通　 煤付着

遺構外

灯明用

2

小　　 皿 A 〔6．0〕 底部から口縁部にかけての破片。平 口縁部から体部ロクロナデ。底部回 雲母 ・白色粒子 P 98　　　　 30 ％

土師質土器 B　 l．3

C 〔3 ．8〕

底。体部は外傾 して口縁部に至る。 転糸切 り。 にぷい橙色

普通

⊥

第10号墳周溝覆土

中

3

小　　 皿 A 〔9 ．6〕 底部から口縁部にかけての破片。平 口縁部から体部内・外面ロクロナデ。 石英・長石・白色粒子 P 78　　　　 20 ％

土師質土器 B　 3 ．0

C 〔4 ．6〕

底。体部は外傾 して立ち上が り，口

縁部に至る。

底部回転糸切 り。 黒色

普通

第 1 号墳撹乱内

石製品観察表

図版番号 種　　 別

計　　 測　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

Q 22 6　　　 1 5世紀代

幅 （cm） 奥行 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （kg）

麗 12 9図4

第 13 0図5

第 12 8図6

第 12 9図7

8

第 12 8図 9

五輪塔 （空風輪）

五輪塔 （水　 輪）

五輪塔 （水　 一輪）

五輪塔 （火　 輪）

五輪塔 （空風輪）

五輪塔 （火． 輪）

1 8．0 1 6．3 2 2．4 8 ．8 4 花 崗 岩 第 1 号墳墳丘撹乱 内

2 4．4 2 1．4° 15．8 11 ．3 2 花 崗 岩 第 1 号墳墳丘撹乱 内 Q 22 7　　　 15世紀代

3 0．7 2 5．5 18．9 19 F．5 0 一H－　I．．lJ　　LLlイ巳　岡　石
第 1 号墳墳丘撹乱 内 Q 22 8　　　 15世紀代

3 1．7 3 1．7 17．5 ， 25 ．5 0 花 崗 岩 第 1 号墳埴 丘撹乱 内 Q 2 29　　　 15世紀代

19．0 17．0 25 ．4 11 ．10 一l・●一　l＿1J　lJ」イ巳　岡　石
第 1 号墳墳 丘撹乱 内 ‘ Q 2 30　　　 15世紀代 ，

2 7．3 216．0 13 ．8 12 ．8 8 花 崗 岩 第 1 号墳墳 丘撹 乱内 Q 2 31　　 15世紀代

－149－



て＝定；ク

‾‾　ノ
3

瑞増浄

0　　　　　　5clm

L‥；　j

第128図　中世以降　遺構外出土遺物実測・拓影図（1）
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第129図　中世以降　遺構外出土遺物実測・拓影図（2）
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第130図　中世以降　遺構外出土遺物実測・拓影図（3）
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図版番号 種　　 別
計　　 測　 ‾値 ‘

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

幅 （cm） 奥行 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （kg）

第130図10 五輪塔 （火　 輪） （24 ．0） （23 ．4） 13．5 （10．72） ■H－　　t＿LJ　I＿上Jイ巳　岡　石 夢 1 号墳 墳丘撹乱内 Q 232　　　 15世紀代

第129図11 五輪塔 （火　 輪） 28 ．3 26 ．9 1 5．2 r1 6．30 － 花 崗 岩 第 1 号墳墳 丘撹乱内 Q 233　　　 15世紀代

第128図12 五輪塔 （火　 輸） 28 ．2 27 ．6 1 3．8 1 4．42 花 崗 岩 第 1 号墳墳 丘撹乱内 Q 234　　　 15世紀代

金属製品観察表

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第130図13 鋤 58 ．0 6．7 1．7 （840 ．0） 第1号墳墳丘上撹乱内 M 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 95 ％

図版番号 銭　 名 銭径 （cm ） 穿径 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ） 初鋳年代 （西暦） 鋳 造 地 備　　　　　 考

1 4 半 両 銭 2．4 0．8 0．1 2．3 文帝 5 年 （17 5B ．C ．） 前漠 （中国） M 3　　　　　　 10 0％

15 皇宋通賓 2．4 0．7 0．2 2．5 賓元 2 年 （10 39） 北宋 （中国） M 4　　　　　　　　　 10 0％

1 6 文久永賓 2．7 0・7 0．1 2．7 文久 3 年 （18 63） 日本 M 5　　　　　　　　　 100 ％

ガラス製品観察表

図版番号 種 ．別
計　　 測　　 値

材　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm ） 重量（g ）

17 啓の飾玉 0．9 0．9 0．2 （1．4） ガラス 第 1 号墳墳丘上撹乱内 Y 1　　　　　　　　　　 95％

7　時期不明遺構

当遺跡から，掘立柱建物跡1棟，土坑46基，溝3条，道路状遺構1条が検出された。出土遺物は少なく，明

確な時期を限定することはできなかった。以下，それぞれの遺構の特徴や出土遺物について記載する。

（1）掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡（第131図）

位直　調査区中央部，B2iO区。

重複関係　第30・34号土坑に掘り込まれている。

規模1間×1間の建物跡である。柱間寸法は，桁行3．18m，梁行3．42mである。柱穴の掘り方は，径32－40

cmの円形で，深さ38－42cmである。柱抜き取り痕が確認できたのはPlで，推定される柱の径は18cmである。

桁行方向　N－300－Wの東西棟である。

覆土　抜き取り痕内の覆土はローム粒子・炭化粒子を含んだ黒色土及び黒褐色土である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒　　色　炭化粒子・ローム粒子少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

時期　出土遺物がなく，明確な時期を決定することはできないが，第30号土坑との重複関係から，中世以降と

思われる。　一

（2）土坑

土坑70基を検出したが，46基は時期不明であり一覧表で掲示した。

（3）溝

調査区から溝4条を検出した。検出した溝の特徴や出土遣物について記載する。
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第131図　第1号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「　．＿；．　」

第1号溝（第132図・付図）

位置　調査区の西部，C2e5区。

重複関係　第1号填，第18号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　上幅1．2－1．65m，下幅0．1～0．2m，探，さ50cm，断面形はⅤ字形で，確認された長さは（25・0）m

である。

方向　C2e5区から西方向（N－800－E）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土粒子少量，

小石極微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，粘土粒子少量

遺物　土師器片15点，須恵器片1点，縄文土器片25点，陶磁器片1点が出土している0第132図1・2の土師

器杯，3の土師器壷は覆土中から出土している04－6は縄文土器片の拓影図である。4は探鉢の口縁部片で

外面に撚り糸文が施されている。胎土に繊維を含み，縄文時代前期前半（開山式期）に比定できるものと思われ

る。5は探鉢の口縁部片で口唇部に棒状工具による押圧と外面にヘラ状工具によるキザミが施され，下位にヘ

ラ状工具による爪形文が施文されている。6は探鉢の口縁部片で，隆帯上にヘラ状工具による刺突文が施され

ている。5・6は縄文土器前期後半の興津式期に比定されるものと思われる。7は弥生土器片の拓影図である。

壷の底部から胴部片で胴部外面に附加条一種（附加2条）の縄文が施されている。弥生時代後期後半のものと思

われる。

時期　出土遺物はいずれも流れ込みと思われる。明確な時期を決定することはできないが，第1号境との重複

関係や覆土の堆積状況から，中世以降と思われる。性格的に区画溝か根切り溝と考えられる。
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第133図　第1号溝出土遺物実測・拓影図

第1号溝出土遺物観察表

3
10cm

L　　　一一l・一一二∃

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第133図 杯 A〔15．8〕体部から□緑部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ石英・雲母 P72　　　　　5％

1 土師器B（3．2）部は内攣して立ち上がり，ロ縁部はラ削り後，ヘラ磨き，内面へラ磨き。赤褐色 覆土中

外反する。 内・外面赤彩。 普通 （6世紀前葉）

2

杯 A〔14．2〕ロ緑部片。ロ縁部は外反する。ロ縁口縁部内・外面横ナデ後，ヘラ磨き。石英・長石 P73　　　　　5％

土師器B（3．1）部と休部の境に稜を持つ。 内・外面赤彩。 赤褐色

普通

覆土中

（6世紀前葉）

3

璽 A〔12．8〕休部からロ緑部にかけての破片。体口緑部から体部内・外面横ナデ後，雲母 P74　　　　　5％

土師器B（3．5）部は内攣して立ち上がり，□縁部はへラ磨き。内・外面赤彩。 明赤褐色 覆土中

外反する。 普通 （6世紀前葉）

第2号溝（第132図・付図）

位置　調査区の西部，C2b9区。

重複関係　第12・14・15・30・47号住居跡，第3・25号土坑，第3号陥し穴を掘り込んでいる0

規模と形状　上幅05－0．6m，下幅0．ト0．2m，深さ10－15cmと浅く，断面形は皿状で，確認された長さは

（22．0）mである。

方向　C2b9区から東方向（N－700－E）に，ほぼ直線的に延び，C3a2区からL字状に屈折し北方向へ延

びている。

覆土　単一層であり，自然堆積である。
土層解説
1黒　　色　黒色土小ブロック中量

遺物　土師器片2点，縄文土器片19点が出土しているが，いずれも流れ込みである。
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時期　出土遺物が少なく，明確な時期を決定することはできないが，重複関係から，中世以降と思われる。性

格は不明である。

第3号溝（第132図・付図）

位置　調査区の西部，B2C2区。

重複関係　第10・11号境を掘り込んでいる○

規模と形状　上幅0．96－1・15m，下幅0・2－0・6m，深さ10～30cm，断面形はU字形で，確認された長さは

（16．0）mである。

方向　C2a3区から北方向（N－50－W）に，ほぼ直線的に延びている。

覆土4層からなり，自然堆積である。

苦誓言覧色。＿硝子少量　　　　　　　3黒褐色ローム粒子・黒色土中ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，黒色土小ブ　4　極暗褐色　ローム粒子少量

ロック微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

時期　出土遺物がなく，明確な時期を決定することはできないが，第10・11号境との重複関係から，古墳時代

後期以降と思われる。性格は不明である。

第4号溝（第132図・付図）

位置　調査区の西部，B2i7区。

重複関係　第11号填，第13・14号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状上幅0．5～0・7m，下幅0・1m，深さ80－100cm，断面形はⅤ字形で，確認された長さは（23・5）mで

ある。

方向　B2i7区から南東方向（N－450－W）に，ほぼ直線的に延びている。
」

覆土　7層からなり，自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

5　黒褐色　ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ローム中・小ブロック中量

7　黒褐色　ローム粒子中量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

時期　出土遺物がなく，明確な時期を決定することはできないが，重複関係から，中世以降と思われる。性格

的に区画溝か根切り溝と考えられる。

（4）道路状遺構

第1号道路状遺構（第134図）

位置　調査区の西部，．C2e5区。

重複関係　第12号境に掘り込まれている○

規模　幅0．7－0．95mで，断面形は逆台形をしている。確認された長さは（16・5）mである。幅0・3－0・5mで踏

み固められた面が確認された。

方向　C2e5区から両方向（N－50－W）に，ほぼ直線的に延びている。
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覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　黒色土中ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片1点が出土している0第134図1は縄文土器胴部片の拓影図で，網目状撚糸文が施されてい

る。

時期　出土遺物が少なく，明確な時期を決定することはできないが，第12号境との重複関係から，古墳時代後

第134図　道路状遺構跡・出土遺物実測・拓影図

表3　竪穴住居跡一覧表

住居

番号

位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸×短 軸

（長径×観

壁高

（cm ）

床面

内　 部　 施　 設

覆土 時　 期 出　 土　 遺　 物

備　 考

新旧関係

（旧→新）
壁溝 主柱穴

出入□

ピット
炉

壁柱穴

（補助
柱穴）

貯蔵穴

不明

ピット

1 C 2 g4 N －820－W 不整長方形 4．32×（2．20 28 平坦 － － － － － － － 自然 弥生後 弥生土器（広口壷） 本跡→Thl1

S128→本跡
2 B 3 i5 N －320－W 方　　 形 3．00×3．00 8 平坦 － 2 － 1 － 1 － 自然 古墳前 土師器億．高札 球状土温砥石

3 B 3 d5 N －530－W 方　　 形 4．30×4．18 5 平坦 － 1 － 1 － － 1 自然 古墳前 土師器（高杯，襲） SI5→本跡

4 B 3 f4 N －450－W 隅九長方形 5．25×4．60 25－46 平坦 － 4 1 1 （2 ） 1 2 人為 古墳前 土師器（器台，棄），礫瀾片 SI45・46．SK53→本跡

5 B 3 e6 N －34。－W 隅丸長方形 3．94×2．75 20－25 平坦 － 2 － － － － － 自然 縄文前 縄文土器（探鉢ノト形深鉢）TP →棚 →SI3

6 B 3 g7 － 円　　 形 3．68×3．54 8 やや傾斜 － － － － － － 1 人為 縄文前 縄文土器片

7 B 3 h3 N －380－E 隅九長方形 2．94×2．37 15 平坦 － － － － － － 2 人為 縄文前 縄文土器片

8 B 3 e9 N －4 0－E 隅九長方形 3，08×2．40 8 平坦 － 4 － 1 － － 1 －
縄文前 縄文土器片，石敗

9 B 3 f8 N －600－W 不整方形 1．95×1．90 8 平坦 － － － 1 － － － 人為 縄文前 縄文土器片

10 B 3 i3 N －60。－E 不整方形 3．42×3．32 1 2 平坦 － － － 1 － － － 自然 縄文前 縄文土器片，剥片 本跡→SK27

11 A C 3 a5 N －150－W 〔小判形〕は00jX （1．40）12－20 平坦 － － － － － － 1 人為 縄文前 縄文土器片 本跡→SIllB

11 B C 3 a5 N －870－W 〔小判形〕（3．60）×（3．00J 3 0 平坦 － 3 1 1 － － 1 自然 縄文前 縄文土器片，石鍍 SlllA→本跡

12 C 3 bl N －350－W 長 方 形 6．22×5．36 14 平 坦 一部 3 1 1 － － 1 自然 古墳前 土師器（高軋 器嵐 軋 石器 SI17．SK41．TP3→
本跡→SD2．SK3

13 B 2 j7 N －330－W 【隅九長方形〕（5．50）×（4．26） 28 平坦 － 3 － 1 － － － 自然 弥生 後 弥生土器（広口壷周拍車，勾玉 本跡→T‖11・SD4

Sm →本跡→SD2・414 C 2 C9 N －580－E 隅九方形 4．57×4．44 15 平坦 － － － 2 － － 3 自然 弥生後 弥生土器片

15 C 2 bO N －62。－W 隅九長方形 4．08×3．32 2 5－38 平坦 － － － 2 26 － 1 自然 縄文前 縄文土器（探鉢），磨石 SK35→本跡→SI14・S陀
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住居

番号

恒置 主軸方 向 平面形

規 模 （m ）

長軸×短 軸

（長径×短径）

壁高

（cm）

床面

内　 部　 施　 設

覆土 時 ．期 出　 土　 遺　 物

備　 考 ・

新 旧関係

（旧→新）
壁溝 主柱穴

＼

出入口

ピット

炉

壁柱穴

（補助

柱穴）

貯蔵穴

不明

ピット

16A B 3 gl N －430－W 隅丸長方形 3．76×2．63 2 5－30 平 坦 － － 1 人為．縄文前 縄文土器（探鉢），石鉄 SI16B→本跡

16I3 B 3 g l N －330－W 隅丸長方形 3．78×2．60 1 5－21 平坦 － － －
自然 縄 文前 縄文土器片，石鉄 本跡→SI16A．SK31

1 7 C 3 a2 N －380－W 隅丸長方形 4．28×2．88 2 0－25 平坦 4 2 3 人為 縄文前 縄文土器片，剥片 本跡→SI12．SK3．SD2

1 8 C 2 C4 N －650－E 〔隅九長方形〕3．08×（1．66） 12 平坦 1 人為 弥生後 弥生土器片 本跡→SDl

1 9 B 3 f3 N －210－‘E 隅丸長方形 3．52×2．72 15－20 平坦 5 1 （3 ） 3 人為 縄文前 縄文土器（探鉢），石鉄，剥片

自然・

人為
SI20B→本跡

20 A B 3 e3 N －210－E 隅九長方形 3．00×2．52 1 5－20 平坦 2 6 縄文前 縄文土器片

20B B 3 e3 N －720－E 〔隅九長方形〕（1．60）×（1．30） 15 平坦 自然 縄文前 縄文土器片 本跡→SI20A

21 B 3 el N －410－E 〔隅丸長方形〕〔4．82〕×（2．45） 38 平 坦 1 3 1 自然 弥生 後 弥生土器片，礫

23 B 3 e2 N －450－E 不整方形 2．58×2．55 2 5 平坦 2 1 4 人為 縄 文前 縄文土器片，石鉄 SI43→本跡

24 C 2 d8 N －580－W 〔隅丸長方形〕〔4．80〕×3．08 2 0 平坦 2 1 1 自然 縄 文前 縄文土器片，剥片

27 B 3 d 2 N －680－W 不整方形 3．02×2．60 15－20 やや僚l － － － 1 ‘ 自然 縄文前 縄文土器片，剥片

28 B 3 h5 N －380－W 不整方形 2．98×2．80 14－30 微凹凸 2 1 （2 ）． 自然 縄文前 縄文土器片 本跡→SI2・SK12・13

2 9 B 3 h6 N －270－W 不整方形 2．34￥2．28 10－15 平坦 2 人為 縄文前 縄文土器片 SK62→本跡

30 C 3 a3 N －180－W 隅丸長方形 4．48×3．36 30 平坦 10 1 （9 ） 7 自然 縄文前 縄文土器片．ナイフ形石器瀾片 本跡→SK25

31 B 3 h4 N －810－W 長 方 形 3．94×2．35 1 0 平坦 2 ．5 人為 縄文前 縄文土器片，剥片

32 B 2 d8 N －80－E 〔隅丸長方形〕2．36×〔1．90〕 16 平坦 自然 縄文前 縄文土器片 本跡→ThIlO

3 3 B 2 b 8 N －320r w 〔長方形〕5．82×（5．10） 15 平坦 全周 ’4 1 2 1 自然 古墳前 土師器（高札 器台，壷），礫

34 C 2 f8 N －520－W 〔隅丸長方形〕4．12×〔2．98〕 10 平坦 2 1 人為 弥産後 弥生土器（広口壷），礫 本跡→TM12

3 5 C 2 a6 N －800－E 隅丸長方形 3．20×1．98 18 平坦 3 1 自然 縄文前 縄文土器片

1 不明 縄文前 縄文土器片 本跡→Th11
3 6 C 2 h3 N －480－W 隅丸長方形 3．65×2．92 不 明 平坦

37 C 2 hl N －250－W 隅丸長方形 3．75×3．20 25 平坦 1 1 1 2 人為 弥生後 弥生土器片

38 B 2 g6 N －700－E 不整方形 〔4．40〕￥〔3．80〕 10 ‘平坦 1 4 不明 縄文 本跡→Th111

39 B 2 j6 〔隅九長方形 〔3．35〕×2．43 1 5－18 平 坦 2 1 自然 縄文前 縄文土器（探鉢） 本跡→TMll
N －70－E

1 4 人為 縄文前 縄文土器片 本跡→SI23
43 B 3 e3 N －880－E 隅丸長方形 （3．30）×2．50 1 0 平 坦－

44 B 3 e4 N －160－E 隅丸長方形 3．56 X 2．68 10 や朝酎 1 不明 縄文前 縄文土器片 本跡→TPl

人為 縄文前 縄文土器片，剥片 SI46→本跡→S14
4 5 B 3 f4 N －890－W 〔隅九長方形 2．55×（2．10）15－20 やや悌十

不明 縄文前 縄文土器片 本跡→SI4・45
4 6 B 3 f5 － 不　　 明 （2．40）×（1．35） 5 平坦

3 1 1 自然、縄文前 縄文土器片 本跡→SD2
4 7 C 3 b3 N －620－W 隅丸長方形 3．25×2．76 18－25 平坦

表4　竪穴状遺構一覧表

竪穴状

遺構

番号

位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸×短軸

壁高

（cm）

床面

内部

主柱穴

施設

不明

ピット

覆土 時　 期 出　 土　 遺　 物

備　 考

新旧関係

（旧→新）

1・ B 3 f2 N －450－E 隅丸長方形 3．35×2．09 12 ‘平坦 3 4 自然 縄文前 縄文土器片 本跡→SX3

2 C 2 e8 N －300－E 隅丸長方形 3．26×2．30 8 平坦 － 3 日野 縄文前 縄文 土器 片 本跡一→TM12

SX1－→本跡
3° B 3 f2 － 不整方形 一辺3．20 15 平坦 － 4 自然 縄文前 縄 文土器片
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表5　陥し穴一覧表

陥し穴

番号
位 置

長軸方向

（長径方向）
平 面 形

規　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係 （新→ 旧）長軸×短軸（m）

脹径×短径）
深さ（cm）

1 B 3 e4 N －420－E 楕 円 形 2．42×1．24 116 垂直 平坦 自然 縄文土宙片 SI44→本跡

2 B 3 e5 N －420－E 長 方 形 1．68×0．84 106 垂直 凹凸 自然 SI5一 本跡

3 C 3 al N －860－E 長楕 円形 2．54×0．95 98 畢直 平坦 自然 縄文土器片 SK41，SI12→ 本跡

表6　縄文時代　土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長軸径方向

（長径方向）

平 面 形

規　　 模

壁面 ＿ 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重嘩 関係 （新→ 旧）長軸×短軸（m）
（長径×短径）

深さ（cm）

10 B 3 h3 N －860－W 不整楕円形 2．10×1．60 50 外傾 凹凸 ‘人為 縄文土器片，打 製石斧 SI 7 →本跡

21 B 3 e4 － 円　　 形 1．60×1．60 13 外傾 平坦 自然 縄文土器片

32 B 2 hO N －220－W 楕 円 形 2．35×0．74 45 垂直 2段 自然 縄文土器片

38 C 2 e8 N －868－E 楕 円 形 1．21×0．84 65 外傾 平坦 自然 縄文土器片，石器 TM12→本跡

47 B 2 e7 N －450－E 長 方 形 2．46×・1．04 45 外傾 r 平坦 人為 縄文土器片

53 B 3 g5 N －360－E 〔楕 円 形〕1．90×（1．45） 16 外傾 平坦 人為 縄文土器片 SI 4 ・SK 9 →本跡

表7　古墳一覧表

古墳名
位置

（区）
墳　 形 墳丘主軸方向

墳　 丘　 規　 模 （m ） 埋　 葬　 施　 設 周　　 溝 （m ） 備　　 考

新旧商係（旧→新）全長（径）高 さ 後円
部径

くびれ
部幅

前方
部幅 主体 部 主軸方 向 遺物 幅 深 さ 遺　 物

1 Cl・C2 円　　 墳 － 17 ．8 1．5 箱式石棺 N －100－W 上幅3．1－4 ．2

下幅1．2－2 ．4

0 ．6－

1．1

土師器，

須恵器

SIl・36・37→本跡→

SDl，SK39・40

2 Bl・B2 円　　 墳 － 〔12 ．0〕1 ．云5 上幅 （2 ．2）

下幅 （1．7）

0 ．4

10 B 2 前方後円墳 N －480－E 26 ．4 16 ．0 （12．0）13 ．5 箱式石棺 N －400－E 石棺

材片

上幅1．4－4 ．1

下幅0．8－1．8

0 ．3－

0 ．8

縄文土器

片

SI33・34→本跡→

TMll，SD3，SK71

11 B2・C2 円　 琴 － 18 ．0 上幅2．1－3 ．．9

下幅0．5－1．7

0 ．5－

1．1

土師器 SI13・35・38・39，TMlO

→本跡

12 C 2 方　　 墳 － ラ栖 13．0

南北〔13．8

箱式石棺 N －200－W ・石棺

材片

上幅0．9－1．5

下幅0．4－0 ．9

0 ．2 土師器 SI34，SX2，SK38・67，

SFl→本跡

表8　中世以降　土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長軸方向

（長径方向）
平 面 形

規　　 模

壁面 底面 産土 出　 土　 遺　 物

備　　 考

重複関係 （新→ 旧）
長軸×短軸（m ）

脹径×短径）
深さ（cm）

9 B 3 g5 N －600－E 隅丸長方形 1．94 ×0．75 ・34 外傾 傾．斜 人為 本跡一→SK53

17 C 3 a3 N －380－W 隅九長方形 2．62 ×1．40 65 垂直 2 段 人為 縄文土器片

19 B 3 j3 N －560－W 隅九長方形 2．04 ×1．15 85 外傾 2段 人為 縄文土 器片，弥生土器片 本跡－→SK78

24 C 3 b3 N －860－W 隅丸長方形 1．80 ×1．00 60 垂直 ．2段 人為 土師器 片，縄文土 等片

27 ・B 3 i2 N －360－W 隅丸長方形 2．10 ×0．62 35 外傾垂直 2段 人為 縄文土器片 本跡→SIlO

2 9 B 3 jl N －500－W 〔隅丸長方形〕（1．40）×（0．70） 70 外傾 2段 人為

30 B 2 jO N －490－W 隅九長方形 2．28 ×0．85 45 垂直 平坦 人為 ・縄文土器片 本跡→SBl

31 B 3 g l N －9 。－W 隅九長方形 2．64 ×1．08 38 なだらか 凹凸 人為 縄文土器片 本跡→SI16B

3 9 C 2 h4 N －80。－E 〔隅丸長方形〕（1．48）×1．30 20 外傾 平坦 人為 縄文土器片 本跡→TMl
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土坑

番号
位 置

長軸方向

（長径方向）
平 面 形

規　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　 考

重複 関係 （新→ 旧）
長軸×短軸（m）

つ長径×短径）
深さ（cm）

40 C 2 h5 N －450－E 不整長方形 1．糾 ×1．14 70 ・外傾 平坦 人為 本跡一→TMl

4 1 C 3 al N －7駐 E 隅九長方形 2．42 ×1．20 56 内管外傾 2 段 人為 縄文土器片 本跡→SI1 2，SD 2 ，TP 3

52 B 3 g2 N －280－W ・隅丸長方形 1．55 ×0．65 20－45 外傾 凹凸 人為

54 C 3 cl N －400－W 隅丸長方形 1．42 ×0．55 24－35 垂直 傾斜 人為

63 C 2 f9 N －1 0－W 〔長 方 形〕（1．．60）×0．80 25 外傾 平坦 人為 縄文土器片

66 B 2 i2 N －84。－E 長 方 形 2．98 ×1．55 40 外傾 ‾平坦 人為 縄文土器片

表9　時期不明　土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長軸方向

（長径方向）

平 面 形

規　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

嘩　 考

重複 関係 （新→ 旧）
長軸×壇軸（m）

（長径×短径）
深さ（cm）

1 B 3 C6 N －810－W 長楕円形 2．85 ×1．24 88 外傾 凹凸 自然

2 B 3 e8 N －320－W 楕 円 形 2．68 ×1．54 24 外傾 凹凸 人為

3 C 3 al N －370－W 長楕円形 1．70 ×0．86 20 外傾 凹凸 人為 SD2－→本跡→ SI4

5 B 3 g9 N －450－W ・楕 円 形 0．85 ×0．45 25 外傾 凹凸 自然

6 B 3 g9 N －450－W 楕 円 形 0．66 ×0．35 28 外傾 平坦 人為

7 B 3 e7 N －200－E 楕 円 形 1．10 ×0．．74 22 外傾 凹凸 人為

8 B 3 e7 － 円　　 形 0．95×0．90 50 外傾 2 段 人為

11 B 3 g6 N －20。－W 長楕円形 2．20 ×0．62 27 外傾 平坦 自然 縄文土器片

12 B 3 h5 － 円　　 形 1．24 ×1．14 20 外傾 凹凸 自然 縄文土器片 本跡一→SI28

13 B 3h6 N －0 0 楕　 円 形 1．．02 ×0．65 15 外傾 凹凸 自然 本跡→SI28

14 B 3 h6 N －800－E 楕　円 形 1．04 ×0．82 15 外傾 平坦 自然

15 B 3 i6 N －41。－E 楕 円 形 1．56 ×1．12 23 外傾 平坦 自然

16 B 3 h7 N －230－E 不整長方形 2．30 ×0．86 15 外傾 平坦 自然 土師器片 （棄），縄文土器片 SD2→ 本跡

18 B 3 i7 N －40－E 長楕 円形 2．40 ×1．05 15－37 外傾 凹．凸 人為 縄 文土器片

20． B 3 j4 N －470－W 楕 円 形 1．42 ×0．85 8－22 外傾 凹凸 自然 縄 文土器 片

22 B 3 i4 N －780－E 不整楕円形 1．92 ×0．74 15 なだらか 凹凸 自然 縄 文土器 片

23 B 3 j5 N －330－E 不整痛円形 2．30 ×0．50 15－30 外傾 凹凸 人為

25 C 3 a3 N －870－E 不整方形 1．70 ×1．57 35 外傾 凹凸 人為 SD2→ 本跡→ SI30

26 C 3 a5 N －320－W 楕　 円 形 1．02 ×0．76 20 なだらか 凹凸 人為

28 8 3 jl N －460－E 不整長方形 2．45 ×1．40 22 外傾 凹凸 人為

33 B 2 h8 N －350－E 隅丸長方形 1．15 ×0．78 42 外傾 平坦 自然 ‘本跡→SBl

34 B 2 iO N －550－W 楕 円 形 1．75 ×1．16 15－25 外傾 凹凸 人為 本跡→SBl‾

35 C 2 aO N －240－E 楕 円 形 1．68 ×1．00 30 外傾 平坦 自然

36 B 3 h2 N －60－E 〔長楕 円形〕 3．76 ×（1．60） 15 外傾 凹凸 人為 縄文土器 片 SKlO－→本跡

37 B 2 jO N －300－E 隅丸長方形 1．06 ×0．60 20 外傾 平坦 自然

43 ’B 2 f7 N －440－E 不整楕円形 1．75 ×1．16 20－40 外傾 凹凸 自然

44 B 2 a6 N －750－W 楕 円 形 1．34 ×1．14 60 外傾 平坦 自然

46 B 2 d9 N －3 0－E 不整長方形 3．80 ×1．40 15 外傾 平坦 人為

48 B 3 g6 N －0 0 不整長方形 2．20 ×．0．73 8 －25 外傾 凹凸 人為

49 B 3 f6 N －52。－E 不整長方形 1．92 ×1．17 15 外傾 平坦 自然

55 C 3 a3 N －430－W 隅丸長方形 1．62 ×1．46 45 外傾 凹凸 自然 SK56→ 本跡 →SK76

56 C 3 a3 N －420－E 〔長 方 形〕幻．90）×0．75 30 外傾 凹凸 人為 SK21→ 本跡→ SK55

58 B 3 e4 N －8 0－W 楕　 円 形 0．65 ×0．55 25 外傾 平坦 人為 本跡→S I45
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（
慧

位 置
長軸方 向

（長径方 向）

平 面 形

規　　 模

壁面 ・ 底面 覆土 出　 ＿土　 遺　 物

備　　 考

重複関係 （新→旧）長軸×短軸（m）

（長径×短径）
深さ（cm）

59
＼
七、3 b2 で‾80。‾E 楕 円 形 1．70 ×1．05 15 ・外傾 平坦 自然 縄 文土器片

60 C 3 M
＼ － 円　　 形 1．55 ×1．50 15 外傾 平坦 人為

61 B 3 d3
N 一転 －W 小 判 形 2．60 ×1．66 15 外傾． 平坦 人為

62 B 3 g6 N －200や 〔長楕円形〕（1．65）×0．70 10 外傾 平坦 人為 SI29→本跡

64 B 2 fl
＼

N －65。二E・・・ 長 方 形 2．50 ×1．30°　 40 外傾 平坦 人為

65 B 2 h2 N －350－E 長 方 形 2．．05 ×1．15 25 なだらか 平坦 自然

71 B 2 C2 N －800－E 〔長 方 形〕（2．40）×（1．25） 80 外傾 平坦 人為 本跡一→TMlO

73 C 3 b2 N －6 0－E 不整方形 2．15 ×2．00 15 外傾 平坦 自然 縄文土器片

74 C 3 C3 N －760－W 楕 円 形 1．05 ×0．60 20 外傾 平坦 人為

75 C 3 C3 N －620－W 不整楕円形 1．40°×0．95 20 外傾 平坦 自然

76 C 3 a4 － 円　　 形 0．90 ×（0．75） ‘20 外傾 平坦 自然 五輪塔台石 SK5 5－→本跡

77 C l b9 N －200－E 楕 円 形 1．65 ×0．88 qO なだらか 凹凸 自然

78 B 3 j3 N －620－W 〔楕 円 形〕 2．30 ×（1．20） 40 外傾 平坦 人為 SK1 9→本跡

表10　溝一覧表

溝番号 位　 置 方　　 向 形状

規　　　　 模
断面 底面

l

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　 考

新旧関係 （旧→新 ）長さ（m ）上幅（m ）下幅（m 深さ（cm

1 C l g8 －

C 2 e5

N －800－E 直　 線 （25．0） 1．2　－

1．65

0．1－

0 ．2

50
V

自然 土師器片，縄文土器 片 SI18，TM1－→本跡

時期不 明

2 C 2‾b9－

C 3 b3

N －700－E

N －300－W

L 字状 （22．0） 0 ．5　－

0 ．6

0．1－

0 ．2

10－20

〉

平坦 自然 土師器片，縄文土器 片 SI12・14・15・30 ・47，SK3・25，

・TP3十本跡　 時期不明

3 B 2 C2－

C 2 a3

N －50－W 直　 線 （16．0） 0 ．96－

1．15

0．2－

0 ．6

10－30

ヽノ

平坦 自然 TMlO・11→本跡

時期不 明

4 B 2 i7－

C 2 cO

N －450－W ＿直　 線 （23．5） 0 ．5　－

0 ．7

0 ．1 80－100
V

自然 SI13・14 ，TMll→本跡

時期不 明
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第4節　まとめ

当遺跡からは，今回の調査で旧石器時代の石器集中地点1か所，縄文時代から古墳時代の竪穴住居跡44軒，

古墳5基，陥し穴3基，土坑67基，溝3条などを確認した○そこで，調査した遺構と出土遺物について，時代

ごとに調査の結果を記述し，まとめとする。

1　旧石器時代

台地上の平坦部から石器集中地点は検出された。石器が出土した層位は，3層のソフトロームとハードロー

ムの漸移層である。4層のハードローム層内から石器は検出されていない。この層は立川ローム層最上部のガ

ラス質火山灰層に比定される（1こ石器の内訳は表2の通りである。集中地点から確認された石材は安山岩が多

数で，わずかに頁岩とチャートが含まれている○素材として縦長剥片を折り取り，側縁部に沿って細石刃を製

作する細石核が出土しているのが特筆できる。製品としての石器が少なく，剥片や砕片を中心に出土している

ことから石器製作跡と考えられる。

遺構外の石材として栃木県高原山産の黒曜石，安山岩（トロトロ石），鴫塙などがある。石器製作のため遠離

地から石材を入手して使用していることから，他地域との密な関係があったと思われる。

2　縄文時代

遺構としては，竪穴住居跡32軒，陥し穴3基，土坑9基を検出した○竪穴住居跡から集落の構成から見ると・

前期に集中している。この集落を下記のように分類してみると，

第I期　前期前半（花積下層式期）7軒（SI5，15，16A，16B，17，19，24）

第Ⅱ期　前期前半（黒浜式期）　13軒（SI7，8，11A，20B，27，30，32，35，36，39，43，46，47）

第Ⅲ期　前期後半（浮島式期）　　4軒（SI6，9，11B，28）

第Ⅳ期　前期後半（栗島台式期）　7軒（SIlO，20A，23，29，31，44，45）

に区分することができる。

第I期では，台地の東側傾斜部と平坦部から竪穴住居跡7軒が検出された。第5・16A・16B・19号住居跡は

東側傾斜部に，第15・17・24号住居跡は平坦部に存在する0このまとまりが集落を構成したと考えられる。第

19号住居跡を除いて，主軸方向はN－33－580－Wの範囲である○住居跡の平面形は隅丸長方形で，規模は小

形である（2ニ花積下層式期の探鉢や小形探鉢が一括して出土していることは貴重な資料となると思う。

第Ⅱ期では，台地上のほぼ全域から住居跡13軒が検出された。住居跡の形態に規格性が見られず，規模は小

形である。集落として繁栄した時期と考えられる。

第Ⅲ期では，台地の南東側傾斜部から住居跡4軒が検出された。第6・9・11B号住居跡の3軒で集落を構

成していたと考えられる。第28号住居跡は南東部にあり，調査区域外にある住居跡と集落を構成するものと思

われる。住居跡の平面形は，方形や円形，小判形と様々である。

第Ⅳ期では，住居跡7軒が台地の東側傾斜部に集中している○住居が密集していることから，集落が何代か

に渡り形成されたと考えられる。住居跡の形態に規格性は見られない。

その他，第2号陥し穴は第5号住居跡との重複関係から，花積下層式期以前と考えられ，早期末までは台地

上が狩猟の場として利用されていたものと思われる。中期以降の遺構は検出されなかった。

遺構外から，早期では田土下層式土器，茅山下層式土器に，前期では，花積下層式土器，開山式土器，黒浜
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式土器，諸磯式土器，興津式土器，浮島I・Ⅱ式土器，栗島台式土器に，中期では無文系土器，加曽利EⅢ式

土器に，後期では，堀之内式土器に比定される土器片が出土している。また，石器では打製石斧や石麒なども

多数出土している。これら遺構に伴わない遺物を含めて，当遺跡では継続的ではなかったものの，早期後葉か

ら後期前葉までの長い間，断続的に人間の生活の痕跡をうかがうことができる。

3　弥生時代

台地上の西部から平坦部にかけて，竪穴住居跡が8－12m間隔に7軒検出された。第1号住居跡を除いて，

主軸方向はN－25－520－WとN－41－650－Eに2分できる。住居跡の平面形は，隅九長方形や隅丸方形と様

々である。規模は，中形が2軒（SI13，14）と小形が5軒（SIl，18，21，34，37）である。

遺物としては，弥生土器（広口壷）と石英片が多数出土している。弥生土器の特徴として，以下の5点があげ

られる。

・口唇部には縄文原体や棒状工具による押圧がなされているものがある。

・ロ縁部は複合口縁で，口縁部下端に棒状工具による刺突文が施されているものがある。

・頸部は無文のもの，櫛歯状工具による縦区画を有するもの，櫛歯状工具による横走文・連弧文・波状文が

施されているもの，斜格子目文が施されているものがある。

・胴部は附加条一種（附加2条）の縄文が施されているものと絡条体で施文されているものがある。

・底部には木葉痕が残る。
（3I

以上のことから，後期前半（屋代式）のものと考えられる。

遺構外の遺物としては，沈線内の縄文を磨り消した中期後半の胴部片や，附加条二種（附加1条）の縄文が施

されているもの，附加条一種の縄文を施し羽状構成をとる後期後半の土器も出土していることから，近接地に

当時の人々の生活跡があると思われる。

第135図　集落変遷図
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4　古墳時代

遺構としては，竪穴住居跡5軒，方形周溝遺構1基，古墳5基が検出された。

竪穴住居跡は，台地上東部の傾斜部から平坦部にかけて検出された。規模は中形が2軒（SI12，33）と小形が

3軒（SI2，3，4）である。中形は東部の平坦部に位置し，小形は東部の傾斜部に位置している。住居跡の主軸方

向はN－32－530－Wとほぼ同じで，平面形はほぼ方形である。

住居内出土の遺物としては，土師器嚢や台付嚢，器台，高杯である。土師器の特徴として，以下の3点があ

げられる。

・嚢や台付嚢は，全面にパケ目整形が施され，胴部は球形を呈している。また，パケ目整形後，ヘラ磨きが

施されているものもある。

・器台は，全面にパケ目整形が施され，器受部は内攣している。脚部に穿孔するものもある。

・高杯は，杯部にヘラ削りが施されている。

以上のことから，前期（4世紀前葉一中葉）のものと考えられる。この時期に集落が形成されたことがうかがえ

る。

また，西部の傾斜部から方形周溝遺構が検出された。明確な時期を決定する遺物は出土していないので断言

はできないが，この時期に西部が墓城となっていたと想定される。

下郷古墳群は，1980年に土浦市教育委員会の分布調査で少なくとも円墳10基の存在が確認されている（4ニ当

時第1号項の墳頂に小飼が祀られていた。第2号項は1号境の北側70mに存在する。第3号境は第2号境の北

側に隣接し，1980年の老人福祉センター建設のため澄滅した。第10号境は，板石10枚以上積み重ねられた上に

「建徳院殿」「明治40年」とムラ名のある石両が載っている集積を仮称していた。林道造成時に石棺が出土し，

直刀，鉄鉱，刀子，人骨等が出土したと言われる。

今回の調査で，周知の3基の古墳以外に2基の古墳が検出された。第1・2号境は西部の傾斜部に位置し，

第10－12号境は西部の平坦部で南北に並ぶように位置している。第1号境は円墳で墳丘を残していたが，撹乱

を受けていた。埋葬施設も盗掘を受けたものと思われ，石棺石材片の一部を出土したのみである。第2号境は，

南側の周溝の一部を確認するのみで円墳と推定される。第10号境は墳丘が削平されており，周溝から前方後円

墳であることが確認できた○埋葬施設は石棺が出土したと思われる位置から石棺石材片や粘土塊が出土したの

みである。第11号境は墳丘が削平されており，周溝から円墳であることが確認できた。第12号境は墳丘が削平

されており，周溝から方墳であることが確認できた。埋葬施設は，中央部北寄りから石棺石材片や粘土塊が出

土したのみである。群集境の様相として様々な墳形が確認できた。

特筆する遺物として，1号境の東側墳丘上から周溝底部にかけて散在して出土した大阪府陶邑窯MT15期併

行のもとの考えられる須恵器薩と，TK4トMT15期併行のものと考えられる須恵器嚢である。これらが散在

した状態で出土していることから，何らかの祭祀が行われたことが想像される。

古墳の年代については本文に述べたように，遺物から6世紀前葉から前半と限定できるものと，遺物がなく

後期としか言えないものがある。当遺跡から検出された竪穴住居跡は前期の集落跡で，古墳の営まれた時代の

集落跡は確認されていない。

5　奈良・平安時代

当遺跡からこの時代に遺構は検出されなかったが，遺構外から須恵器杯や高台付杯，蓋，鉢が出土している。

近接地に当時の人々の生活跡があったと考えられる。
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6　中世以降

第1号境の南側から，五輪塔等の集石が4か所検出された。また，第1号境の撹乱内にも五輪塔片が散在し，

撹乱内から「半両銭」「皇宋通賓」も出土している。集石は，第1号墳上及び周辺にあったと思われる五輪塔

を植林時等に集められたものと思われる。五輪塔は15世紀代のものである（5こ古銭は中世以降に渡来銭として

輸入されたものである。

今回の調査で，下郷古墳群においては，旧石器時代から中世以降までの人々の生活の痕跡を確認することが

できた。特に縄文時代前期から多数の住居が繰り返し構築され，弥生時代後期前半にまた集落が形成されてい

る。さらに古墳時代前期にも集落が形成されている。人々は，台地の西側に霞ケ浦を望み，水資源に恵まれた

地を求めてこの台地上で生活していたものと考えられる。しかし，霞ケ浦方向からふく強風から住居を守るた

めに東側傾斜部に建てたり，長期的な定住ができなかったと思われる。

古墳時代後期は墓城として，中世も五輪塔出土から墓城として利用されていたと考えられる。今回の調査は，

集落の一部分の調査のため全容は不明で，今後の類例の増加や周辺遺跡の調査を待ちたい。
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